
コピーベースの移行
ONTAP 7-Mode Transition
NetApp
December 19, 2023

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-7mode-transition/copy-
based/concept_copy_based_transition_using_7mtt.html on December 19, 2023. Always check
docs.netapp.com for the latest.



目次

Copy-Based Transition ガイド』を参照してください . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

移行の概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

インベントリ情報を収集して評価する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

Copy-Based Transition ワークフロー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  14

データと構成のマイグレーションプロセス. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15

Copy-Based Transition の準備をしています . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  30

7-Mode ボリュームからデータと構成をマイグレート . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  72

7-Mode Transition Tool CLI を使用したボリュームの移行 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  93

移行後の手動タスクを実行 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  115

移行プロジェクトの管理 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  121

問題のトラブルシューティング . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  132



Copy-Based Transition ガイド』を参照してくださ
い

本書では、 7-Mode Transition Tool を使用して、 7-Mode のコントローラ、ホスト、およ
びアプリケーションを移行の対象として評価し、 7-Mode システムから ONTAP にデー
タと構成をコピーベースでマイグレートする方法について説明します。

移行の概要

clustered ONTAP への移行では、現在の環境を確認し、移行対象を決定するとともに、
デスティネーションシステムの最適な構成を設計し、データと構成のマイグレート方法
を計画し、必要に応じて環境を更新します。

サポートされるターゲットリリースおよび既知の問題に関する最新情報については、最新の 7-Mode

Transition Tool リリースノートを参照してください。

"『 7-Mode Transition Tool Release Notes 』"

最初に、現在のストレージ環境、ホスト、およびアプリケーションを含む、現在の環境に関する情報を収集す
る必要があります。ストレージインベントリを収集したら、現在使用している機能を評価し、選択した
ONTAP バージョンとの相違点を確認します。これらの作業は、 7-Mode Transition Tool を使用して実行でき
ます。

その後、移行プロジェクトを定義できます。この作業では、同時に移行するボリュームとワークロードを特定
し、クラスタを設計して移行を計画します。マイグレーションの計画では、まず最適なマイグレーション方式
を選択します。クラスタを設計する際には、収集したストレージ環境情報を使用して、既存の構成項目を
ONTAP の対応する項目にマッピングします。たとえば、 7-Mode ボリュームは ONTAP 内の SVM とボリュ
ームにマッピングする必要があり、移行対象の IP アドレスは LIF にマッピングする必要があります。また、
ONTAP システムに対して環境の変更が必要かどうかも確認します。

実装作業には、必要な環境変更を実施するだけでなく、クラスタの導入と設定、データのマイグレート、変更
された構成の適用、デスティネーション ONTAP システムからのクライアントの切断と再接続、アクセスの検
証が含まれます。

• 関連情報 *

"ネットアップのマニュアル： ONTAP 9"

7-Mode Transition Tool を使用したコピーベースの移行

7-Mode Transition Tool では、 7-Mode のコントローラ、ホスト、スイッチ、およびアプ
リケーションに関する情報を収集して移行対象として評価し、コピーベースの移行を実
行できます。その後、 7-Mode から ONTAP にデータと構成を移行できます。

7-Mode Transition Tool は、 Windows システムまたは Linux システムで実行できます。7-Mode Transition Tool

には、移行処理を管理するための Web インターフェイスとコマンドラインインターフェイスの両方が用意さ
れています。
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ONTAP システム、ホスト、スイッチ、およびアプリケーションの収集と評価

7-Mode Transition Tool を使用して、次の収集および評価タスクを実行できます。

• ONTAP システム（ 7-Mode コントローラおよびクラスタ内のノード）、ホスト、スイッチ、およびホス
トアプリケーションからインベントリ情報を収集する。

• FC ゾーン計画を生成して、イニシエータホストとターゲットをグループ化するためのゾーンを設定す
る。

• 7-Mode システムの機能を評価し、移行先として選択した ONTAP バージョンでそれらの機能がどのよう
に動作するかを確認する。

7-Mode から ONTAP へのデータと構成の移動

Copy-Based Transition では、 SnapMirror テクノロジを使用して、 7-Mode のボリュームと構成を Data

ONTAP 7G および 7-Mode から ONTAP にコピーします。

7-Mode Transition Tool をコピーベースのマイグレーションで使用すると、次のタスクを実行できます。

• 7-Mode のスタンドアロンボリュームまたは Volume SnapMirror 関係にある 7-Mode ボリュームを、バー
ジョンが異なる複数の 7-Mode システムから、 ONTAP 8.2.x 以降のサポートされるリリースの任意のバー
ジョンに、複数まとめてマイグレートする。

• 移行プロジェクトに含まれるボリュームに対して事前確認を実行して、移行の互換性を検証し、考えられ
る対処方法を確認する。

• クライアントアクセスを切断する前に 7-Mode 構成を ONTAP に適用することで、ダウンタイムを短縮す
る。

Copy-Based Transition では、 NAS および SAN の構成の移行がサポートされます。

SAN は ONTAP 8.3 以降のサポートされるリリースにのみ移行できます。

• 関連情報 *

Copy-Based Transition の要件

移行に関する用語

7-Mode Transition Tool に関連する移行の用語を理解しておくと、移行プロセスを理解し
やすくなります。

• * 収集と評価 *

データと構成を ONTAP に移行する前に、ストレージシステム、ホスト、およびアプリケーションを含む
ストレージ環境に関する情報を収集する必要があります。その後、収集したシステムの機能を評価し、移
行先として選択した ONTAP バージョンでそれらの機能がどのように動作するかを確認する必要がありま
す。

• * 移行 *

7-Mode ボリュームから ONTAP にデータと構成を移行することを指します。マイグレーションは、 7-

Mode コントローラを評価したあとに実行する必要があります。
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• * プロジェクト *

7-Mode Transition Tool では、プロジェクトを使用して、一連のボリュームの移行を設定し、管理するこ
とができます。

移行プロジェクトには、スタンドアロン、プライマリ、セカンダリの 3 つのタイプがあります。

◦ * スタンドアロンプロジェクト *

このプロジェクト内のボリュームは、他のストレージシステムのボリュームと SnapMirror 関係にない
か、あるいは SnapMirror 関係を維持せずに移行します。

◦ * 一次プロジェクト *

このプロジェクト内のボリュームは、 SnapMirror 関係のソースボリュームです。

◦ * 二次プロジェクト *

このプロジェクト内のボリュームは、 SnapMirror 関係のデスティネーションボリュームです。

• * プロジェクトグループ *

7-Mode Transition Tool では、プロジェクトグループは論理コンテナであり、これを使用して関連するマ
イグレーションプロジェクトを保持できます。Default_Group という名前のデフォルトグループがシステ
ムに常に 1 つ存在します。

• * 移行ピア関係 *

移行ピア関係は、 SnapMirror が 7-Mode ストレージシステムとクラスタ内の SVM の間に関係を確立し、
移行対象である 7-Mode ボリュームのデータを ONTAP ボリュームにコピーできるかどうかを決定する、
許可メカニズムです。移行ピア関係は、クラスタ管理者のみが作成でき、クラスタから開始されます。

• * 移行データ保護関係 *

Transition Data Protection （ TDP ；移行データ保護）関係は、 7-Mode システムと ONTAP システムの間
に確立される Volume SnapMirror 関係です。

移行データ保護は移行時にのみサポートされます。ONTAP ボリュームのデータを 7-Mode ボリュームに
戻して再同期することはできないため、この関係は長時間保持しないようにしてください。

移行の制限

7-Mode Transition Tool を使用してボリュームを移行する場合は、同時に評価できるコン
トローラとホストの数など、一定の制限を考慮する必要があります。マイグレーション
では、プロジェクト内のボリュームの数や同時に実行できるプロジェクトの数を確認す
る必要があります。

次の表に、同時に評価できるコントローラとホストの数を示します。

3



パラメータ 最大値

コントローラ数 50

ホストの数 20

ESXi ホストの数 10.

一度に評価できる 7-Mode コントローラの最大数は、ボリューム、 qtree 、クォータ、エクス
ポートなどのオブジェクトの数によって異なります。

次の表に、プロジェクト内のボリュームの数と、マイグレーション時に同時に実行できるプロジェクトの数を
示します。

パラメータ 最大値

プロジェクト内のボリュームの数 160

すべてのボリュームの合計数の推奨制限 Web インタ
ーフェイス内のアクティブプロジェクトが常に表示
されます

240

ある時点でのアクティブプロジェクトの最大数 50

アクティブプロジェクトが 50 個ある
場合は、 50 個の 7-Mode ストレージ
システムおよび関連する SnapMirror デ
スティネーションからデータをレプリ
ケートできます。

プロジェクトあたりのデータコピースケジュール数 7.

インベントリ情報を収集して評価する

コントローラ、ホスト、および FC スイッチからインベントリ情報を収集できます。そ
の後、収集したシステムの機能を評価し、移行先として選択した ONTAP バージョンで
それらの機能がどのように動作するかを確認できます。

インベントリ情報は、次の 2 つの方法で収集できます。

• 環境のセキュリティ上問題がなければ、 7-Mode Transition Tool をインストールしてインベントリ情報を
収集します。

• Inventory Collect Tool で作成されたインベントリ XML レポートをインポートし、評価を実行できます。

どちらの場合も、 Inventory Collect Tool 3.3 を使用してインベントリを収集する必要があります。
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移行のための環境評価でのストレージ、ホスト、 FC スイッチのバージョン要件

移行のための環境評価でサポートされる Data ONTAP 7-Mode 、ホスト、および FC ス
イッチのバージョンを把握しておく必要があります。

7-Mode Transition Tool による環境評価でサポートされる 7-Mode システム、ホスト、および FC スイッチの
バージョンについては、 NetApp Interoperability Matrix Tool を参照してください。

"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"
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移行のための環境評価を実行する 7-Mode システムとホストの準備

評価レポートを正しく作成するには、 7-Mode システムおよびホストが一定のネットワ
ーク要件とプロトコル要件を満たしている必要があります。

手順

1. 7-Mode システムで HTTPS を有効にします。

*options httpd. admin.ssl.enable on *`

2. 7-Mode システムで TLS を有効にします。

'*options tls.enable on *

SSLv3 にはセキュリティ上の脆弱性があるため、 TLS を有効にすることを推奨します。

3. 7-Mode システムで SSL を有効にして、 SSLv2 と SSLv3 を無効にします。

a. SSL をセットアップして開始します。

*secureadmin setup ssl *`

b. SSL を有効にします。

'*options ssl.enable on *

c. SSLv2 と SSLv3 を無効にします。

'options ssl.v2.enable off

'options ssl.v3.enable off

セキュリティ上の脆弱性を回避するため、 SSLv2 と SSLv3 を無効にすることを推奨しま
す。

4. 7-Mode システムで SSH を有効にします。

a. 7-Mode システムで SSH をセットアップします。

*secureadmin setup -f ssh *

-f オプションを指定すると、 SSH サーバがすでに設定されている場合でも、セットアップが強制的に実
行されます。

a. SSH を有効にします。

secureadmin enable ssh2`

b. SSH サーバでパスワード認証を有効にします。

*options ssh.passwd_auth.enable *`
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c. ホストへの SSH アクセスを有効にします。 +* options ssh.access *

5. Windows ホストシステムを準備します。

◦ WMI アクセスを有効にします。

WMI アクセスの有効化の詳細については、ホストのマニュアルを参照してください。

◦ Windows Server 2003 を使用している場合は、 Microsoft Fibre Channel Information Tool （ fcinfo ）パ
ッケージがインストールされていることを確認し、 Windows ホストシステムで 1 回実行します。

このツールでは、ホストの HBA 構成情報を収集することができます。

◦ 7-Mode Transition Tool を実行するシステムがドメインに属していない場合は、次の点を確認します。

▪ ホストシステムがドメインに属している。

▪ ホストにローカルユーザが設定されている場合は、そのユーザのユーザ名が次の形式であるこ
と。

「 SystemName\Username 」の略

6. Linux または ESXi ホストで SSH を有効にします。

SSH の有効化の詳細については、ホストのマニュアルを参照してください。

7. 各ホストに最新の NetApp Host Utilities ソフトウェアがインストールされていることを確認します。

NetApp Host Utilities ソフトウェアのダウンロードとインストールについては、ネットアップサポートサ
イトを参照してください。

8. 7-Mode Transition Tool を実行する Windows システムからすべてのホストおよびストレージシステムに到
達できることを確認します。

コントローラとホストの評価

環境内のセキュリティ規制に応じて、 7-Mode Transition Tool または Inventory Collect

Tool を使用して、コントローラとホストに関する情報を収集して評価できます。

• 7-Mode Transition Tool にシステムを追加するか、または Inventory Collect Tool で生成されたインベント
リレポートを使用して、 7-Mode Transition Tool でコントローラとホストに関するインベントリ情報を収
集します。

次に 7-Mode Transition Tool は、インベントリ情報を評価して、移行のための環境評価レポートを作成し
ます。

• 移行のための環境評価を実行する際は、次の考慮事項を理解しておく必要があります。

◦ コントローラで評価処理とマイグレーション処理を同時に実行しないでください。

◦ アクティブなストレージコントローラでピーク時に評価処理を実行しないでください。
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7-Mode にシステムを追加することによる評価レポートの作成 移行ツール

7-Mode Transition Tool にシステムを追加することで、コントローラ、ホスト、および
FC スイッチのインベントリ情報を収集できます。そのあとに評価レポートを作成して、
追加したシステムの機能を評価するとともに、移行先として選択した ONTAP バージョ
ンでそれらの機能がどのように動作するかを確認できます。

• ストレージシステムおよびホストのユーザ名が、 readme ファイルに示されたコマンドを実行するための
権限を持っている必要があります。

readme ファイルは '_7-Mode_Transition_Tool_installed_location \bin\ict にあります

• 移行のための環境評価を実行できるように、 7-Mode システム、ホスト、および FC スイッチを準備して
おきます。

• Windows システムを評価する場合は、ドメインユーザアカウントが必要です。

• 評価用に複数のシステムを追加する場合は、 ASCII 形式または UTF-8 形式でエンコードされたテキスト
ファイルを作成し、 1 行に 1 つのシステムの形式でシステムの詳細を含める必要があります。

各システムの詳細を次の形式で記述する必要があります。

(ontap|windows|vmware|linux|cisco|brocade)://[(user|domain_user)[:passwo

rd]@](host_name|ip)

• 7-Mode Transition Tool をインストールおよび実行するシステムから、コントローラまたはホストにアク
セスできる必要があります。

• すべての機能に関するインベントリ情報をワークブックに記録できるように、それらの機能を設定する
か、またはそのライセンスを有効にする必要があります。

• ストレージシステムのユーザ名には、インベントリ情報を収集するための管理者権限が必要です。

• CIFS 共有名、ユーザ名、グループ名など、すべてのホスト名およびストレージシステム構成は、 UTF-8

形式である必要があります。

7-Mode Transition Tool サービスまたはこのツールがインストールされているシステムを再起動すると、ツー
ルに追加したシステムの詳細が失われ、再度ツールにシステムを追加しなければならなくなります。

手順

1. 移行のための環境評価に最新の Interoperability Matrix （ IMT ）データを使用する場合は、次の手順を実行
します。

a. Interoperability Matrix から IMT データをダウンロードして保存します。

i. [ レポート ] メニューの [ 日次エクスポートの完了 *] をクリックします。

ii. ［ 日次エクスポートの完了 ］ ダイアログボックスの検索フィールドに「 FAS 」と入力します。

iii. ONTAP SAN ホストの Excel ファイルをダウンロードして保存しま
す。https://mysupport.netapp.com/matrix["NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"]

b. CLI から 'transition IMT import' コマンドを使用して IMT データをインポートします

c. transition IMT show コマンドを使用して、インポートが正常に完了したことを確認します。
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▪ トラブルシューティング： * IMT データ・インポート操作が失敗した場合は 'transition IMT

restore' コマンドを使用して ' 以前のデータに戻すことができます

2. 7-Mode Transition Tool にログインし、収集と評価セクションの * Get Started * をクリックします。

3. [ システムの追加 ] をクリックします。

4. [Add System] ウィンドウで、次のいずれかの操作を実行します。

◦ システムを 1 つ追加します。

i. システムの完全修飾ドメイン名（ FQDN ）または IP アドレスを入力します。

ii. 指定したシステムのユーザ名とパスワードを入力します。

iii. システムタイプを選択します。

▪ Data ONTAP ストレージシステム

▪ ホスト： Microsoft Windows 、 Red Hat Linux Enterprise 、 VMware ESXi

▪ FC スイッチ： Cisco および Brocade

◦ 複数のシステムを追加するには、 * 参照 * をクリックし、複数のシステムの資格情報を含むテキスト
ファイルを選択します。

5. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

評価ステータスが Ready のシステムに対しては、移行のための環境評価を実行できます。

6. 移行のための環境評価レポートを作成します。

a. 移行のための環境評価を実施するシステムを選択します。

b. Create Transition Assessment Report （移行評価レポートの作成） * をクリックします。

c. Create Transition Assessment Report ダイアログボックスで、ターゲットクラスタの Data ONTAP バ
ージョンを選択します。

d. レポートのファイル名に付けるプレフィックスを指定します。

e. [ レポートの生成（ Generate Report ） ] をクリックする。

評価ワークブック（「 AssessmentWorkbook 」が付加されたレポート名）および評価エグゼクティブ
サマリー（「 AssessmentExecutiveSummary 」が付加されたレポート名）が、 XML 形式で作成され
ます。

+ 評価レポートの作成に使用する評価ワークブック、評価サマリー、およびインベントリ XML ファイル
には、「 …etc/webapp/transition-GUI/tMC 」フォルダからアクセスできます。

7. Microsoft Excel の評価ワークブックと、 Microsoft Office 2007 以降のバージョンを使用した Microsoft

Word の評価エグゼクティブサマリーを表示します。

評価ワークブックで、コピーベースの移行のための環境評価の詳細について、移行の実現可能性（ CBT

）、設定事前確認の概要、設定事前確認の詳細、および CBT 事前確認の概要タブを参照してください。

評価エグゼクティブサマリーでは、コントローラレベルの評価の詳細について、コピーベースの移行の実
現可能性に関するセクションを参照してください。

場合によっては、評価ワークブックを表示するために Excel でマクロを有効にする必要があります。
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評価ワークブックのデータ収集サマリーで、システムのアクセスステータスが「失敗」の場合、そのシス
テムのインベントリ情報は無効です。評価エグゼクティブサマリーでは、このシステムの一部のフィール
ドの値は「 Not Assessed 」と表示されます。

◦ 関連情報 *

移行ログファイルをダウンロードしています

インベントリレポート XML をインポートして評価レポートを作成する

Inventory Collect Tool で作成されたインベントリ XML レポートをインポートして、ホス
トとコントローラの機能を評価できます。その後、評価レポートを作成して、移行先と
して選択した ONTAP バージョンでそれらのホストとコントローラがどのように動作す
るかを確認できます。

• Inventory Collect Tool を実行し、インベントリレポート XML ファイルを生成しておく必要があります。

ホストとコントローラをコピーベースの移行の対象として評価するには、 Inventory Collect

Tool 3.3 を使用してインベントリを収集する必要があります。

• 移行のための環境評価を実行できるように、 7-Mode システムとホストを準備しておきます。

インベントリレポートをインポートして移行のための環境評価を実行する際に、評価対象のシステムにアクセ
スできる必要はありません。

手順

1. 7-Mode Transition Tool にログインし、ホームページで * Collect and Assess * をクリックします。

2. [ インベントリレポート XML のインポート ] をクリックします。

3. [Browse] をクリックし、 Inventory Collect Tool で生成された XML レポートを選択します。

4. [* インポート * ] をクリックします。

システムの評価ステータスには ' Imported ； Ready" と表示されます

5. 移行のための環境評価を実行するシステムを選択します。

6. Create Transition Assessment Report （移行評価レポートの作成） * をクリックします。

7. Create Transition Assessment Report ダイアログボックスで、ターゲットクラスタの Data ONTAP バージ
ョンを選択します。

8. レポートのファイル名に付けるプレフィックスを指定します。

9. [ レポートの生成（ Generate Report ） ] をクリックする。

AssessmentWorkbook レポートと AssessmentExecutiveSummary レポートが XML 形式で作成されま
す。

10. AssessmentWorkbook レポートを Microsoft Excel で表示し、 AssessmentExecutiveSummary レポートを
Microsoft Office 2007 以降のバージョンで表示します。

AssessmentWorkbook レポートを Microsoft Excel で表示する際に、 Excel でマクロを有効にしなければ
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ならない場合があります。

◦ 関連情報 *

移行ログファイルをダウンロードしています

FC ゾーン計画の生成

FC スイッチについては、移行のための環境評価レポートの一部として FC ゾーン計画を
生成し、マイグレーション後にイニシエータホストとターゲットをグループ化するため
のゾーンを設定する必要があります。

• 7-Mode システム、ホスト、およびクラスタを同じスイッチに接続する必要があります。

FC ゾーン計画の生成でサポートされる構成

• 必要なターゲット SVM と FC LIF をクラスタ上に作成しておく必要があります。

• ターゲット SVM で作成される FC LIF には、 7-Mode の WWPN とは異なる WWPN が割り当てられま
す。そのため、 FCP 用に SAN を移行する場合は、 FC ゾーニングを実行してください。

手順

1. [ 収集と評価 ] セクションで、 [ システムの追加 ] をクリックします。

2. [Add System] ウィンドウで、次のいずれかの操作を実行します。

◦ システムを 1 つ追加します。

i. システムの FQDN または IP アドレスを入力します。

ii. 指定したシステムのユーザ名とパスワードを入力します。

iii. システムタイプを選択します。

▪ Data ONTAP ストレージシステム

▪ ホスト： Microsoft Windows 、 Red Hat Linux Enterprise 、 VMware ESXi

▪ FC スイッチ： Cisco および Brocade

◦ 複数のシステムを追加するには、 * 参照 * をクリックし、複数のシステムの資格情報を含むテキスト
ファイルを選択します。

3. [ 追加（ Add ） ] をクリックします。

評価ステータスが Ready のシステムに対しては、移行のための環境評価を実行できます。

4. FC ゾーン計画を含む、移行のための環境評価レポートを作成します。

a. 移行のための環境評価を実施する、必要な FC スイッチを含むシステムを選択します。

b. Create Transition Assessment Report （移行評価レポートの作成） * をクリックします。

c. ペアシステムと FC ゾーンプランナーのダイアログボックスで、 7-Mode システム（シングルコント
ローラまたは HA ペア）、クラスタに接続されているスイッチ、クラスタの SVM を選択します。

d. ペアシステムの FC ゾーニングをクリックします * 。

e. Create Transition Assessment Report ダイアログボックスで、ターゲットクラスタの Data ONTAP バ
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ージョンを選択します。

f. レポートのファイル名に付けるプレフィックスを指定します。

g. [ レポートの生成（ Generate Report ） ] をクリックする。

FC ゾーン・プランは '.zip ファイルとして生成されますこの計画には、 7-Mode システムの igroup 構成ごと
に作成されたゾーンが含まれています。各ゾーンには、イニシエータの WWPN が 1 つと SVM ターゲットの
WWPN が複数含まれています。

この FC ゾーン計画を使用してゾーンを設定し、クラスタからのデータアクセスを提供するためにイニシエー
タホストとターゲットをグループ化する必要があります。

FC ゾーン計画の生成でサポートされる構成

FC ゾーン計画の生成でサポートされる 7-Mode システム、ホスト、 FC スイッチ、およ
びクラスタの構成を理解しておく必要があります。移行後のクラスタのゾーンの設定に
は、この計画を使用する必要があります。

データセンターの要件に応じて、 7-Mode システム（シングルコントローラまたは HA ペア）、ホスト、およ
びクラスタは同じファブリック内または異なるファブリックのスイッチに接続できます。

次の図は、 7-Mode システム、ホスト、およびクラスタを同じファブリック内のスイッチに接続した場合の構
成を示しています。

次の図は、 7-Mode システムとクラスタを異なるファブリックのスイッチに接続した場合の構成を示していま
す。
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評価のエグゼクティブサマリーを移行に使用する方法 評価

移行に関するエグゼクティブサマリーには、環境内の 7-Mode コントローラ、ホスト、
および FC スイッチの概要が示されます。このサマリーは、現在使用している機能の評
価レポートであり、ストレージ環境内の各ボリュームに適した移行方法が提示されま
す。このサマリーを使用して移行を計画できます。

エグゼクティブサマリーは次のセクションで構成されます。

ターゲットクラスタ

このセクションには、評価時に選択したターゲットクラスタの ONTAP バージョンが表示されます。

データ収集サマリー

情報を収集した 7-Mode コントローラ、ホスト、およびスイッチの一覧が表示されます。7-Mode コントロー
ラの ONTAP バージョンとモデルの詳細を確認することができます。ホストの OS タイプ、バージョン、モデ
ルも確認できます。

移行の可否と推奨される移行方法

このセクションには、各コントローラで実行された事前確認の概要と、コントローラレベルおよびボリューム
レベルでの移行の可否が表示されます。「最も上」または「不整合」状態の vFiler ユニットに属するボリュー
ム、またはオフラインまたは制限状態のボリュームは、評価の対象となりません。このレポートには、各コン
トローラに対する事前確認で報告されたエラーと警告の数が表示されます。移行の前に、これらのエラーと警
告を確認し、問題を解決する必要があります。事前確認の詳細については、評価ワークブックの Config

Precheck Summary タブを参照してください。

エグゼクティブサマリーには、ボリュームとコントローラの構成および事前確認サマリーに基づいて、評価さ
れた各ボリュームに対する最適な移行方法が示されます。たとえば、 7-Mode のトラディショナルボリューム
や FlexCache ボリュームは、 ONTAP でサポートされていないため移行できません。

ほとんどの構成に対しては、 7-Mode Transition Tool が移行ツールとして推奨されます。ただし、 7-Mode

Transition Tool で移行できないワークロードについては、アプリケーションベースまたはホストベースのマイ
グレーション方法を使用する必要があります。

"ネットアップテクニカルレポート 4052 ：『 Successfully Transitioning to Clustered Data ONTAP （ Data

ONTAP 8.2.x and 8.3 ）』"

ストレージインベントリ

このセクションでは、次の情報について説明します。

• ストレージオブジェクト：ボリューム、 qtree 、 LUN 、 vFiler ユニットなどのストレージオブジェクト
の数に関する情報が表示されます。 各コントローラの SnapMirror 関係、共有、エクスポート。

• Storage utilization ：使用済みスペース、使用可能スペース、および 7-Mode コントローラによって使用さ
れているスペースに関する情報が表示されます。

• Licenses ：各コントローラで有効になっている機能ライセンスの一覧が表示されます。

• プロトコルの設定： CIFS 、 NFS 、 SAN の各プロトコル、バージョンなど、コントローラで設定されて
いるプロトコルに関する詳細が表示されます。
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• SnapMirror の相互接続： SnapMirror 関係のソースまたはデスティネーションであるコントローラまたは
ボリュームに関する情報が表示されます。

この情報から、レポートに表示されているコントローラと SnapMirror 関係にあるものの、評価の対象に
は含まれていないコントローラを特定できます。

• SnapVault の相互接続：コントローラ、ボリューム、またはコントローラ内の指定したコントローラ、ボ
リューム、または qtree との SnapVault 関係のソースまたはデスティネーションであるコントローラ、ボ
リューム、または qtree に関する情報が表示されます。

SVM の統合に関する考慮事項

複数の vFiler ユニットまたは 7-Mode コントローラのボリュームを 1 つの SVM に統合する場合は、このセク
ションの情報を使用して、 7-Mode システムが異なる Active Directory ドメインにバインドされているかどう
か、および複数の NIS 設定があるかどうかを確認できます。 ボリューム名または CIFS 共有名が同じで、各
コントローラにローカルユーザとローカルグループがいくつあるかの名前が設定されている。これらの考慮事
項は、複数の vFiler ユニットまたは 7-Mode コントローラを統合し、 1 つの SVM に移行する計画を立てる場
合の問題点を明らかにする際に重要となります。

データ収集エラー

このセクションには、 7-Mode Transition Tool で収集できなかったコントローラとホストの情報、および収集
に失敗した理由が表示されます。データ収集エラーの詳細については、評価ワークブックの [ データ収集エラ
ー ] タブを参照してください。これらのエラーを解決し、システムを再評価することができます。

Copy-Based Transition ワークフロー

Copy-Based Transition ワークフローでは、マイグレーションの準備、データと構成のマ
イグレート、および移行後の設定を実行します。
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データと構成のマイグレーションプロセス

7-Mode Transition Tool を使用したデータと構成のマイグレーションプロセスは、準備、
ベースラインデータコピー、構成の適用（カットオーバー前）、ストレージカットオー
バーの各フェーズで構成されます。CoC 検証の対象となる SnapLock ボリュームがある
場合は、カットオーバー後に CoC 検証フェーズが追加されます。
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次の図は、マイグレーションプロセスの各フェーズを示しています。

準備

このフェーズでは、事前確認が実行されて、機能が検証されます。7-Mode ストレージシステムがチェックさ
れて、ボリュームと構成を ONTAP にマイグレートする準備ができているかどうかが検証されます。また、ク
ラスタが正しく設定されて移行をサポートできる状態にあるかが確認されます。移行を続行する前に、すべて
のエラーを解決しておく必要があります。警告を解決しなくても移行は続行できますが、続行する前に警告の
影響を理解しておく必要があります。事前確認を複数回実行して、すべてのエラーが解決されたことを確認す
ることができます。

事前確認手順と評価時に実行される評価手順は似ていますが、いくつかの違いがあります。事前確認手順は、
マイグレーションのソースシステム（ 7-Mode ）およびデスティネーションシステム（ ONTAP ）に指定され
た特定のストレージシステムを対象とした、より詳細なテストです。評価手順で評価されるのはマイグレーシ
ョンのソースシステムのみで、 ONTAP との機能の違いがチェックされます。

ベースラインデータコピー

SVM に新しいボリュームが作成され、 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームの間に SnapMirror 関係が確
立され、ベースライン転送が実行されます。ベースライン転送が完了すると、ユーザが定義したデータコピー
スケジュールに従って自動的に差分転送が実行されます。この手順を完了しても、ソースストレージにアクセ
スするクライアントとサーバはオンラインのままです。

データのコピーには CPU 、メモリ、およびストレージアクセスが必要であるため、ソースストレージシステ
ムで追加のリソースが使用されることになります。データコピー処理は、オフピークの時間帯に実行されるよ
うにスケジュールするのがベストプラクティスです（ CPU 利用率が 50% 前後の時間帯を推奨）。

構成の適用（カットオーバー前）

このフェーズでは SnapMirror の差分転送が行われ、 ONTAP のシステム、 SVM 、およびボリュームに設定
情報が適用されます。オプションで、ストレージカットオーバーの前に移行先の ONTAP ボリュームをテスト
することもできます。

構成の大部分が適用されますが、クォータの適用など、一部の操作はストレージカットオーバーに保留されま
す。

移行対象として選択した 7-Mode IP アドレスが、管理状態が down で作成されます。移行対象として選択し
た新しい IP アドレスが管理状態が up で作成されます。これらの新しい IP アドレスは、カットオーバー前の
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テスト時にデータアクセスの検証に使用できます。

計画したカットオーバー期間の数日 ~ 数週間前に構成の適用（カットオーバー前）を実行することを推奨し
ます。この処理により、すべての構成が適切に適用されるかどうか、何らかの変更が必要かどうかを確実に検
証できます。

差分更新は必須ではありませんが、クライアントが切断される時間を最小限に抑えるために、
できるだけストレージカットオーバーに近いタイミングで差分転送を実行するのがベストプラ
クティスです。

ストレージカットオーバー

ストレージカットオーバーでは、クライアントが切断され、最終データ転送が実行され、 SnapMirror 関係が
解除され、クライアントが手動で再接続されます。

クライアントまたはサーバがソースストレージボリュームから切断されるため、最終コピーが実行されている
間に追加の書き込みが行われることはありません。クライアントを切断する前に、差分更新を実行してダウン
タイムを最小限に抑えるのがベストプラクティスです。

ストレージアクセスを切断するのは、マイグレート中のボリュームのみにする必要があります。ストレージへ
のアクセスは、ストレージ側またはクライアント側から切断できます。ストレージ側から切断することを推奨
します。たとえば、 CIFS クライアントから 7-Mode ストレージシステム上の「 user01 」という名前のボリ
ュームにアクセスしている場合は、「 cifs terminate -v user01 」コマンドを使用して、ボリューム上のすべて
の CIFS 共有へのアクセスを無効にする（ストレージ側からクライアントアクセスを切断する）ことができま
す。移行によって IP アドレス、マウントポイント、または共有名が変更される場合があり、そのためクライ
アント側からもクライアントアクセスが切断される可能性があります。マイグレート対象のストレージコンテ
ナにクライアントが新しいデータを書き込めさえしなければ、どちらの方法でアクセスを切断してもかまいま
せん。

クライアントが切断されると、 7-Mode Transition Tool によって最終コピーが実行されて、ソースとデスティ
ネーションのデータセットが同一になります。また、 SVM 上でデータ LIF が設定されます。カットオーバー
前フェーズで移行されなかった構成の変更（ SAN 構成とクォータの適用など）は、この時点で SVM にも適
用されます。

ストレージカットオーバーが完了したら、クライアントを手動で再接続してデータアクセスを検証します。デ
ータアクセスの検証では、クライアントが ONTAP システムに正常にアクセスしていること、およびすべての
権限が想定どおりに機能していることを確認します。

SnapLock ボリュームの CoC 検証

移行が完了したら、プロジェクト内の SnapLock ボリュームに対して CoC 処理を開始できます。この処理は
必須ではなく、 SnapLock ボリュームの移行に CoC 検証が不可欠な場合にのみ必要となります。この処理
は、プロジェクト内のすべての SnapLock 、またはプロジェクト内の一部の SnapLock に対して実行できま
す。CoC 検証は、 SnapLock ボリュームと Volume の両方でサポートされます。CoC 検証は読み書き可能な
SnapLock ボリュームでのみサポートされ、読み取り専用の SnapLock ボリュームではサポートされません。

また、名前に非 ASCII 文字を含むファイルが格納されている SnapLock ボリュームでもサポー
トされません。

検証ワークフローは 7-Mode Transition Tool の GUI でのみサポートされ、 CLI ワークフローではサポートさ
れません。
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CoC 検証では次の処理が実行されます。

• 7-Mode ボリュームの WORM ファイルをすべて列挙します

• 列挙した各 WORM ファイルについて、フィンガープリントを計算します 7-Mode ボリュームと移行した
ONTAP ボリュームの両方

• フィンガープリントが一致するファイルと一致しないファイルの数、および不一致の理由を記載したレポ
ートを作成します

すべての WORM ファイルのフィンガープリントデータは、計画フェーズで指定した ONTAP ボリュームに格
納されます。

7-Mode ボリュームのファイル数によっては、 CoC 検証プロセスにかなりの時間（数日 ~ 数週
間）がかかることがあります。

スタンドアロンボリュームの移行方法

スタンドアロンボリュームの移行は、準備、データコピー、構成の適用（カットオーバ
ー前）、およびストレージカットオーバーの各フェーズで構成されます。移行が完了し
たら、クライアントアクセスを再開する前に、移行後の手順を実行する必要がありま
す。各フェーズで何が行われるかを把握しておくと、移行作業を効率的に管理できるよ
うになります

フェーズ 手順

準備 1. 情報を収集しています

2. 事前確認を実行

3. データコピーのスケジュールを作成

データコピー 1. ONTAP ボリュームを読み取り専用として作成し
ます

2. 移行ピア関係を作成

3. SnapMirror 関係を確立する

4. ベースライン転送を実行する

5. スケジュールされた差分更新を実行します

カットオーバー前 1. SnapMirror 関係を解除します

2. 設定を SVM に適用する

3. SVM にデータ LIF を設定

4. データと構成をテストする（手動、カットオーバ
ー前 RW のみが対象）

5. ONTAP ボリュームと対応する 7-Mode ボリュー
ムを再同期します
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フェーズ 手順

ストレージカットオーバー 1. クライアントアクセスを切断する（手動）

2. 最後の SnapMirror 更新を実行します

3. SnapMirror 関係を解除します

4. 7-Mode IP アドレスを削除し、データ LIF をに設
定する SVM で up 状態になっている

5. ソースボリュームをオフラインにしています

カットオーバー後、移行後の手順を実行してクライ
アントアクセスを有効にする（手動）

SnapLock ボリュームの CoC 検証 1. 7-Mode ボリュームの WORM ファイルをすべて
列挙しています

2. 7-Mode の各 WORM ファイルのフィンガープリ
ントを計算する 複数のボリューム（前の手順で
列挙） とに、対応する WORM ファイルのフィン
ガープリントの計算方法を示します 移行した
ONTAP ボリューム

3. フィンガープリントが一致するファイルと一致し
ないファイルの数、および不一致の理由を記載し
たレポートを生成する

準備フェーズ

このフェーズでは、 7-Mode システムとクラスタ、ボリューム、および IP アドレスに関する情報が収集され
ます。7-Mode Transition Tool がこのフェーズで実行するタスクは次のとおりです。

1. 7-Mode ストレージシステムとボリュームの情報を収集して追加します。

2. 移行の事前確認を実行します。

3. クラスタ、 SVM 、およびアグリゲートの情報を収集して追加します。

4. SVM に設定する必要がある IP アドレスを収集します。

◦ 7-Mode システムに存在する IP アドレスを選択します。

◦ SVM に設定する必要がある新しい IP アドレスを指定します。注： iSCSI LIF と FC LIF （ SAN ）の
移行は、ツールではサポートされていません。移行の前に、 SVM に SAN LIF を手動で設定する必要
があります。

5. ベースラインコピーと差分更新のデータコピースケジュールを作成します。

6. プロジェクトに SnapLock ボリュームが含まれている場合は、 CoC 検証を必要とする読み書き可能な
SnapLock ボリュームに関する情報、および CoC 検証処理で生成されるフィンガープリントデータを格納
する ONTAP ボリュームの詳細情報を収集します。

CoC 検証処理は、名前に ASCII 文字のみを含むファイルが格納されているボリュームでの
みサポートされます。
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7. ターゲット SVM およびターゲットボリュームに移行する必要がある 7-Mode 構成を選択して、構成の移
行を計画します。

事前確認で報告されたエラーと警告を修正したあとに、コントローラ上のオブジェクト（ボリューム、 IP ア
ドレス、システム情報など）を変更しないでください。

データコピーフェーズ

このフェーズでは、 7-Mode ボリュームのデータが ONTAP ボリュームにコピーされます。7-Mode Transition

Tool がこのフェーズで実行するタスクは次のとおりです。

1. 読み取り専用アクセスが可能な ONTAP ボリュームを作成します。

2. 7-Mode システムと SVM の間に移行ピア関係を設定します。

3. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームの間に移行 SnapMirror 関係（ TDP タイプの関係）を確立しま
す。

4. スケジュール設定に基づいてベースラインデータコピー転送を実行します。

5. ONTAP ボリュームに対してスケジュールされた差分更新を実行します。

構成の適用（カットオーバー前）フェーズ

計画したカットオーバー期間の数日 ~ 数週間前にカットオーバー前処理を実行することを推奨します。この
アクティビティでは、すべての構成が適切に適用されているかどうか、何らかの変更が必要かどうかが検証さ
れます。

このフェーズでは、 7-Mode ボリュームの構成が ONTAP ボリュームにコピーされます。

構成の適用（カットオーバー前）フェーズには、 * カットオーバー前読み取り専用 * モードと * カットオーバ
ー前読み取り / 書き込み * モードの 2 つのモードがあります。

プロジェクトに次の要素が含まれている場合、カットオーバー前読み取り / 書き込みモードはサポートされま
せん。

• SAN ボリュームとターゲットクラスタで Data ONTAP を実行している 8.3.1 以前

この場合、次の構成は構成の適用（カットオーバー前）フェーズでは適用されません。カットオーバーフ
ェーズで適用されます。

◦ SAN 構成

◦ Snapshot スケジュールの設定

• SnapLock Compliance ボリューム

プロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームが含まれている場合は、 Snapshot スケジュールの設定
は構成の適用（カットオーバー前）フェーズでは適用されません。カットオーバーフェーズで適用されま
す。

SnapLock Compliance ボリュームの移行に関する考慮事項

ターゲットクラスタが Data ONTAP 8.3.1 以前を実行している場合に、 NAS ボリュームに対して読み取り /

書き込みモードで構成の適用（カットオーバー前）処理を実行するには、 NAS ボリュームと SAN ボリュー
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ムで別々のプロジェクトを作成する必要があります。これは、カットオーバー前読み取り / 書き込みモード
はプロジェクトに SAN ボリュームがあるとサポートされないためです。

プロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームが含まれている場合に、非 SnapLock Compliance ボリュ
ームに対して読み取り / 書き込みモードで構成の適用（カットオーバー前）処理を実行するには、 SnapLock

Compliance ボリュームと非 SnapLock Compliance ボリュームで別々のプロジェクトを作成する必要があり
ます。これは、カットオーバー前読み取り / 書き込みモードはプロジェクトに SnapLock Compliance ボリュ
ームがあるとサポートされないためです。

カットオーバー前読み取り専用モード * では、次の手順が実行されます。

1. 7-Mode ボリュームから ONTAP ボリュームに差分更新を実行します。

2. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリューム間の SnapMirror 関係を解除します。

SnapLock Compliance ボリュームの場合、 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームの間
の SnapMirror 関係は解除されません。7-Mode ボリュームと ONTAP ボリューム間の
SnapMirror 再同期処理は SnapLock Compliance ボリュームではサポートされていないた
め、 SnapMirror 関係は解除されません。

3. 7-Mode ボリュームの構成を収集し、 ONTAP ボリュームと SVM に適用します。

4. SVM にデータ LIF を設定します。

◦ 管理ステータスが down になっている SVM では、既存の 7-Mode IP アドレスが作成されます。

◦ 管理ステータスが up になっている SVM では、新しい IP アドレスが作成されます。

5. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリューム間の SnapMirror 関係を再同期します

カットオーバー前読み取り / 書き込みモード * では、次の手順が実行されます。

1. 7-Mode ボリュームから ONTAP ボリュームに差分更新を実行します。

2. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリューム間の SnapMirror 関係を解除します。

3. 7-Mode ボリュームの構成を収集し、 ONTAP ボリュームと SVM に適用します。

4. SVM にデータ LIF を設定します。

◦ 管理ステータスが down になっている SVM では、既存の 7-Mode IP アドレスが作成されます。

◦ 管理ステータスが up になっている SVM では、新しい IP アドレスが作成されます。

5. ONTAP ボリュームに対する読み取り / 書き込みを可能にします。

構成の適用後に、 ONTAP ボリュームに対する読み取りと書き込みが可能になるため、構成の適用（カッ
トオーバー前）のテスト時にはこれらのボリュームでデータの読み取り / 書き込みアクセスをテストでき
ます。ONTAP で構成とデータアクセスを手動で検証できます。

6. 「テストの終了」処理が手動で開始されたときに、 ONTAP ボリュームを再同期します。

ストレージカットオーバーフェーズ

7-Mode Transition Tool がこのフェーズで実行するタスクは次のとおりです。

1. オプション：カットオーバー後のダウンタイムを短縮するために SnapMirror 更新をオンデマンドで実行
します。
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2. 手動： 7-Mode システムからクライアントアクセスを切断します。

3. 7-Mode ボリュームから ONTAP ボリュームへの最後の SnapMirror 更新を実行します。

4. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームの間の SnapMirror 関係を解除および削除して、 ONTAP ボリュ
ームを読み取り / 書き込み可能にします。

選択したボリュームが SnapLock Compliance ボリュームで、かつ SnapMirror 関係のデスティネーション
である場合、 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームの間の SnapMirror 関係は解除されることなく削除
されます。この操作は、セカンダリ ONTAP SnapLock Compliance ボリュームが読み取り専用モードのま
まとなるようにするために実行されます。プライマリとセカンダリの SnapLock Compliance ボリューム
間の再同期処理が成功するためには、セカンダリ ONTAP SnapLock Compliance ボリュームが読み取り専
用モードになっている必要があります。

5. 次の場合に Snapshot スケジュールの設定を適用します。

◦ ターゲットクラスタが clustered Data ONTAP 8.3.0 または 8.3.1 を実行しており、プロジェクトに
SAN ボリュームが含まれている。

◦ プロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームが含まれている。

6. ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.1 以前が実行されている場合、 SAN 構成を適用します。

7. クォータ構成があれば適用します。

8. 7-Mode システムから移行対象として選択した既存の 7-Mode IP アドレスを削除し、 SVM 上のデータ LIF

の管理状態を up にします。

SAN LIF は 7-Mode Transition Tool では移行されません。

9. オプション： 7-Mode ボリュームをオフラインにします。

SnapLock ボリュームに対する CoC 検証プロセス

CoC 検証処理を実行する必要があります。CoC 検証を開始すると、ツールによって次の処理が実行されま
す。

1. 7-Mode ボリュームの WORM ファイルをすべて列挙します。

2. 列挙した各 WORM ファイルについて、 7-Mode ボリュームと移行した ONTAP ボリュームの両方でフィ
ンガープリントを計算します。

3. フィンガープリントが一致するファイルと一致しないファイルの数、および不一致の理由を記載したレポ
ートを作成します。

• CoC 検証処理は、名前に ASCII 文字のみを含むファイルが格納されている読み書き可能な
SnapLock ボリュームでのみサポートされます。

• 7-Mode SnapLock ボリュームのファイル数によっては、この処理にはかなりの時間がかか
ることがあります。

移行後の手順

ストレージカットオーバーフェーズが正常に終了して移行が完了したら、移行後の手動タスクを実行する必要
があります。
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1. 事前確認レポートに示された、移行されなかった機能または部分的に移行された機能を設定するために必
要な手順を実行します。

たとえば、 IPv6 と FPolicy は、移行後に手動で設定する必要があります。

2. SAN を移行する場合は、ホストを再設定します。

"SAN ホストの移行および修復"

3. 次の点を検証し、 SVM がクライアントにデータを提供できる状態であることを確認します。

◦ SVM 上のボリュームがオンラインであり、読み取り / 書き込み可能である。

◦ IP アドレスが SVM 上で有効になっており、到達可能である。

4. クライアントアクセスを ONTAP ボリュームにリダイレクトします。

◦ 関連情報 *

7-Mode ボリュームからデータと構成をマイグレート

SnapMirror 関係にあるボリュームの移行方法

SnapMirror 関係にある 7-Mode ボリュームを移行する場合は、最初にセカンダリボリュ
ームを移行する必要があります。その後、 7-Mode プライマリボリュームと ONTAP セ
カンダリボリュームの間に Volume SnapMirror 関係が確立されます。

プライマリボリュームが移行されたあとに、 ONTAP のプライマリボリュームとセカンダリボリュームの間に
Volume SnapMirror 関係が確立されます。

7-Mode Transition Tool では、 SnapMirror 関係にある SnapLock Compliance ボリュームは自動
的に移行されません。SnapMirror 関係にある SnapLock Compliance ボリュームは、すべてス
タンドアロンボリュームとして移行する必要があります。プライマリとセカンダリの
SnapLock Compliance ボリュームを ONTAP に移行したら、それらのボリューム間で
SnapMirror 再同期処理を手動で実行する必要があります。

事前確認、ベースラインコピー、差分転送、および構成の適用（カットオーバー前）は、セカンダリプロジェ
クトとプライマリプロジェクトで同時に実行できますが、ストレージカットオーバーは先にセカンダリプロジ
ェクトで実行する必要があります。

準備フェーズ

このフェーズでは、 7-Mode のシステム、クラスタ、ボリューム、および IP アドレスが選択されます。7-

Mode Transition Tool がこのフェーズで実行するタスクは次のとおりです。

1. 7-Mode ストレージシステムおよびボリュームの情報を追加します

2. 7-Mode ソースボリュームと SnapMirror 関係に関する情報を収集します。

◦ セカンダリボリュームを移行するために、 7-Mode プライマリシステムに関する情報を収集

◦ プライマリボリュームを移行するために、 7-Mode セカンダリシステムに関する情報を収集

3. 移行の事前確認を実行します
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4. クラスタ、 SVM 、およびアグリゲートの情報を追加します

5. SVM に設定する必要がある IP アドレスを収集します。

◦ 7-Mode システムに存在する IP アドレスを選択しています

◦ で設定する必要がある新しい IP アドレスを指定します SVM

iSCSI LIF と FC LIF （ SAN ）の移行は、ツールではサポートされていません。移行の
前に、 SVM に SAN LIF を手動で設定する必要があります。

6. ベースライン転送と差分転送のデータコピースケジュールを作成します。

7. プロジェクトに SnapLock ボリュームが含まれている場合は、 CoC 検証を必要とする読み書き可能な
SnapLock ボリュームに関する情報、および CoC 検証処理で生成されるフィンガープリントデータを格納
する ONTAP ボリュームの詳細情報を収集します。

SnapLock の CoC 検証は、読み書き可能な 7-Mode SnapLock ボリュームでのみサポート
されます。読み取り専用ボリュームではサポートされません。また、名前に非 ASCII 文字
を含むファイルが格納されている SnapLock ボリュームでもサポートされません。
SnapLock

8. ターゲット SVM およびターゲットボリュームに移行する必要がある 7-Mode 構成を選択して、構成の移
行を計画します。

事前確認で報告されたエラーと警告を修正したあとに、コントローラ上のオブジェクト（ボリューム、 IP ア
ドレス、システム情報など）を変更しないでください。

データコピーフェーズ

このフェーズでは、 7-Mode ボリュームのデータが ONTAP ボリュームにコピーされます。7-Mode Transition

Tool がこのフェーズで実行するタスクは次のとおりです。

1. 読み取り専用アクセスが可能な ONTAP ボリュームを作成します

2. 7-Mode システム間に移行ピア関係を設定します 指定します

3. 7-Mode ボリュームと ONTAP の間に SnapMirror 関係を確立します 個のボリューム

4. スケジュール設定に基づいてベースラインデータ転送を実行します

5. スケジュールされた SnapMirror データコピー更新を ONTAP ボリュームに対して実行します

構成の適用（カットオーバー前）フェーズ

計画したカットオーバー期間の数日 ~ 数週間前に構成の適用を実行することを推奨します。この事前確認で
は、すべての構成が適切に適用されるかどうか、何らかの変更が必要かどうかを検証するための十分な時間が
確保されます。

このフェーズでは、 7-Mode ボリュームの構成が ONTAP ボリュームにコピーされます。

構成の適用（カットオーバー前）フェーズには、カットオーバー前読み取り専用モードとカットオーバー前読
み取り / 書き込みモードの 2 つのモードがあります。

プロジェクトに次の要素が含まれている場合、カットオーバー前読み取り / 書き込みモードはサポートされま
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せん。

• SAN ボリュームとターゲットクラスタで Data ONTAP を実行している 8.3.1 以前

この場合、次の構成は構成の適用（カットオーバー前）フェーズでは適用されず、カットオーバーフェー
ズで適用されます。

◦ SAN 構成

◦ Snapshot スケジュールの設定

• SnapLock Compliance ボリューム

プロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームが含まれている場合は、 Snapshot スケジュールの設定
は構成の適用（カットオーバー前）フェーズでは適用されません。カットオーバーフェーズで適用されま
す。

SnapLock Compliance ボリュームの移行に関する考慮事項。

ターゲットクラスタが Data ONTAP 8.3.1 以前を実行していて、 NAS ボリュームに対して読み取り / 書き込
みモードで構成の適用（カットオーバー前）処理を実行する場合は、 NAS ボリュームと SAN ボリュームで
別々のプロジェクトを作成する必要があります。これは、構成の適用（カットオーバー前）読み取り / 書き込
みモードはプロジェクトに SAN ボリュームがあるとサポートされないためです。

プロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームが含まれている場合に、非 SnapLock Compliance ボリュ
ームに対して読み取り / 書き込みモードで構成の適用（カットオーバー前）処理を実行するには、 SnapLock

Compliance ボリュームと非 SnapLock Compliance ボリュームで別々のプロジェクトを作成する必要があり
ます。これは、構成の適用（カットオーバー前）読み取り / 書き込みモードはプロジェクトに SnapLock

Compliance ボリュームがあるとサポートされないためです。

カットオーバー前読み取り専用モード * では、ツールによって次の手順が実行されます。

1. 7-Mode ボリュームから ONTAP ボリュームに差分更新を実行します

2. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリューム間の SnapMirror 関係を解除します

SnapLock Compliance ボリュームの場合、 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームの間
の SnapMirror 関係は解除されません。これは、 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリューム
間の SnapMirror 再同期処理が SnapLock Compliance ボリュームではサポートされないた
めです。

3. 7-Mode ボリュームの構成を収集し、に適用します ONTAP ボリュームと SVM

4. SVM にデータ LIF を設定します。

◦ 管理ステータスが down になっている SVM では、既存の 7-Mode IP アドレスが作成されます。

◦ 管理ステータスが up になっている SVM では、新しい IP アドレスが作成されます。

5. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリューム間の SnapMirror 関係を再同期します

カットオーバー前読み取り / 書き込みモード * では、次の手順が実行されます。

1. 7-Mode ボリュームから ONTAP ボリュームに差分更新を実行します

2. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリューム間の SnapMirror 関係を解除します
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3. 7-Mode ボリュームの構成を収集し、に適用します ONTAP ボリュームと SVM

4. SVM にデータ LIF を設定します。

◦ 管理ステータスが down になっている SVM では、既存の 7-Mode IP アドレスが作成されます。

◦ 管理ステータスが up になっている SVM では、新しい IP アドレスが作成されます。

5. 実行中に、 ONTAP ボリュームでデータの読み取り / 書き込みアクセスをテストします 構成の適用（カッ
トオーバー前）テスト

これらの ONTAP ボリュームは、構成の適用後に読み取り / 書き込み可能になります。構成の適用後に、
ONTAP ボリュームに対する読み取りと書き込みが可能になるため、構成の適用（カットオーバー前）の
テスト時にはこれらのボリュームでデータの読み取り / 書き込みアクセスをテストできます。

6. 手動： ONTAP で構成とデータアクセスを検証

7. 手動：テストを終了します

ONTAP ボリュームが再同期されます。

ストレージカットオーバー（セカンダリボリューム）フェーズ

次の図は、セカンダリボリュームの移行を表しています。

フェーズ 手順

ストレージカットオーバー（セカンダリボリューム
）

1. セカンダリボリュームを移行する

2. セカンダリボリューム間の SnapMirror 関係を解
除して削除します

3. 7-Mode プライマリと ONTAP 間に DR 関係を確
立する セカンダリボリューム

7-Mode Transition Tool がこのフェーズで実行するタスクは次のとおりです。

1. オプション： ONTAP セカンダリボリュームに対して SnapMirror 更新をオンデマンドで実行します
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2. 手動：必要に応じてクライアントアクセスを切断します

3. 7-Mode セカンダリボリュームからの最終 SnapMirror 更新を実行します を選択します ONTAP

4. 7-Mode セカンダリボリュームと ONTAP セカンダリボリューム間の SnapMirror 関係を解除および削除し
て、デスティネーションボリュームを読み取り / 書き込み可能にします

5. ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.0 または 8.3.1 が実行されていて、プロジェクトに SAN ボリュー
ムが含まれている場合は、 Snapshot スケジュールの設定を適用します

6. ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.1 以前が実行されている場合、 SAN 構成を適用します

この処理で、必要な igroup がすべて作成されます。セカンダリボリュームでは、カットオ
ーバー処理の実行中に LUN が igroup にマッピングされません。プライマリボリュームのス
トレージカットオーバー処理が完了したあとに、セカンダリ LUN を手動でマッピングする
必要があります。ただし、セカンダリプロジェクトに含まれるスタンドアロンボリューム
の場合は、この処理の実行中に LUN が igroup にマッピングされます。

7. クォータ構成があれば適用します

8. 7-Mode 上のボリューム間に SnapMirror 関係を確立します プライマリシステムと ONTAP セカンダリボリ
ューム

7-Mode プライマリボリュームと 7-Mode セカンダリボリュームの間の SnapMirror 関係を更新するための
SnapMirror スケジュールが、 7-Mode プライマリボリュームと ONTAP セカンダリボリュームの間の
SnapMirror 関係に適用されます。

9. 移行対象として選択した既存の 7-Mode IP アドレスを削除します 7-Mode システムを移行し、にデータ
LIF を配置する SVM の管理状態が up になります

SAN LIF は 7-Mode Transition Tool では移行されません。

10. オプション： 7-Mode ボリュームをオフラインにします

ストレージカットオーバー（プライマリボリューム）フェーズ

次の図は、プライマリボリュームの移行を表しています。
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フェーズ 手順

ストレージカットオーバー（プライマリボリューム
）

1. プライマリボリュームを移行する

2. 7-Mode システムからクライアントを切断する（
ストレージカットオーバー）

3. 7-Mode プライマリ間の DR 関係を解除して削除
します および ONTAP セカンダリボリュームに保
存できます

4. プライマリボリューム間の SnapMirror 関係を解
除して削除します

5. ONTAP プライマリ間に SVM ピア関係を設定し
ます してください

6. ONTAP ボリューム間の SnapMirror 関係を再同期
します

7. ONTAP ボリュームへのクライアントアクセスを
有効にする

7-Mode Transition Tool がこのフェーズで実行するタスクは次のとおりです。

1. オプション： ONTAP セカンダリボリュームに対して SnapMirror 更新をオンデマンドで実行します

2. 手動：クライアントアクセスを 7-Mode システムから切断します

3. 7-Mode プライマリボリュームから最後の差分更新を実行します と ONTAP プライマリボリュームです

4. 7-Mode プライマリボリュームと ONTAP プライマリボリューム間の SnapMirror 関係を解除および削除し
て、デスティネーションボリュームを読み取り / 書き込み可能にします

5. ターゲットクラスタがの場合、 Snapshot スケジュールの設定を適用します Data ONTAP 8.3.0 または
8.3.1 を実行しており、プロジェクトにが含まれている SAN ボリューム

6. ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.1 以前が実行されている場合、 SAN 構成を適用します
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7. クォータ構成があれば適用します

8. 7-Mode プライマリ間の SnapMirror 関係を解除して削除します ボリュームと ONTAP セカンダリボリュー
ム

9. 間にクラスタピア関係と SVM ピア関係を設定 プライマリクラスタとセカンダリクラスタ

10. プライマリとセカンダリの間に SnapMirror 関係を設定します ONTAP ボリューム

11. ONTAP ボリューム間の SnapMirror 関係を再同期します

12. 移行対象として選択した既存の 7-Mode IP アドレスを削除します 7-Mode システムを移行し、にデータ
LIF を配置する プライマリ SVM の管理状態が up になります

SAN LIF は 7-Mode Transition Tool では移行されません。

13. オプション： 7-Mode ボリュームをオフラインにします

SnapLock ボリュームに対する CoC 検証プロセス

CoC 検証処理を実行します。

1. 7-Mode ボリュームの WORM ファイルをすべて列挙します

2. 列挙した各 WORM ファイルについて、 7-Mode ボリュームと移行した ONTAP ボリュームの両方でフィ
ンガープリントを計算します。

3. フィンガープリントが一致するファイルと一致しないファイルの数、および不一致の理由を記載したレポ
ートを作成します

• CoC 検証処理は、名前に ASCII 文字のみを含むファイルが格納されている読み書き可能な
SnapLock ボリュームでのみサポートされます。

• 7-Mode SnapLock ボリュームのファイル数によっては、この処理にはかなりの時間がかか
ることがあります。

移行後の手順

カットオーバーフェーズが正常に終了して移行が完了したら、次に示す移行後のタスクを実行する必要があり
ます。

1. 7-Mode システムで提供されていた機能のうち、ツールで自動的に SVM に移行されなかった機能を移行
する手順を手動で実行します。

2. ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.1 以前が実行されている場合は、セカンダリ LUN を手動でマッピ
ングする必要があります。

3. SAN を移行する場合は、ホストを手動で再設定します。

"SAN ホストの移行および修復"

4. 次の点を検証し、 SVM がクライアントにデータを提供できる状態であることを確認します。

◦ SVM 上のボリュームがオンラインであり、読み取り / 書き込み可能である。

◦ 移行した IP アドレスが SVM 上で有効になっており、到達可能である。
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5. クライアントアクセスを ONTAP ボリュームにリダイレクトします。

◦ 関連情報 *

7-Mode ボリュームからデータと構成をマイグレート

Copy-Based Transition の準備をしています

7-Mode から ONTAP へのデータコピー処理を開始する前に、マイグレーションの要件と
制限事項を理解し、 7-Mode システムとクラスタで一定の作業を完了しておく必要があ
ります。

移行前に、次の要件が満たされていることを確認する必要があります。

• ツールがインストールされているホストから 7-Mode システムと ONTAP システムに到達可能であるこ
と。

• サポートされている Data ONTAP バージョンが 7-Mode システムで実行されている必要があります。

• 7-Mode システムで SnapMirror のライセンスが有効になっていること。

• 必要な機能ライセンスが 7-Mode システムにある場合は、それらのライセンスがクラスタにインストール
されている必要があります。

• NTP サーバが設定され、 7-Mode システムとクラスタの間で時刻が同期されている必要があります。

• 7-Mode システムでの準備作業がすべて完了していること。

• クラスタでの準備作業がすべて完了していること。

• 関連情報 *

移行準備チェックリスト

"7MTT v2.0/Transitioned Data ONTAP の機能"

"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

Copy-Based Transition の要件

Copy-Based Transition の対象となる ONTAP のリリース要件、ライセンス要件、 7-

Mode Transition Tool の要件を理解しておく必要があります。

• * Data ONTAP 7-Mode ソースシステム *

7-Mode Transition Tool によるマイグレーションでサポートされる 7-Mode のリリースのリストについて
は、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

• * ONTAP ターゲット・システム *

これらの ONTAP ターゲットリリースでは、コピーベースの移行がサポートされています。
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移行ターゲットの実行中のバージョン 使用する 7-Mode Transition Tool のバージョン

ONTAP 9.10.1、ONTAP 9.11.1以前のサポートされ
るリリース

3.5.0

ONTAP 9.9.1 以前のサポートされるリリース 3.4.0

ONTAP 9.8 以前のサポートされているリリース 3.3.3

ONTAP 9.7P2 以降 9.7 P リリース

それよりも前の 9.7 のリリースはサ
ポートされません。

3.3.2

ONTAP 9.6P7 以降 9.6 P リリース

9.6 よりも前のリリースはサポート
されません。

3.3.2

ONTAP 9.5 以前の ONTAP 9 リリース 3.3.2 または 3.3.1

clustered Data ONTAP 8.1.4P4 以降の 8.x リリース 3.3.2 または 3.3.1

• * ライセンス要件 *

7-Mode ストレージシステムで SnapMirror のライセンスが有効になっていること。7-Mode システムに
SnapMirror のライセンスがない場合は、移行用の一時的なライセンスを営業担当者から入手できます。

CoC 検証を実行する必要がある場合は、デスティネーションクラスタで SnapLock のライセンスが有効に
なっている必要があります。

• * 7-Mode Transition Tool サービス *

データコピースケジュールを実施するには、 7-Mode Transition Tool がインストールされている Windows

または Linux システムで、このツールサービスが常に稼働している必要があります。ただし、スケジュー
ルを有効にするために Web インターフェイスをアクティブにしたり開いたりする必要はありませ
ん。Web インターフェイスを閉じて、必要に応じて再ログインできます。

• * 移行のための環境評価に必要なストレージ、ホスト、 FC スイッチのバージョン

7-Mode Transition Tool による環境評価でサポートされる 7-Mode システム、ホスト、および FC スイッチ
のバージョンについては、を参照してください "NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"。

7-Mode Transition Tool と通信するためのポート要件

7-Mode Transition Tool は、特定のポートを介して 7-Mode システムおよびクラスタと通
信します。7-Mode システムおよびクラスタで以下のポートが開いていて 7-Mode

31

https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix
https://mysupport.netapp.com/matrix


Transition Tool と通信できるようになっていることを確認する必要があります。

7-Mode システムで開いている必要のあるポート

7-Mode Transition Tool は、ポート 443 で HTTPS を使用して 7-Mode システムと通信します。

以下のポートは、クラスタが 7-Mode システムと通信して SnapMirror レプリケーションを実行するために必
要です。

• 10565/TCP

• 10566 / TCP

• 10567 / TCP

• 10568 / TCP

• 10569 / TCP

• 10670/TCP

クラスタで開いている必要のあるポート

7-Mode Transition Tool は、ポート 443 で HTTPS を使用してクラスタと通信します。

以下のポートは、 7-Mode システムがクラスタと通信して SnapMirror レプリケーションを実行するために必
要です。

• 10565/TCP

• 10566 / TCP

• 10567 / TCP

• 10568 / TCP

• 10569 / TCP

• 10670/TCP

• 11105/TCP

さらに、 7-Mode Transition Tool は、インタークラスタ LIF から 7-Mode システムのデータコピー IP アドレ
スへ ping を実行し、接続状況を確認します。

7-Mode Transition Tool で開いている必要のあるポート

7-Mode Transition Tool のポート 8444 が Web インターフェイス用に開いている必要があります。

ネットグループと CIFS ローカルユーザおよびローカルグループを移行するには、次の要件を満たしている必
要があります。

• 7-Mode Transition Tool のポート 8088 が使用可能であることが必要です。

8088 以外のポートを使用する場合は、 7-Mode Transition Tool のインストールディレクトリにある「
transition-tool.conf 」ファイルで、「 tool.http.port 」パラメータに指定されているポートを変更する必要
があります。
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構成ファイルでポートを変更したら、 7-Mode Transition Tool サービスを再起動する必要が
あります。

• クラスタ内の各ノードに、ターゲット SVM 用のデータ LIF が少なくとも 1 つ設定されている必要があり
ます。

• すべての SVM データ LIF が、 7-Mode Transition Tool のポート 8088 、または「 transition-tool.conf 」フ
ァイルの「 tool.http.port 」パラメータに指定されているポートと通信できる必要があります。

このトラフィックがファイアウォールでブロックされていないことを確認してください。

移行に関する制限事項

一部の 7-Mode ボリュームと構成を移行する場合の制限事項を把握する必要がありま
す。

• 同じプロジェクト内のすべてのボリュームのベースライン転送が完了するまで、同じプロジェクト内のボ
リュームをカットオーバーすることはできません。

• 7-Mode のソースとデスティネーションの両方が Data ONTAP 7.3.x または 8.0.x を実行している場合に、
7-Mode のプライマリボリュームとセカンダリボリュームを移行するには、 7-Mode のプライマリボリュ
ームから 7-Mode のセカンダリボリュームへのデータ更新がないことを確認してから、 7-Mode のセカン
ダリボリュームの移行を開始する必要があります。

7-Mode のプライマリボリュームから 7-Mode のセカンダリボリュームへのデータ更新スケジュールが、
7-Mode のセカンダリボリュームから ONTAP のセカンダリボリュームへのスケジュールと競合していな
いことを確認する必要があります。

• 7-Mode システムまたはクラスタ上のアグリゲートを 32 ビット形式から 64 ビット形式にアップグレード
している間は、移行を開始しないでください。移行に失敗します。

• 7-Mode Transition Tool では、 qtree SnapMirror 関係のデスティネーションである qtree を含むボリューム
は移行されません。

ボリュームを移行する前に、 qtree SnapMirror 関係を解除する必要があります。

• ファンアウト SnapMirror 関係（ 1 つのプライマリボリュームが異なるコントローラにある複数のセカン
ダリボリュームと SnapMirror 関係にある状態）を、 7-Mode Transition Tool の Web インターフェイスで
移行することはできません。

ファンアウト構成の SnapMirror 関係を移行するには、 7-Mode Transition Tool の CLI を使用する必要があ
ります。セカンダリボリュームごとに個別のプロジェクトを作成し、セカンダリプロジェクトの移行が完
了してから、プライマリボリュームの移行を作成して実行する必要があります。

• 複数の vFiler ユニットまたは複数の 7-Mode コントローラから同じ SVM に同時にボリュームを移行する
ことはできません。

ある vFiler ユニットまたは 7-Mode コントローラからのボリュームの移行が完了してから、別の vFiler ユ
ニットまたは 7-Mode コントローラからボリュームの移行を開始する必要があります。

• 7-Mode Transition Tool では、 vFiler ユニットが単一のエンティティとして移行されません。
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ただし、 vFiler ユニット内のすべてのボリュームをプロジェクトの対象として選択することで、すべて
のボリュームを移行できます。

• 7-Mode Transition Tool では、 vFiler ユニットのルートボリュームがデフォルトの vFiler ユニットに属す
る qtree に基づいている場合、そのルートボリュームは移行されません。

• 7-Mode Transition Tool では、ボリュームとその qtree が別々の vFiler ユニットに属している場合、ボリュ
ームは移行されません。

このようなボリュームを移行すると、 qtree にアクセスできなくなります。

上記の制限事項の一部については、事前確認処理で情報が表示されます。

7-Mode システムでの移行の準備

移行を開始する前に、 SnapMirror ライセンスの追加、 7-Mode システムがターゲットク
ラスタと通信できるようにする、 TLS を有効にするなど、 7-Mode システムで一定の作
業を完了しておく必要があります。

移行する 7-Mode ボリュームがすべてオンラインになっている必要があります。

手順

1. 7-Mode システムで、 SnapMirror ライセンスを追加して有効にします。

a. 7-Mode システムに SnapMirror ライセンスを追加します。

'license add_license_code_

`license_code は購入したライセンス・コードです

a. SnapMirror 機能を有効にします :+* options snapmirror.enable on *

2. 次のいずれかのオプションを実行して、 7-Mode システムとターゲットクラスタが相互に通信できるよう
に設定します。

◦ 「 SnapMirro .access 」オプションを「 all 」に設定します。

◦ 「 snapvault.access 」オプションの値を、クラスタ上のすべてのクラスタ間 LIF の IP アドレスに設
定します。

◦ 「 snapmirror.access 」オプションが「 legacy 」で、「 napmirror.checkip.enable` 」オプションが「
off 」の場合は、 SVM 名を「 /etc/snapmirror.allow 」ファイルに追加します。

◦ 「 snapmirror.access 」オプションが「 legacy 」で、「 napmirror.checkip.enable` 」オプションが「
on 」である場合は、クラスタ間 LIF の IP アドレスを「 /etc/snapmirror.allow 」ファイルに追加しま
す。

3. ストレージシステムで HTTPS が有効でない場合は、 HTTPS を有効にします。

*options httpd. admin.ssl.enable on *`

HTTPS はデフォルトでは有効になっています。

4. 7-Mode ストレージシステムで TLS を有効にして、 7-Mode Transition Tool が 7-Mode システムと通信で
きるようにします。
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a. ストレージシステムで SSL がまだ有効になっていない場合は、 SSL をセットアップして開始しま
す。

*secureadmin setup ssl *`

デフォルトでは、ストレージシステムに対して SSL がセットアップされています。ストレージシステ
ムに対して SSL がすでにセットアップされている場合は、続行するかどうかの確認を求められます。
変更を行わない場合は、 SSL のセットアップを終了できます。

b. SSL を有効にします。

'*options ssl.enable on *

TLS 経由の通信を許可するには、このオプションを有効にする必要があります。

c. TLS を有効にします。

'*options tls.enable on *

d. 7-Mode システムで SSLv2 と SSLv3 を無効にします。

'options ssl.v2.enable off

'options ssl.v3.enable off

7-Mode Transition Tool は、 7-Mode ストレージシステムとの通信に TLS または SSL プロトコルを使
用します。ストレージシステムで TLS が有効になっている場合は、 TLS プロトコルを使用してスト
レージシステムと通信します。ストレージシステムで TLS が無効になっていて SSLv3 が有効になっ
ている場合は、 SSLv3 を使用してストレージシステムと通信します。

+ 重要：セキュリティ上の脆弱性を回避するため、 TLS を有効にして、 SSLv2 と SSLv3 を無効にするこ
とを推奨します。

5. 7-Mode システムの Data ONTAP のバージョンに応じて、次の手順を実行します。

a. すべてのインターフェイスで SnapMirror トラフィックを許可します。

*options interface.blocked.snapmirror"" *

b. Data ONTAP バージョン 7.3.7 、 8.0.3 、 8.1 のいずれかを実行していて、 7-Mode Transition Tool 用
の管理 IP アドレスとして e0M インターフェイスの IP アドレスを使用している場合は、 e0M インタ
ーフェイス上のデータトラフィックを許可します。

'options interface.blocked.mgmt_data_traffic off

6. I2P 、読み取り時の割り当て、 NVFAIL のいずれかのオプションをボリュームで設定している場合は、次
の手順を実行します。

a. これらのオプションを無効にしても、他の処理に影響がないことを確認します。

b. オプションを無効にします。

「 * vol options vol_name no_i2p off * 」というメッセージが表示されます

「 * vol options vol_name read_realloc off * 」を参照してください
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'vol options vol_name nvfail off

ネットワークでの移行の準備

論理ポート（ VLAN とインターフェイスグループ）を作成して、クラスタのデータネッ
トワークで移行準備をする必要があります。

NTP サーバが設定され、 7-Mode システムとクラスタの間で時刻が同期されている必要があります。

手順

1. 必要に応じて、ターゲットクラスタノードに VLAN またはインターフェイスグループを作成します。

「 * network port vlan create * 」のように指定します

または

「 * network port ifgrp create * 」のようになります

移行後にネットワーク接続を提供するには、 7-Mode IP アドレスを ONTAP 内の同様のネットワークトポ
ロジに移行する必要があります。たとえば、 7-Mode IP アドレスが物理ポート上に設定されている場合
は、それらの IP アドレスを ONTAP 内の適切な物理ポートに移行する必要があります。同様に、 VLAN

ポートまたはインターフェイスグループ上に設定された IP アドレスは、 ONTAP 内の適切な VLAN ポー
トまたはインターフェイスグループに移行する必要があります。

2. デフォルト以外の IPspace に SVM を配置する場合は、必要な IPspace を作成します。

「 * network ipspace create * 」

移行対象として選択した 7-Mode IP アドレスまたは新しい LIF がマッピングされた SVM の IPspace に作
成されます。

IPv6 アドレスは移行できないため、移行後に手動で設定する必要があります。

◦ 関連情報 *

"ネットワークと LIF の管理"

7-Mode IP アドレスの移行に関する考慮事項

ONTAP の Storage Virtual Machine （ SVM ）に 7-Mode IP アドレスを移行する場合
は、考慮すべき点がいくつかあります。

• 7-Mode Transition Tool を使用して、既存の 7-Mode IP アドレスを移行したり、 SVM に新しい IP アドレ
スを設定したりできます。

◦ 既存の 7-Mode IP アドレスは、構成の適用（カットオーバー前）フェーズにおいて、管理上「所有」
状態の SVM 上に作成されます。

◦ 新しい IP アドレスは、構成の適用（カットオーバー前）フェーズにおいて、管理状態が「 up 」で
SVM に作成されます。

• IPv6 アドレスは移行できないため、移行後に手動で設定する必要があります。
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• iSCSI LIF と FC LIF は移行されないため、移行後に手動で設定する必要があります。

クラスタで移行準備をします

移行の前に、 HTTPS の許可、インタークラスタ LIF のセットアップ、ネットワーク接
続の検証などを実行し、クラスタが移行の要件を満たしていることを確認する必要があ
ります。

• クラスタと SVM のセットアップが完了している必要があります。

"ソフトウェアのセットアップ"

ターゲット SVM が SVM ディザスタリカバリ関係にないことを確認します。

• クラスタが正常に動作している必要があります。また、テイクオーバーモードになっているノードがある
場合は移行できません。

• 移行したボリュームを格納するターゲットアグリゲートには、 SFO ポリシーが設定されている必要があ
ります。

• アグリゲートは、最大ボリューム制限に達していないノードに配置されている必要があります。

• 7-Mode システムの 32 ビットアグリゲートから Data ONTAP 8.2.x クラスタの 64 ビットアグリゲートへ
ボリュームを移行する場合は、デスティネーションアグリゲートに 5% の追加スペースが必要です。

この追加スペースは、移行したボリュームを 64 ビット形式にアップグレードするために必要です。

"ディスクおよびアグリゲートの管理"

• Volume SnapMirror 関係を移行するときに SVM ピア関係を確立するには、次の条件が満たされている必
要があります。

◦ セカンダリクラスタに、プライマリ SVM と同じ名前の SVM が存在しない。

◦ プライマリクラスタに、セカンダリ SVM と同じ名前の SVM が存在しない。

◦ ソースの 7-Mode システムの名前が、ローカルの SVM や、すでにピア関係が設定されている SVM と
重複していない。

移行中にクラスタを別のバージョンの ONTAP にアップグレードしないでください。

必要に応じて、クラスタを同じ ONTAP バージョンのパッチリリースにアップグレードするこ
とができます。

手順

1. 管理ホストから、クラスタ管理 LIF を使用してクラスタにアクセスできることを確認します。

'ssh_username@cluster_mgmt_ip_

2. クラスタで SSLv3 または FIPS を有効にします。
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有効にする項目 入力するコマンド

SSLv3 *system services web modify -sslv3-enabled true *

FIPS 140-2 準拠 *system services web modify -ssl-fips-enabled true *

FIPS 140-2 準拠を有効にすると、 SSLv3 は無効になります。ONTAP では、 FIPS 140-2 への準拠が有効
な場合、 SSLv3 を有効にすることはできません。FIPS 140-2 を有効にしたあとで無効にしても、 SSLv3

は無効なままです。

SSLv3 にはセキュリティ上の脆弱性があるため、 FIPS を有効にすることを推奨します。

3. クラスタ管理 LIF で HTTPS が許可されていることを確認します。

a. クラスタ管理 LIF のファイアウォールポリシーを表示します。

* network interface show -vserver svm_name — lif_cluster_mgmt_lif_ -fields

firewall-policy *

cluster1::> network interface show -vserver cluster1 -lif

cluster_mgmt -fields firewall-policy

vserver lif          firewall-policy

------- ------------ ---------------

cluster1  cluster_mgmt mgmt

b. クラスタ管理 LIF に関連付けられているファイアウォールポリシーで HTTPS アクセスが許可されて
いることを確認します。

*system services firewall policy show -policy mgmt *

cluster1::> system services firewall policy show -policy mgmt

Policy           Service    Action IP-List

---------------- ---------- ------ --------------------

mgmt

                 dns        allow  0.0.0.0/0, ::/0

                 http       allow  0.0.0.0/0, ::/0

                 https      allow  0.0.0.0/0, ::/0

                 ndmp       allow  0.0.0.0/0, ::/0

                 ntp        allow  0.0.0.0/0, ::/0

                 rsh        deny   0.0.0.0/0, ::/0

                 snmp       allow  0.0.0.0/0, ::/0

                 ssh        allow  0.0.0.0/0, ::/0

                 telnet     deny   0.0.0.0/0, ::/0

9 entries were displayed.
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"システム管理"

4. クラスタの各ノードにインタークラスタ LIF を作成し、クラスタと 7-Mode システムが通信できるように
します。

a. 「 * network interface create -vserver svm_name _ -lif _ intercluster_lif -role intercluster -home-node

home_node -home-port_port_IP_address _ip_address _netmask_netmask * ’を指定します

cluster1::> network interface create -vserver cluster1-01 -lif

intercluster_lif -role intercluster -home-node cluster1-01 -home-port

e0c -address 192.0.2.130 -netmask 255.255.255.0

b. 静的ルートを作成します。

移行先 実行するコマンド

ONTAP 9.5 以前または clustered Data ONTAP

8.3.x

ネットワークルートが作成されます

cluster1::> network route create

-vserver vs0 -destination

0.0.0.0/0 -gateway 10.61.208.1

clustered Data ONTAP 8.2.x の場合 ネットワークルーティンググループルートの作成

cluster1::> network routing-

groups route create -vserver

cluster1-01 -routing-group

i192.0.0.0/18 -destination

0.0.0.0/0 - gateway 192.0.2.129

c. インタークラスタ LIF から 7-Mode システムに ping を送信できることを確認します。

「 * network ping -lif lif_intercluster_lif _ -vserver_svm_name _ -destination_remote_InetAddress_* 」
と入力します

cluster1::> network ping -lif intercluster_lif -vserver cluster1

-destination system7mode

system7mode is alive

マルチパスの場合は、各ノードに 2 つのクラスタ間 LIF が必要です。

"ネットワークと LIF の管理"
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7-Mode のアグリゲートとボリュームで移行準備をします

移行の前に、 7-Mode のアグリゲートとボリュームが移行対象として問題がないことを
確認し、いくつかの手順を手動で実行する必要があります。たとえば、一部のタイプの
ボリュームは移行できません。また、 32 ビットデータは移行前に 7-Mode システムから
削除する必要があります。

7-Mode ボリュームを移行する場合の制限事項

7-Mode ボリュームを移行する場合の制限事項を把握する必要があります。一部の制限
事項は、 ONTAP でサポートされない機能によるものです。一部の制限事項について
は、対処策を実施することで移行を続行できます。

ボリュームタイプ

次のタイプのボリュームは、移行対象としてサポートされていません。

• トラディショナルボリューム

トラディショナルボリュームを移行するには、ホストベースの移行方法を使用します。

"ネットアップテクニカルレポート 4052 ：『 Successfully Transitioning to Clustered Data ONTAP （ Data

ONTAP 8.2.x and 8.3 ）』"

• FlexCache ボリューム

ボリュームの状態

移行対象として選択した 7-Mode ボリュームが次のいずれかの状態の場合、移行はブロックされます。

• オフラインです

• 制限

• 不整合（ WAFL 不整合）

別の vFiler ユニットに属する qtree を含むボリューム

ボリュームに qtree が含まれていて、 qtree がボリュームとは異なる vFiler ユニットに属している場合、その
ボリュームを移行することはできません。移行の前に次のいずれかを実行して、各ボリュームとそのすべての
qtree が同じ vFiler ユニットに属するようにする必要があります。

• ボリュームが属する vFiler ユニットに qtree を移動します。

• qtree を削除します。

inode から親へのパス名変換の設定

inode から親へのパス名変換が各ボリュームで有効になっている必要があります。no_i2p オプションをオフに
すると、親のパス名変換を有効にすることができます。

` * vol options vol_name _no_i2p off * 」というメッセージが表示されます
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i2p スキャンが完了するまで待たずに、移行準備を続行できます。

ONTAP 8.3 以降のサポートされるリリースに移行する準備をしています

ONTAP 8.3 以降では、 32 ビットのアグリゲート、ボリューム、および Snapshot コピ
ーがサポートされません。そのため、 32 ビットのアグリゲートを 64 ビットに拡張して
から、 32 ビットのボリュームおよび Snapshot コピーを見つけて 7-Mode システムから
削除したうえで、移行を実行する必要があります。7-Mode のすべてのバージョンが 32

ビットアグリゲートの拡張と 32 ビットのボリュームおよび Snapshot コピーの削除をサ
ポートしているわけではないため、移行の前に 7-Mode システムのアップグレードが必
要になる場合があります。

clustered Data ONTAP 8.2.x では、 32 ビットのアグリゲート、ボリューム、および Snapshot

コピーがサポートされます。したがって、 Data ONTAP 8.2.x を実行するターゲットクラスタ
には、 7-Mode システムから 32 ビットデータを移行できますただし、移行後にターゲットクラ
スタを ONTAP 8.3 以降のバージョンにアップグレードする必要が生じた場合は、ターゲットク
ラスタの既存の 32 ビットデータをすべて 64 ビット形式にアップグレードしてから、ターゲッ
トクラスタの ONTAP バージョンをアップグレードする必要があります。

次のワークフローを使用して、移行前にアップグレードが必要かどうかを判断してください。

• 関連情報 *

"ネットアップテクニカルレポート 3978 ：『 In-Place Expansion of 32-Bit Aggregates to 64-Bit Overview and
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Best Practices 』"

アグリゲートの 64 ビット形式への拡張

システムに 32 ビットアグリゲートが含まれている場合は、 7-Mode システムの
system_before の移行先を Data ONTAP 8.3 以降のバージョンに移行する前に、該当す
るアグリゲートを 64 ビット形式に拡張する必要があります。これらのバージョンの
Data ONTAP では 32 ビット形式がサポートされないためです。

• アグリゲートに 32 ビットソースボリュームと SnapMirror 関係にあるデスティネーションボリュームが含
まれている場合は、デスティネーションボリュームを含むアグリゲートを拡張する前に、ソースボリュー
ムを含むアグリゲートを拡張しておく必要があります。

SnapMirror 関係にあるボリュームについては、ミラー関係はそのままで、デスティネーションボリュームに
ソースボリュームの形式が継承されます。拡張するアグリゲートにソースが 32 ビットボリュームのデスティ
ネーションボリュームが含まれている場合は、アグリゲートを拡張する前にミラー関係を解除すると、デステ
ィネーションボリュームが 64 ビット形式に拡張されます。ただし、ソースボリュームが 32 ビットのままで
ミラー関係を再確立すると、デスティネーションボリュームは 32 ビット形式に戻ります。このため、アグリ
ゲート内の 32 ビットボリュームをすべて 64 ビット形式に拡張する場合は、 SnapMirror 関係を再確立する前
に、ソースボリュームを含むアグリゲートを拡張する必要があります。

手順

1. advanced 権限モードに切り替えます。

「 * priv set advanced * 」と入力します

2. 拡張を開始します。

*aggr 64bit-upgrade start_aggr_name _ *

3. 適切な操作を実行します。

コマンドの結果 作業

拡張が開始されます 次の手順に進みます。

1 つ以上のボリュームを拡張できなかったことを示
します 十分なスペースがなかったため

コマンドを再試行して 'grow-all ' オプションを追加
します

一部の拡張を完了できなかったことを示します そ
の他の理由

エラーメッセージに記載されている問題に基づい
て、該当する操作を実行します。

4. 拡張のステータスを表示します。

*aggr 64bit-upgrade status_aggr_name *

拡張の現在のステータスが表示されます。実行中のアップグレードがないことを示すメッセージが表示さ
れた場合、拡張が完了しています。

5. アグリゲート内のすべてのボリュームが 64 ビット形式になったことを確認します。
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aggr 64bit-upgrade status_aggr_name — all

6. admin 権限モードに戻ります。

priv set admin

アグリゲートが 64 ビット形式に拡張されます。ただし、すべてのボリュームが拡張されても、 32 ビット
Snapshot コピーが残っている可能性があります。ソースボリュームに 32 ビット Snapshot コピーが残ってい
ると、 Data ONTAP 8.3 以降にアップグレードまたは移行することはできません。

32 ビットボリュームと Snapshot コピーの検出と削除

すべてのアグリゲートを 64 ビット形式に拡張した場合でも、 32 ビット形式または混在
形式の FlexVol ボリュームや Snapshot コピーが残っている可能性があります。Data

ONTAP 8.3 以降を実行するクラスタからデータにアクセスするには、このようなボリュ
ームや Snapshot コピーを削除する必要があります。

• システム上のすべての 32 ビットアグリゲートを 64 ビット形式に拡張しておく必要があります。

このタスクの手順は、 32 ビットボリュームと Snapshot コピーを含むアグリゲートごとに繰り返す必要があ
ります。

手順

1. advanced モードに切り替えます。

「 * priv set advanced * 」と入力します

2. アグリゲート内のすべてのボリュームの形式を表示します。

aggr 64bit-upgrade status_aggr_name — all

アグリゲート内の各ボリュームとその形式が表示されます。

3. 32 ビット形式または混在形式のボリュームごとに、ボリュームが 64 ビット形式に拡張されていない理由
を確認し、適切な操作を実行します。

ボリュームが拡張されなかった理由を特定できない場合は、アグリゲートの拡張を再試行します。

ボリュームの状況 作業

は、 SnapMirror 関係のデスティネーションです ソースボリュームを含むアグリゲートを 64 ビット
形式に拡張します。

読み取り専用ボリューム（ただし SnapMirror デス
ティネーションではない）

ボリュームを書き込み可能にして拡張を再試行する
か、ボリュームを削除します。

に十分な空きスペースがないため、拡張されません
でした ボリュームまたはアグリゲート

ボリュームまたはアグリゲートの空きスペースを増
やして拡張を再試行します。

これでアグリゲート内の 32 ビットボリュームと混在形式のボリュームがすべて 64 ビットになります。こ
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れは、前の手順を繰り返して確認できます。

4. システム上のすべての Snapshot コピーの形式を表示します。

snap list -fs-block-format

5. 「 snap delete 」コマンドを使用して 32 ビット Snapshot コピーを削除します。

この操作では、 Snapshot コピー内のデータが削除されます。削除しようとしている
Snapshot コピーを残しておく必要がないことを必ず確認してください。また、 32 ビット
Snapshot コピーが期限切れになるまで待つこともできます。この処理にかかる時間は、
Snapshot コピーのスケジュールによって異なります。

FlexClone ボリュームのベースの Snapshot コピーである Snapshot コピーを削除する場合は、 FlexClone

ボリュームをその親からスプリットしておく必要があります。

32 ビット Snapshot コピーがすべて削除されます。これは、前の手順を繰り返して確認できます。

6. admin 権限レベルに戻ります。

priv set admin

重複排除と圧縮に関する考慮事項

圧縮を使用する場合は、ソースボリュームとデスティネーションボリュームが 64 ビッ
トアグリゲートに属している必要があります。ソースボリュームでの圧縮と重複排除に
よるすべての削減効果は、ネットワーク経由での移行中も維持されます。移行後は、圧
縮と重複排除のすべての属性とストレージ削減効果が、ソースボリュームからデスティ
ネーションボリュームに継承されます。

重複排除と圧縮が適用されたデータを移行すると、次の理由から移行中のネットワーク帯域幅を削減できま
す。

• 共有ブロックは 1 回だけ転送されます。

• 転送中も圧縮が維持されます。

• 圧縮と重複排除が適用されてスペースが削減されたデータは転送サイズが小さくなるため、転送完了まで
の時間が短縮されます。

移行中は、ソースボリュームで既存のデータの圧縮や重複排除を開始しないでください。重複排除または圧縮
が進行中の場合は、その処理が完了してから移行を開始する必要があります。そのため、重複排除や圧縮が適
用されていないデータやその他の一時メタデータファイルは、ネットワーク経由でデスティネーションボリュ
ームに送信されません。

ONTAP に新たに書き込まれるデータに重複排除と圧縮を適用するには、移行完了後に、重複排除と圧縮のス
ケジュールを有効にする必要があります。

Data ONTAP 8.1 以降の重複排除機能では、アグリゲートコピーに加え、ボリューム内の部分的に順序付けら
れたフィンガープリントデータベースも維持されます。そのため、デスティネーションシステムにはソースボ
リュームでのスペース削減が継承されるだけでなく、順序付けられたフィンガープリントデータベースのコピ
ーも継承されます。移行後に新しいボリュームで初めてボリューム効率化が実行されると、アグリゲートのフ
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ィンガープリントデータベースがデスティネーションボリューム内のコピーから自動的に構築されます。その
ため、ボリューム効率化処理にかかる時間は一度だけ長くなります。

ソース・ボリュームが '8.1 より前の 7-Mode Data ONTAP を実行している場合 ' スペース節約を最適化するに
は '-scan-old-data option パラメータを指定して volume efficiency start コマンドを実行する必要がありますマ
イグレーションが完了したら、重複排除のスケジュールがクラスタでの要件に合っていることを確認し、ボリ
ューム効率化ポリシーへの切り替えを検討する必要があります。

FlexClone ボリュームに関する考慮事項

FlexClone ボリュームを SVM に移行すると、クローンが親ボリュームからスプリットさ
れ、 FlexVol ボリュームとしてデスティネーションクラスタに移行されます。その結
果、移行プロセスでクローン階層と Storage Efficiency が失われます。

ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3 以前が実行されている場合は、 7-Mode から移行した Snapshot コピ
ーから FlexClone ボリュームを作成することはできません。ボリュームを ONTAP に移行したあとに作成され
た新しい Snapshot コピーから作成してください。clustered Data ONTAP 8.3.1 以降では、 7-Mode から移行
した Snapshot コピーから FlexClone ボリュームを作成できます。

クォータに関する考慮事項

「構成の適用」（カットオーバー前）が読み取り専用モードと読み取り / 書き込みモー
ドで実行される場合、クォータがどのように移行されるかを理解しておく必要がありま
す。

カットオーバー前フェーズ中、クォータは次のように適用されます。

• 読み取り専用モード

ONTAP システムにおけるカットオーバー前の読み取り専用モードでは、クォータは適用されません。ク
ォータが適用されるのはストレージカットオーバーフェーズ中のみです。

• 読み取り / 書き込みモード

ONTAP システムにおけるカットオーバー前の読み取り / 書き込みモードでは、 ONTAP でクォータをテ
ストできるようにクォータが適用されます。ただし、クォータは ONTAP ボリュームの再同期中（テスト
完了後）に削除されます。クォータは、ストレージカットオーバーフェーズ中に再度適用されます。

SnapLock ボリュームの移行がサポートされます

7-Mode Transition Tool では、 9.6 を除く ONTAP 9.0 リリースを実行しているターゲッ
トクラスタへの SnapLock ボリュームの移行がサポートされます。

SnapLock Enterprise ボリュームと SnapLock Compliance ボリュームは、 9.6 以外の ONTAP リリースを実行
しているターゲットクラスタに移行することができます。ただし、ターゲットクラスタが MetroCluster 構成
に含まれている場合、 SnapLock Compliance ボリュームの移行はサポートされません。

SnapLock Enterprise ボリュームの移行に関する考慮事項

7-Mode Transition Tool では、スタンドアロンの SnapLock Enterprise ボリュームおよび
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SnapMirror 関係にある SnapLock Enterprise ボリュームの移行がサポートされます。

SnapLock Enterprise ボリュームを移行するワークフローは、 FlexVol の場合と同じです。

SnapMirror 関係は移行中も維持されます。

7-Mode Transition Tool では、 SnapLock Enterprise ボリュームの SnapMirror 関係は同じタイ
プでのみ移行できます。つまり、ソースボリュームとデスティネーションボリュームの両方が
SnapLock Enterprise ボリュームである必要があります。

SnapLock Compliance ボリュームの移行に関する考慮事項

7-Mode Transition Tool では、スタンドアロンの SnapLock Compliance ボリュームおよ
び SnapMirror 関係にある SnapLock Compliance ボリュームの移行がサポートされま
す。

スタンドアロンの SnapLock Compliance ボリュームを移行するワークフローは、 FlexVol ボリュームを移行
する場合と同じです。

SnapLock Compliance ボリュームの SnapMirror 関係は、 7-Mode Transition Tool で移行することはできませ
ん。プライマリとセカンダリの SnapLock Compliance ボリュームをスタンドアロンボリュームとして移行
し、手動で関係を再同期する必要があります。

スタンドアロン、プライマリ、およびセカンダリのプロジェクトに SnapLock Compliance ボリューム（スタ
ンドアロンボリュームと SnapMirror 関係にあるボリュームの両方）をスタンドアロンボリュームとして含め
ることができます。

SnapLock Compliance ボリュームが含まれているプロジェクトでは、カットオーバー前読み取り / 書き込み
モードはサポートされません。SnapLock Compliance ボリュームと非 SnapLock Compliance ボリュームで別
々のプロジェクトを作成することを推奨します。これは、 SnapLock Compliance ボリュームがプロジェクト
に含まれている場合、カットオーバー前読み取り / 書き込みモードがサポートされないためです。

選択したボリュームが SnapLock Compliance ボリュームで、かつ SnapMirror 関係のデスティネーションであ
る場合、カットオーバー処理の実行中に、 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームの間の SnapMirror 関係
は解除されることなく削除されます。これにより、セカンダリ ONTAP SnapLock Compliance ボリュームは
読み取り専用モードのままとなります。プライマリとセカンダリの SnapLock Compliance ボリューム間の再
同期処理が成功するためには、セカンダリ ONTAP SnapLock Compliance ボリュームが読み取り専用モード
になっている必要があります。

を参照してください "SnapMirror を使用した 7-Mode SnapLock Compliance ボリュームの移行方法 clustered

Data ONTAP との関係"

SnapLock 監査ボリュームの移行に関する考慮事項

7-Mode Transition Tool では、 SnapLock 監査ボリュームの移行がサポートされま
す。SnapLock 監査ボリュームを移行するワークフローは、 SnapLock Compliance ボリ
ュームの移行と同じです。

監査ボリュームを ONTAP に移行したら、移行した監査ボリュームをターゲット SVM の SnapLock 監査ボリ
ュームとして手動で指定する必要があります。
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ONTAP では、監査ボリュームが SVM レベルで設定されます。Data ONTAP 7-Mode の監査ボリュームは、各
vFiler ユニットのコントローラ内のすべてのボリュームの統合リポジトリとして機能します。

SnapLock 監査ボリュームは、 SnapLock Compliance ボリュームの一種です。ターゲットクラスタが
MetroCluster 構成に含まれている場合、 SnapLock 監査ボリュームの移行はサポートされていません。

を参照してください "clustered Data ONTAP での監査ボリュームの設定方法 移行した SnapLock ボリューム"

7-Mode の SnapLock オプションの移行に関する考慮事項

7-Mode Transition Tool では、 SnapLock ボリュームに関連するいくつかの 7-Mode のオ
プションがサポートされます。

Data ONTAP 7-Mode には、 SnapLock ボリュームに関連する次のオプションがあります。

• 「 naplock.autocommit_period` 」をご覧ください

このオプションは、 ONTAP ではボリュームレベルで、移行時に ONTAP に移行されます。

• 「 naplock.compliance.write_verify` 」をご覧ください

このオプションは ONTAP では使用できません。

• 「 naplock.log.default_retention` 」をご覧ください

• 'naplock.log.maximum_size

「 naplock.log.default_retention` 」オプションと「 naplock.log.maximum_size 」オプションは ONTAP でサ
ポートされますが、これらのオプションで設定された設定は 7-Mode Transition Tool では移行されません。移
行が完了したら、監査ボリュームに対してこれらのオプションを手動で設定する必要があります。

7-Mode SnapLock で CoC 検証を実施する場合の考慮事項 個のボリューム

7-Mode SnapLock ボリュームで CoC 検証を実施する場合の考慮事項を確認しておく必
要があります。

• SnapLock の CoC 検証は、 SnapLock ボリュームの移行に際して必須の場合にのみ実行してください。

CoC 検証は、プロジェクト内のすべてまたは一部の SnapLock ボリュームに対して実行できます。

• SnapLock の CoC 検証は、 7-Mode SnapLock ボリュームのファイル数によってはかなりの時間がかかる
ことがあります。

• CoC 検証は読み書き可能でのみサポートされます 7-Mode SnapLock ボリューム

読み取り専用ボリュームでは実行できません。

• また、名前に非 ASCII 文字を含むファイルが格納されている SnapLock ボリュームでもサポートされませ
ん。
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ネームサービスの移行準備をしています

DNS 、 LDAP 、 NIS 、ホスト、ネームサービススイッチなどのネームサービス設定
UNIX ユーザおよびグループおよびネットグループの構成は 7-Mode Transition Tool で移
行されます。ネームサービス構成を移行する前に、いくつかの考慮事項を理解しておく
必要があります。

ネームサービスの移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

7-Mode Transition Tool で移行されるネームサービス構成を理解しておく必要がありま
す。ONTAP でサポートされていないか、または手動で移行しなければならない一部のネ
ームサービス構成は、 ONTAP に移行されません。

事前確認のエラーおよび警告メッセージをすべて検証して、このような構成が移行に及ぼす影響を評価する必
要があります。

移行される構成

以下のネームサービス構成が 7-Mode Transition Tool で移行されます。

• DNS 構成 (/etc/resolv.conf )

• LDAP の設定

• NIS の設定

• ネーム・サービス・スイッチ構成 (/etc/nsswitch.conf' および /etc/resolv.conf )

• ホストの構成（ /etc/hosts ）

• UNIX ユーザおよびグループ (`/etc/passwd および `/etc/group')

• ネットグループの構成 (/etc/netgroup')

これらのネームサービス構成の詳細については、事前確認の結果を参照してください。

ONTAP でサポートされない構成です

• NIS スレーブ

• NIS ブロードキャスト

• NIS グループキャッシング

• 動的 DNS

• DNS キャッシュ

• シャドウデータベース

• ファイルまたは DNS 以外のホストデータベースソース

ONTAP では、ホスト検索でサポートされるのはファイルと DNS のみです。その他のデータベースソース
はサポートされません。/etc/nsswitch.conf のホスト検索順序は移行時に無視されます
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手動で設定する必要がある構成

SVM で次の LDAP オプションを手動で設定する必要があります。

• ldap.usermap.attribute.unixaccount`

• 「 ldap.password 」を入力します

• ldap.usermap.base`

• 「 ldap.ssl.enable 」

• 関連情報 *

"NFS の管理"

"ネットワークと LIF の管理"

DNS 、 NIS 、 LDAP の構成の移行に関する考慮事項

Data ONTAP 7-Mode での DNS 、 NIS 、 LDAP の構成が、 ONTAP にどのように移行
および適用されるかを理解しておく必要があります。

DNS の移行に関する考慮事項

ONTAP 構成では、 SVM あたり最大 6 つのドメイン名と 3 つのネームサーバがサポートされます。7-Mode

システムとターゲット SVM 全体でドメイン名またはネームサーバの数がサポートされている制限を超えてい
る場合は、 7-Mode Transition Tool でエラーが報告され、処理が中断します。移行を続行するには、 DNS 構
成の移行を無視する必要があります。

DNS 構成の移行を無視する場合は、ターゲット SVM で DNS を手動で設定する必要がありま
す。

NIS の移行に関する考慮事項

• 7-Mode システムでは、 NIS ドメイン名を 64 文字以内にする必要があります。

• ONTAP 9.1 以前を実行しているターゲットクラスタバージョンに移行する場合は、 7-Mode システムの「
nis.servers` 」オプションが FQDN （完全修飾ドメイン名）ではなく IP アドレスのみで設定されている必
要があります。

ONTAP 9.1 以前を実行しているクラスタに移行する場合は、移行の前に 7-Mode システムの「
nis.servers` 」オプションを IP アドレスで設定する必要があります。7-Mode システムの「 nis.servers` 」
オプションを FQDN で設定した場合は、移行先のクラスタが 9.2 から 9.5 の間で任意のバージョンの
ONTAP を実行している状態であれば移行がサポートされます。

LDAP の移行に関する考慮事項

• ldap.base 、 ldap.base.passwd 、 ldap.base.group 、または ldap.base.netgroup` の各オプショ
ンに複数のベース値と範囲値が設定されている場合に、 clustered Data ONTAP 8.2 または 8.2.1 に移行す
ると、それぞれのオプションで 1 つの値のみが移行されます。

移行後、これらのオプションでルックアップの問題が発生する可能性があります。ベース値と範囲値を移
行後に手動で追加する必要があります。
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• 「 ldap.base 」、「 ldap.base.passwd 」、「 ldap.base.group` 」、または「 ldap.base.netgroup` 」オプ
ションに複数の範囲値が設定されている場合に、 clustered Data ONTAP 8.2.2 に移行すると、それぞれの
オプションで 1 つの値のみが移行されます。

• 7-Mode システムでユーザマッピング（「 ldap.usermap.base` 」）ルックアップとユーザパスワード（「
ldap.base.passwd 」）ルックアップに別々のベース値と範囲値が指定されている場合は、ユーザパスワー
ドのベース値と範囲値のみが移行されます。

ベース値と範囲値は、原因のユーザマッピングルックアップとユーザパスワードルックアップで使用され
ます。これにより、 ONTAP のセキュリティ上の問題が発生する可能性があります。必要に応じて、移行
後に ONTAP でユーザの Distinguished Name （ DN ；識別名）オプションにユーザマッピングのベース
値と範囲値を手動で追加してください。

ネットグループと UNIX ユーザおよびグループの移行に関する考慮事項

ネットグループ構成は、 7-Mode の「 /etc/netgroup 」ファイルのサイズが 5MB 未満の
場合にのみ移行されます。UNIX ユーザおよびグループは、 SVM 上の UNIX ユーザおよ
びグループの総数が、 ONTAP でのユーザとグループの制限を超えない場合にのみ移行
されます。

ネットグループに関する考慮事項

7-Mode の「 /etc/netgroup 」ファイルが 5MB より大きい場合、ネットグループ構成は移行されません。移行
を続行するには、次のいずれかを実行する必要があります。

• ネットグループを移行対象から除外する。

• 移行の前に、ネットグループ構成を NIS サーバまたは LDAP サーバに移動する。

UNIX ユーザおよびグループに関する考慮事項

移行する UNIX ユーザおよびグループの総数が、 ONTAP の UNIX ユーザおよびグループの制限を超える場合
は、 7-Mode Transition Tool によって移行がブロックされます。移行を続行するには、次のいずれかを実行す
る必要があります。

• UNIX ユーザおよびグループを移行対象から除外する。

• 移行の前に、 UNIX ユーザおよびグループを NIS サーバまたは LDAP サーバに移動する。

• 関連情報 *

"NFS の管理"

NFS の移行を準備しています

7-Mode システムに NFS のライセンスが設定されていて NFS サービスが実行されてい
る場合は、クラスタおよびターゲット SVM で NFS 構成を移行する準備を手動で行う必
要があります。また、移行される構成についても把握しておく必要があります。

7-Mode の一部の NFS 構成は、 ONTAP でサポートされません。一部の構成は 7-Mode Transition Tool では移
行されないため、 SVM に手動で適用する必要があります。
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NFS 構成を移行するための前提条件

NFS 構成が 7-Mode Transition Tool で移行されるのは、 7-Mode システムおよびクラス
タが一定の前提条件を満たしている場合のみです。条件が 1 つでも満たされていない
と、構成は移行されません。

7-Mode の前提条件

• NFS のライセンスが有効になっていること。

• MultiStore のライセンスがある場合は、移行対象のボリュームが属する vFiler ユニットで NFS が有効にな
っている必要があります。

• Microsoft Active Directory （ AD ）ベースの Kerberos サーバを新しい SVM に移行する場合は、 AD ドメ
インの DNS エントリが存在していること。

Kerberos 構成を移行する場合は、少なくとも 1 つの LIF をプロジェクトの一部として移行
する必要があり、かつその LIF がホスト名に解決できることが必要です。

• メモリ内のエクスポートルールを移行する場合は ' 移行前にそれらのルールを /etc/exports ファイルに追
加する必要があります

7-Mode Transition Tool で移行されるのは、「 /etc/exports 」ファイルに定義された永続的なエクスポート
ルールのみです。

クラスタの前提条件

• NFS のライセンスが有効になっていること。

• Microsoft AD ベースの Kerberos サーバを、 DNS が設定された既存の SVM に移行する場合は、 AD ドメ
インの DNS エントリが存在していること。

• Kerberos Key Distribution Center （ KDC ；キー配布センター）と ONTAP システムの間のクロックスキ
ューが 5 分以下であること。

• 関連情報 *

NFS エクスポートが移行される仕組み

"ネットアップのマニュアル： ONTAP 9"

NFS の移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

一部の NFS 構成は ONTAP に移行されません。移行されないのは、 ONTAP でサポート
されていない構成、 7-Mode とは機能が異なる構成、または手動で移行しなければなら
ない構成です。事前確認のエラーおよび警告メッセージをすべて検証して、このような
構成が移行に及ぼす影響を評価する必要があります。

移行対象としてサポートされる構成

以下の NFS 構成が 7-Mode Transition Tool で移行されます。

• NFS オプション：
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◦ 「 nfs.udp.xfersize 」

◦ 「 nfs.v4.id.domain 」

◦ 'nfs.v4.acl.max.aces

◦ 「 nfs.tcp.xfersize 」

◦ 「 nfs.rpcsec.ctx.high 」のようになります

◦ 「 nfs.rpcsec.ctx.idle. 」と入力します

◦ 'nfs.response.trigg`

◦ wafl.default_nt_user`

◦ 「 nfs.mount_rootonly 」

◦ 「 nfs.tcp.enable 」を参照してください

◦ 「 nfs.udp.enable 」を参照してください

◦ 「 nfs.response.trace

◦ 'nfs.v4.read_delegation

◦ 「 nfs.v4.write_delegation 」というようにします

◦ 「 nfs.v4.acl.enable 」を参照してください

◦ 「 nfs.vstorage.enable 」を参照してください

◦ 'nfs.v3.enable`

◦ 'nfs.v4.enable `

• NFS エクスポートルール：

エクスポートルールに -actual オプションが設定される場合、エクスポートパス（エイリアスパス）は無
視され、エクスポートルールに実際のパスが設定されます。

• Kerberos セキュリティ krb5p を使用したエクスポートルール

• Kerberos 設定

これらの NFS 構成の詳細については、事前確認の結果を参照してください。

ONTAP でサポートされない構成です

次の NFS 構成は ONTAP でサポートされません。

• サブボリュームの NFS エクスポートでは、 qtree レベルの NFS エクスポート以外がエクスポートされま
す

• WebNFS の場合と

• PC-NFS

• NFSv2

• 1 つ以上のファイルシステムからの NFS クライアントのフェンシング パス

• 一部の NFS オプション

サポート対象外のオプションの一覧については、事前確認の警告メッセージを参照してください。
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手動で移行する必要のある構成

一部の NFS 構成は、 ONTAP でサポートされるものの、 7-Mode Transition Tool では移行されません。

以下の NFS 構成では、事前確認処理の際に警告メッセージが生成されます。これらの構成は手動で SVM に
適用する必要があります。

• NFS 監査構成

• NFS オプション：

◦ 「 rpc.mps.tcp.port 」を参照してください

◦ 「 rpc.mps.udp.port 」を参照してください

◦ rpc.mountd.tcp.port

◦ rpc.mountd.udpport

◦ 「 nfs.export.neg.timeout 」のように設定されています

◦ 「 nfs.export.pos.timeout 」のようになります

◦ 'nfs.export.harvest.timeout 'vserver nfs modify コマンドを使用して 'NFS 対応の Storage Virtual

Machine （ SVM ）の構成を変更します

• Kerberos セキュリティ krb5p を使用したエクスポートルール

ONTAP で機能が異なる構成

以下の NFS 構成は、 ONTAP では機能が異なります。

• NFS エクスポートルール

• NFS エクスポートアクセスキャッシュ

• NFS 診断コマンド

• 「 howmount 」コマンドのサポート

• NFS Kerberos 暗号化

• NLM バージョンのサポート

• 関連情報 *

"NFS の管理"

NFS エクスポートが移行される仕組み

移行後に SVM で NFS エクスポートがどのように設定されるかを理解する必要がありま
す。7-Mode のエクスポート設定が ONTAP でサポートされない場合は、いくつかの手順
を手動で実行する必要があります。

NFS エクスポートの移行に関する次の考慮事項に注意する必要があります。

• すべての NFS クライアントに読み取り専用アクセスを許可する設定で SVM ルートボリュームがエクスポ
ートされていない場合は、 7-Mode Transition Tool によって、すべての NFS クライアントに読み取り専用
アクセスを許可する新しいエクスポートポリシーが作成され、そのポリシーを使用して SVM のルートボ
リュームがエクスポートされます。
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移行したすべてのボリュームまたは qtree がマウント可能となるようにするには、すべての NFS クライ
アントに対して SVM のルートボリュームへの読み取り専用アクセスを許可する必要があります。

• ONTAP でサポートされないエクスポート設定を使用する 7-Mode ボリュームを移行すると、 SVM 上のす
べての NFS クライアントに読み取り専用アクセスを許可する設定でそれらのボリュームがエクスポート
されます。

必要なアクセス権限を設定するには、移行後にこれらのボリュームのエクスポートポリシーを手動で設定
する必要があります。

• ONTAP でサポートされないエクスポート設定を使用する 7-Mode qtree を移行すると、 qtree は親ボリュ
ームのエクスポートポリシーを継承します。

必要なアクセス権限を設定するには、移行後にこれらの qtree のエクスポートポリシーを手動で設定する
必要があります。

• ONTAP で NFS クライアントが qtree をマウントするには、 SVM のルートボリュームジャンクションパ
ス（つまり / ）までのすべての親ジャンクションパスで NFS クライアントに読み取り専用アクセス権限
が設定されている必要があります。

NFS クライアントが qtree をマウントするには、読み取り専用権限のあるボリュームに qtree が属してい
る必要があります。ボリュームレベルでの読み取り専用権限がないと、 NFS クライアントは qtree をマ
ウントできません。

• 読み取り専用、読み取り / 書き込み、およびルートのアクセス権限リストと同じホストを組み合わせて指
定した場合は、移行後にエクスポートルールを評価して、そのホストに適したアクセス権限を決定する必
要があります。

"ネットアップテクニカルレポート 4067 ：『 NFS Best Practice and Implementation Guide 』"

例：ボリュームのエクスポートポリシーを変更して qtree へのアクセスを許可する

7-Mode ストレージシステム（ 192.168.26.18 ）で、 NFS クライアント 192.168.10.10 に対してボリューム
volstd10 と qtree qtree1 への読み取り / 書き込みアクセスを許可する次のエクスポートルールが設定されてい
るとします。

/vol/volstd10/qtree1 -sec=sys,rw=192.168.10.10,nosuid

/vol/volstd10 -sec=sys,rw=192.168.11.11,nosuid

移行後、 ONTAP でボリューム volsdt10 のエクスポートポリシーが次のように設定されます。
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cluster-01::> export-policy rule show -vserver std_22 -policyname std_2226

-instance

 (vserver export-policy rule show)

                                               Vserver: std_22

                                           Policy Name: std_2226

                                            Rule Index: 1

                                       Access Protocol: any

Client Match Hostname, IP Address, Netgroup, or Domain: 192.168.11.11

                                        RO Access Rule: sys

                                        RW Access Rule: sys

           User ID To Which Anonymous Users Are Mapped:65534

                              Superuser Security Types: none

                          Honor SetUID Bits in SETATTR: false

                             Allow Creation of Devices: true

cluster-01::>

移行後、 ONTAP で qtree qtree1 のエクスポートポリシーが次のように設定されます。

 cluster-01::> export-policy rule show -vserver std_22 -policyname

std_2225 -instance

  (vserver export-policy rule show)

                                    Vserver: std_22

                                Policy Name: std_2225

                                 Rule Index: 1

                            Access Protocol: any

Client Match Hostname, IP Address, Netgroup, or Domain: 192.168.10.10

                             RO Access Rule: sys

                             RW Access Rule: sys

User ID To Which Anonymous Users Are Mapped: 65534

                   Superuser Security Types: none

               Honor SetUID Bits in SETATTR: false

                  Allow Creation of Devices: true

cluster-01::>

NFS クライアント 192.168.10.10 がこの qtree にアクセスするには、この NFS クライアントに qtree の親ボ
リュームに対する読み取り専用アクセス権限が必要です。

次の出力は、この NFS クライアントが qtree のマウント時にアクセスを拒否されたことを示しています。
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 [root@192.168.10.10 ]# mount 192.168.35.223:/vol/volstd10/qtree1

transition_volume_qtreemount:192.168.35.223:/vol/volstd10/qtree1 failed,

reason

given by server: Permission denied [root@192.168.10.10 ]#

NFS クライアント 192.168.10.10 に読み取り専用アクセス権限を与えるために、ボリュームのエクスポート
ポリシーを手動で変更する必要があります。

cluster-01::> export-policy rule create -vserver std_22 -policyname

std_2226 -clientmatch

192.168.10.10 -rorule sys -rwrule never -allow-suid false -allow-dev true

-superuser none -protocol nfs

  (vserver export-policy rule create)

cluster-01::> export-policy rule show -vserver std_22 -policyname std_2226

-instance

  (vserver export-policy rule show)

                                    Vserver: std_22

                                Policy Name: std_2226

                                 Rule Index: 1

                            Access Protocol: any

Client Match Hostname, IP Address, Netgroup, or Domain: 192.168.11.11

                             RO Access Rule: sys

                             RW Access Rule: sys

User ID To Which Anonymous Users Are Mapped: 65534

                   Superuser Security Types: none

               Honor SetUID Bits in SETATTR: false

                  Allow Creation of Devices: true

**                                    Vserver: std_22

                                Policy Name: std_2226

                                 Rule Index: 2

                            Access Protocol: nfs

Client Match Hostname, IP Address, Netgroup, or Domain: 192.168.10.10

                             RO Access Rule: sys

                             RW Access Rule: never

User ID To Which Anonymous Users Are Mapped: 65534

                   Superuser Security Types: none

               Honor SetUID Bits in SETATTR: false

                  Allow Creation of Devices: true**

cluster-01::>
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例： 7-Mode と ONTAP での qtree エクスポートルールの違い

7-Mode ストレージシステムでは、 NFS クライアントが親ボリュームのマウントポイントから qtree にアクセ
スした場合、 qtree のエクスポートルールが無視され、親ボリュームのエクスポートルールが有効となりま
す。ただし、 ONTAP では、 NFS クライアントが qtree を直接マウントするか、親ボリュームのマウントポ
イントから qtree にアクセスするかにかかわらず、常に qtree のエクスポートルールが適用されます。この例
は、特に NFSv4 に該当します。

7-Mode ストレージシステム（ 192.168.26.18 ）でのエクスポートルールの例を次に示します。

/vol/volstd10/qtree1 -sec=sys,ro=192.168.10.10,nosuid

/vol/volstd10   -sec=sys,rw=192.168.10.10,nosuid

7-Mode ストレージシステムでは、 NFS クライアント 192.168.10.10 には qtree に対する読み取り専用アクセ
ス権限のみが設定されています。ただし、クライアントには親ボリュームに対する読み取り / 書き込みアクセ
ス権限があるため、親ボリュームのマウントポイントから qtree にアクセスした場合は qtree に書き込むこと
ができます。

[root@192.168.10.10]# mount 192.168.26.18:/vol/volstd10 transition_volume

[root@192.168.10.10]# cd transition_volume/qtree1

[root@192.168.10.10]# ls transition_volume/qtree1

[root@192.168.10.10]# mkdir new_folder

[root@192.168.10.10]# ls

new_folder

[root@192.168.10.10]#

ONTAP では、 qtree qtree1 に直接アクセスするか、 qtree の親ボリュームのマウントポイントからアクセス
するかにかかわらず、 NFS クライアント 192.168.10.10 にはこの qtree に対する読み取り専用アクセス権限
のみが与えられます。

移行後、 NFS エクスポートポリシーを適用した場合の影響を評価し、必要であれば、 ONTAP では新たな方
法で NFS エクスポートポリシーを適用するようにプロセスを変更する必要があります。

• 関連情報 *

"NFS の管理"

SMB / CIFS の移行の準備

7-Mode システムに SMB / CIFS のライセンスがあり、 SMB / CIFS サービスが実行され
ている場合は、 SMB / CIFS 構成を移行するために、 SMB / CIFS ライセンスの追加や
SMB / CIFS サーバの作成などのいくつかのタスクをターゲットクラスタと SVM で手動
で実行する必要があります。

また、移行される構成についても把握しておく必要があります。7-Mode の一部の SMB / CIFS 構成は、
ONTAP でサポートされません。一部の構成は 7-Mode Transition Tool では移行されないため、 SVM に手動で
適用する必要があります。
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CIFS 構成を移行するための前提条件

CIFS 構成が 7-Mode Transition Tool で移行されるのは、 7-Mode システムおよびクラス
タが一定の前提条件を満たしている場合のみです。条件が 1 つでも満たされていない
と、構成は移行されません。

7-Mode の前提条件

• CIFS ライセンスが追加されていること。

• MultiStore ライセンスが有効になっている場合は、移行対象のボリュームが属する vFiler ユニットで許可
されるプロトコルの一覧に CIFS が追加されていること。

• CIFS がセットアップされて、移行時に実行されていること。

• CIFS の認証タイプが Active Directory （ AD ）またはワークグループであること。

クラスタの前提条件

• CIFS ライセンスが追加されていること。

• SVM で許可されるプロトコルの一覧に CIFS が追加されていること。

• SVM 用に DNS が設定されていること。

• ONTAP の各バージョンでサポートされている CIFS 認証方式は次のとおりです。

◦ clustered Data ONTAP 8.2.x / 8.3.x ： AD 認証

◦ ONTAP 9.0 以降では、 AD 認証とワークグループ認証がサポートされます。

• ターゲット SVM で、次の表に示す認証が使用されていること。

7-Mode の認証方式 clustered Data ONTAP 8.2.x

および 8.3.x の認証方式
ONTAP 9.5 以前の認証方式

広告 広告 広告

ワークグループ 広告 ワークグループまたは AD

• 7-Mode の CIFS サーバとターゲット SVM の CIFS サーバの間で AD ドメインが一致しない場合、 CIFS

構成を 7-Mode から ONTAP へ移行可能。AD ドメイン名の不一致が検出されるとエラーが生成されます
が、このエラーは無視できます。移行を続行するには、エラーを承認します。

• 構成の適用フェーズ（カットオーバー前）の前に、 CIFS サーバが手動で設定されていること。

SVM 上に CIFS サーバを作成するには、次の 2 つの方法があります。
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状況 実行する処理

CIFS サーバ ID をターゲットに転送するか、または
保持します SVM

• ソースの 7-Mode システムまたは vFiler ユニッ
ト内のすべてのボリュームを 1 つのプロジェク
トで移行するように計画する必要があります。

これは、 7-Mode システムの元の CIFS サーバ
ID は移行後に失われ、クライアントを処理でき
なくなるためです。1 つのプロジェクトで移行
できる最大ボリューム数は 160 です。このた
め、 CIFS サーバ ID を保持するには、 7-Mode

システムのボリューム数を 160 個以下にして、
そのすべてのボリュームを 1 つのプロジェクト
で移行する必要があります。

CIFS サーバを作成するには、次の 2 つのオプ
ションがあります。

i. ONTAP のすべてのバージョンに適用可能：

▪ 「構成の適用」フェーズ（カットオー
バー前）の前に、一時的な CIFS ID を
使用して 7-Mode システムに CIFS サー
バを再設定する必要があります。

これにより、元の CIFS サーバ ID を
SVM に設定できるようになります。「
構成の適用」フェーズ（カットオーバ
ー前）処理の実行中、 CIFS サーバが、
新しい一時 ID を使用して 7-Mode シス
テムで実行されていることを確認しま
す。この操作は、カットオーバー前処
理の実行中に 7-Mode から CIFS 構成を
読み取るために必要です。

▪ ターゲット SVM に、元の 7-Mode CIFS

ID を使用して CIFS サーバを設定する
必要があります。

▪ 上記の条件を満たしたら、カットオー
バー前処理を実行できます。

その後、カットオーバー前処理に続け
てストレージカットオーバーをすぐに
実行して、 ONTAP ボリュームにクライ
アントがアクセスできるようにする必
要があります。

ii. ONTAP リリース 9.0 から 9.5 に適用可能：

▪ CIFS サーバ名（ CIFS サーバの
NetBIOS 名）を変更するには、「
vserver cifs modify 」コマンドを使用し
ます。

これにより、ターゲット SVM に一時
ID で CIFS サーバを作成し、構成の適
用（カットオーバー前）処理を実行し
ます。
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▪ 「構成の適用」フェーズが終了した
ら、ターゲットクラスタで「 vserver

cifs modify 」コマンドを実行して、タ
ーゲット SVM の CIFS ID を 7-Mode の
CIFS ID に置き換えることができます。

状況 実行する処理

新しい ID を使用します • 「構成の適用」フェーズ（カットオーバー前）
の前に、ターゲット SVM に新しい CIFS ID を
使用して CIFS サーバを設定する必要がありま
す。

• 「構成の適用」フェーズ（カットオーバー前）
処理の実行中に、 CIFS サーバが 7-Mode シス
テムで実行されていることを確認します。

この操作は、「構成の適用」フェーズ（カット
オーバー前）の実行中に 7-Mode システムから
CIFS 構成を読み取るために必要です。

上記の条件を満たしたら、カットオーバー前処
理を実行できます。その後、 SVM 構成をテス
トし、ストレージカットオーバー処理の実行を
計画できます。

• 関連情報 *

CIFS ローカルユーザおよびローカルグループの移行に関する考慮事項

ONTAP への移行対象としてサポートされる CIFS 構成とされない CIFS 構成

ONTAP でサポートされていないか、または手動で移行しなければならない一部の CIFS

構成は、 ONTAP に移行されません。事前確認のエラーおよび警告メッセージをすべて
検証して、このような構成が移行に及ぼす影響を評価する必要があります。

移行対象としてサポートされる構成

以下の CIFS 構成が 7-Mode Transition Tool で移行されます。

• CIFS の優先 DC 構成

• ユーザマッピングの構成

◦ 「 /etc/usermap.cfg 」を参照してください

◦ 'wafl.nt_admin_priv_map_to_root_`

• CIFS ローカルユーザおよびローカルグループ

• シンボリックリンクとワイドリンクの構成（ /etc/symlink.translations ）

• CIFS 監査構成

• CIFS 共有

• CIFS 共有 ACL

• CIFS のホームディレクトリ設定

• CIFS オプション：

◦ 'cifs.gpo.enable
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◦ cifs.smb2.enable

◦ 「 cifs.smb2.signing.required 」

◦ 'cifs.wins_servers'

◦ cifs.grant_implicit_exe_perms`

◦ 'cifs.restrict_anonymous'

• ドメインコントローラなどの外部サーバへの SMB2 接続。次のコマンドを実行することで実現します。

◦ *cifs security modify -vserver SVM1-smb2-enabled-for -dc -connections *

• FPolicy のネイティブファイルブロッキング構成

これらの CIFS 構成の詳細については、事前確認の結果を参照してください。

ONTAP でサポートされない構成

以下の 7-Mode 構成は、 ONTAP でサポートされません。そのため、これらの構成は移行できません。

• NT4 およびパスワード認証タイプ

• SMB1 署名と SMB2 署名それぞれのオプション

• クライアント単位の CIFS 統計情報 *

◦ Windows NT より前のバージョンのクライアントの認証

• ローカルユーザとローカルグループのアカウント管理イベントの監査

• IP アドレス、ホスト名、ネットワーク名、またはドット表記でサブネットが指定されたネットワーク名を
含むユーザマップエントリ

• マシンアカウントのアクセスが制限された CIFS 共有

移行後、マシンアカウントはすべての共有にアクセスできるようになります。

手動で移行する必要のある構成

一部の CIFS 構成は、 ONTAP でサポートされるものの、 7-Mode Transition Tool では移行されません。

以下の CIFS 構成に対しては、事前確認の際に警告メッセージが生成されます。これらの構成は SVM に手動
で適用する必要があります。

• ウィルス対策の設定

• FPolicy の設定

7-Mode の FPolicy サーバとウィルス対策サーバは、 ONTAP では機能しません。これらのサーバをアッ
プグレードするには、サーバベンダーに問い合わせる必要があります。ただし、移行を完了するまでは、
7-Mode の FPolicy サーバとウィルス対策サーバの運用を停止しないでください。移行をロールバックす
る場合、これらのファイルが必要です。

• BranchCache 構成

• 文字マッピングの構成（ charmap ）

• CIFS 共有の forcegroup 属性：を使用してファイルを作成します 所有グループとして指定された UNIX グ
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ループ

• CIFS 共有の maxusers 属性：最大数を指定します 7-Mode CIFS 共有への同時接続数

• ストレージレベルのアクセス保護（ SLAG ）構成

• UNIX 形式のアクセス権を使用する共有レベルの ACL

• UNIX ユーザおよびグループの共有 ACL

• LAN Manager 認証レベル

• NetBIOS エイリアス

• CIFS 検索ドメイン

• 一部の CIFS オプション

これらのオプションの詳細については、事前確認の結果を参照してください。

CIFS ローカルユーザおよびローカルグループの移行に関する考慮事項

CIFS ローカルユーザおよびローカルグループをマイグレートする場合の、移行処理の実
行に関する考慮事項を理解しておく必要があります。

• デスティネーションクラスタが clustered Data ONTAP 8.2 を実行している場合は、ローカルユーザとロー
カルグループに CIFS データを提供している 7-Mode ボリュームは移行しないでください。

7-Mode Transition Tool では、ローカルユーザとローカルグループを clustered Data ONTAP 8.2 に移行す
ることができません。

• ローカルユーザとローカルグループを使用する 7-Mode コントローラまたは vFiler ユニットから、
BUILTIN ではない CIFS ローカルユーザおよびローカルグループを使用する SVM に、 CIFS データを提
供するボリュームを移行することはできません。

移行では、 SVM が BUILTIN CIFS ローカルユーザおよびローカルグループのみを使用している必要があ
ります。

特定の 7-Mode コントローラまたは vFiler ユニットから特定の SVM にローカルユーザとローカルグルー
プを移行する場合、最初の移行プロジェクトからローカルユーザとローカルグループが移行されます。同
じ 7-Mode コントローラまたは vFiler ユニットから同じ SVM へのそれ以降のプロジェクトの移行では、
ローカルユーザとローカルグループの移行は無視されますが、移行は成功します。7-Mode システムのロ
ーカルユーザの名前を、 SVM の CIFS サーバ名と同じにすることはできません。

• clustered Data ONTAP 8.2.1 以降でサポートされるローカルユーザとローカルグループの最大数を把握し
ておく必要があります。

• パスワードが指定されていない、あるいは 14 文字を超えるパスワードが指定されている 7-Mode システ
ムのローカルユーザアカウントは、「 * cifsUser@1 」というパスワードで ONTAP ソフトウェアに移行さ
れます。

移行完了後、 Windows システムからパスワード「 * cifsUser@1 * 」を使用してこれらのユーザにアクセ
スします。その後、 SVM で次のコマンドを使用して、この CIFS ローカルユーザのパスワードを手動で
変更する必要があります。

「 * cifs users-and-groups local-user set-password - vserver_svm_name _ -user-name_user_name _ * 」
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に設定します。

• 7-Mode Transition Tool の IP アドレスにターゲットの ONTAP ソフトウェアから到達できない場合、事前
確認フェーズの ONTAP ソフトウェアへの CIFS ローカルユーザおよびグループの移行が 7-Mode

Transition Tool によってブロックされます。事前確認フェーズでこのエラーが発生した場合は、を使用し
ます

* network ping -node local-destination_ip_address _*

7-Mode Transition Tool の IP アドレスがターゲットの ONTAP ソフトウェアから到達可能であることを確
認するコマンド。7-Mode Transition Tool の IP アドレスなど、 7-Mode Transition Tool で使用する設定オ
プションを変更するには、「 \etc\conf\transition-tool.conf 」ファイルを編集します。

• ローカルユーザとローカルグループの移行先の SVM にはデータ LIF が必要です。

• ローカルグループの複数のメンバーのシステム識別子（ SID ）が 7-Mode システムの単一のドメインユー
ザまたはグループにマッピングされている場合、事前確認フェーズでローカルユーザとローカルグループ
が ONTAP に移行されるのは 7-Mode Transition Tool でブロックされます。

事前確認フェーズでこのエラーが発生した場合は、 7-Mode システム上の単一のドメインユーザまたはグ
ループにマッピングされている余分な SID を手動で削除する必要があります。その後、ドメインユーザま
たはグループに 1 つの SID のみがマッピングされた状態で事前確認処理を再実行する必要があります。

"トラブルシューティングのワークフロー： CIFS ：システムに接続されているデバイスが機能していませ
ん"

• 関連情報 *

"SMB / CIFS の管理"

MetroCluster 構成の移行準備

MetroCluster 構成に移行する前に、 7-Mode ボリュームを ONTAP 内の MetroCluster 構
成に移行する場合の要件と考慮事項を理解しておく必要があります。

前提条件

• ONTAP で MetroCluster の設定が完了している必要があります。

• SVM タイプは「 sync-source 」である必要があります。

• 7-Mode コントローラがテイクオーバー状態でない、またはギブバック待ちでないことが必要です。

• ONTAP の MetroCluster 構成のノードがスイッチオーバーされていない、またはスイッチバック待ちでな
いことが必要です。

考慮事項

• ターゲットクラスタが MetroCluster 構成に含まれている場合、 SnapLock Compliance ボリュームの移行
はサポートされません。

• 7-Mode コントローラ、 HA 構成、または MetroCluster 構成のボリュームは、 ONTAP 内の MetroCluster

構成にスタンドアロンボリュームとして移行することができます。

• 7-Mode MetroCluster 構成のボリュームが、別の 7-Mode コントローラのボリュームと Volume
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SnapMirror 関係にある場合は、その SnapMirror 関係をプライマリ関係およびセカンダリ関係として移
行できます。

7-Mode Transition Tool を各 MetroCluster サイトにインストールし、各サイトからボリュームを移行する
必要があります。

• 7-Mode ファブリック MetroCluster 構成用に設定された各種サブネットを、 ONTAP 内の MetroCluster 構
成上で設定することはできません。

• 7-Mode ファブリック MetroCluster 構成で設定されている優先ポートを、 ONTAP 内の MetroCluster 構成
用に設定することはできません。

• 7-Mode ファブリック MetroCluster 構成が Brocade 6510 スイッチを使用している場合は、既存のスイッ
チファブリックを ONTAP 内の新しい MetroCluster と共有できます。

スイッチファブリックは、移行中にのみ共有することを推奨します。

"MetroCluster 9.8 以前のファブリック接続 ONTAP のインストールおよび設定"

"ファブリック接続 MetroCluster のインストールと設定、 ONTAP 9.9.1"

• 移行中に作成された cron ジョブスケジュールはリモートサイトにレプリケートされないため、移行後の
ネゴシエートスイッチオーバーは失敗します。

移行後にリモートサイトで cron ジョブスケジュールを手動で作成する必要があります。

• 関連情報 *

移行後にリモートサイトで cron ジョブスケジュールを設定 MetroCluster 構成

テイクオーバーとギブバックが移行に与える影響

スイッチオーバーまたはスイッチオーバーが原因で失敗した MetroCluster 構成を移行する スイッチバック

SAN の移行準備をしています

SAN 環境を移行するには、 SAN の移行対象としてサポートされる構成について理解
し、 SVM に SAN LIF を作成し、 SAN ホストで移行準備をする必要があります。

SAN ホストでの移行準備

SAN 環境を移行するには、いくつかの手順を手動で実行し、 SAN ホストで移行準備を
する必要があります。

Inventory Collect Tool を使用して、 SAN ホストのインベントリワークブックを生成しておく必要がありま
す。

"ホストとストレージの移行情報を収集"

手順

1. ホストが移行対象としてサポートされていることを確認します。
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"NetApp Interoperability Matrix Tool で確認できます"

2. 移行前の手順をホストで実行します。

"SAN ホストの移行および修復"

FC ゾーン計画を使用したゾーンの設定

SAN FC 環境を移行する前に、 FC ゾーンプランナーを使用してイニシエータホストと
ターゲットをグループ化し、ゾーンを設定する必要があります。

• クラスタとイニシエータホストがスイッチに接続されている必要があります。

• FC ゾーンのスクリプトファイルにアクセスできる必要があります。

手順

1. 7-Mode システムの igroup 構成が変更されている場合は、 FC ゾーン計画を変更して再生成します。

7-Mode にシステムを追加することによる評価レポートの作成 移行ツール

2. スイッチの CLI にログインします。

3. 必要なゾーンコマンドを 1 つずつコピーして実行します。

次の例では、スイッチに対して zone コマンドを実行します。

switch1:admin>config terminal

# Enable NPIV feature

feature npiv

zone name auto_transition_igroup_d31_194bf3 vsan 10

member pwwn 21:00:00:c0:dd:19:4b:f3

member pwwn 20:07:00:a0:98:32:99:07

member pwwn 20:09:00:a0:98:32:99:07

.......

.......

.......

copy running-config startup-config

4. テスト用イニシエータホストを使用して、クラスタからのデータアクセスを確認します。

5. 検証が完了したら、次の手順を実行します。

a. テスト用イニシエータホストを切断します。

b. ゾーン設定を削除します。

移行前に SAN LIF を作成

FC LIF と iSCSI LIF は 7-Mode Transition Tool では移行されないため、移行前に SVM 上
でこれらの LIF を作成する必要があります。SAN LIF は LUN を所有するノードとその
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HA パートナーの両方に設定する必要があります。

必要な SAN （ FC または iSCSI ）ライセンスをクラスタに追加する必要があります。

冗長性を確保するために、 LUN をホストするノードとその HA パートナーの両方に SAN LIF を作成する必要
があります。

手順

1. LUN の移行先となるターゲットノードに、使用するプロトコルに応じて FC LIF または iSCSI LIF を作成
します。

「 * network interface create * 」

7-Mode IP アドレスを iSCSI LIF に再利用する場合は、管理状態を down にして LIF を作成する必要があ
ります。これらの LIF の管理状態は、カットオーバー処理のあとに up にすることができます。

2. ノードの HA パートナーに LIF を作成します。

3. LIF が正しく設定されたことを確認します。

「 * network interface show * 」と表示されます

◦ 関連情報 *

"SAN 管理"

SAN の移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

7-Mode Transition Tool で移行される SAN 構成を理解しておく必要があります。また、
ONTAP でサポートされない 7-Mode の SAN 機能を把握して、移行前に必要な措置を講
じる必要があります。

事前確認のエラーおよび警告メッセージをすべて検証して、このような構成が移行に及ぼす影響を評価する必
要があります。

移行される構成

次の SAN 構成は 7-Mode Transition Tool で移行されます。

• FC および iSCSI サービス

• igroup と LUN のマッピング
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◦ LUN にマッピングされていない 7-Mode の igroup は、ターゲット SVM に移行されま
せん。

◦ clustered Data ONTAP 8.3.0 および 8.3.1 では、カットオーバー前処理で igroup と
LUN のマッピング構成は移行されません。

代わりに、必要な igroup が作成されます。プライマリボリュームとスタンドアロンボ
リュームの場合、カットオーバー処理の実行中に LUN が igroup にマッピングされま
す。ただし、セカンダリボリュームの場合、カットオーバー処理の実行中に LUN から
igroup へのマッピングが行われません。プライマリボリュームの移行が完了したあと
に、セカンダリ LUN を手動でマッピングする必要があります。

◦ ONTAP 8.3.2 以降のサポートされるリリースでは、カットオーバー前処理の実行中に
igroup と LUN のマッピング構成が適用されます。

ONTAP でサポートされない構成です

ONTAP でサポートされない構成は次のとおりです。

• 7-Mode の Snapshot コピーでバックアップされた LUN クローン

Snapshot コピーに含まれる、 Snapshot コピーでバックアップされた LUN クローンはリストア処理では
サポートされません。これらの LUN には ONTAP からアクセスできません。7-Mode の Snapshot コピー
でバックアップされた LUN クローンは、移行前にスプリットまたは削除しておく必要があります。

• ostype パラメータの値が vld ' image ' またはユーザ定義の任意の文字列である LUN

このような LUN では、 ostype パラメータの値を変更するか、移行前に LUN を削除しておく必要があり
ます。

• LUN クローンスプリット

実行中の LUN クローンスプリット処理が終了するまで待つか、 LUN クローンスプリットを中止して
LUN を削除してから、移行を実行する必要があります。

7-Mode の以下の機能は、使用していても移行プロセスを続行できますが、 ONTAP ではサポートされませ
ん。

• lun share コマンド

NAS プロトコルを使用した LUN の共有

• SnapValidator

手動で移行する必要のある構成

次の構成は手動で移行する必要があります。

• SAN LIF

移行の前に LIF を手動で作成する必要があります。
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• ポートセット

移行後に、ポートセットにバインドされた igroup を手動で設定する必要があります。

• iSCSI アクセスリスト情報

• iSNS 構成

• iSCSI CHAP および RADIUS の構成

• 関連情報 *

"NFS の管理"

"ネットワークと LIF の管理"

SAN ボリュームを移行する際のスペースに関する考慮事項

移行中にボリュームに十分なスペースを確保する必要があります。移行プロセスでは、
データや Snapshot コピーの格納に必要なスペースに加えて、一部のファイルシステム
メタデータの更新用に 1 つの LUN につき 1MB のスペースが必要です。

カットオーバーの前に、 7-Mode ボリュームに対して「 d f -h 」コマンドを実行して、ボリューム内の各 LUN

に 1MB の空きスペースがあるかどうかを確認できます。また、最終カットオーバーまでにボリュームへの書
き込みが予想されるデータ量に相当する空きスペースも必要です。十分な空きスペースがない場合は、必要な
スペースを 7-Mode ボリュームに追加する必要があります。

デスティネーションボリュームのスペースが不足しているために LUN の移行が失敗した場合は、「
LUN.vol.proc.fail.no.space: ： Processing for LUNs in volume vol1 failed due to lack of space. 」という EMS

メッセージが生成されます。

この場合は ' デスティネーション・ボリュームで 'filesys-size-fixed 属性を false に設定し ' ボリュームに LUN

1 つあたり 1MB の空きスペースを追加する必要があります

スペースリザーブ LUN を含むボリュームがある場合は、ボリュームのサイズを LUN 1 つあたり 1MB 増やし
てもスペースが十分に確保されない可能性があります。この場合、ボリュームの Snapshot リザーブと同じサ
イズのスペースを追加する必要があります。デスティネーション・ボリュームにスペースを追加したら、「
lun transition start 」コマンドを使用して LUN を移行できます。

• 関連情報 *

"ネットアップのマニュアル： ONTAP 9"

データ保護機能の移行準備をしています

7-Mode の SnapMirror 関係を移行するには、いくつかの手順を手動で実行する必要があ
ります。また、データ保護関係のうち、移行対象としてサポートされるものとサポート
されないものを把握しておく必要があります。

データ保護の移行：サポートされる構成とされない構成

SnapMirror 関係の一部であるボリュームは移行できます。ただし、一部のデータ保護構
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成とディザスタリカバリ構成は移行対象としてサポートされていません。そのため、こ
れらの構成を移行するには、いくつかの手順を手動で実行する必要があります。

サポートされている構成

Volume SnapMirror 関係は 7-Mode Transition Tool を使用して移行できます。7-Mode ボリュームを、
MetroCluster 構成から、 ONTAP 8.3 以降のサポートされるリリースの MetroCluster 構成へ移行することもで
きます。

サポートされない構成です

• SnapVault 関係

SnapVault 関係のソースであるボリュームはマイグレートできますが、 SnapVault 関係は移行されませ
ん。SnapVault 関係のデスティネーションボリュームは、 SnapVault バックアップを停止したあとにマイ
グレートできます。

"ネットアップテクニカルレポート 4052 ：『 Successfully Transitioning to Clustered Data ONTAP （ Data

ONTAP 8.2.x and 8.3 ）』"

• qtree SnapMirror 関係

qtree SnapMirror 関係のソースである qtree を含むボリュームは移行できますが、 qtree SnapMirror 関係
は移行されません。qtree SnapMirror 関係のデスティネーションである、 qtree を含むボリュームは、
qtree SnapMirror 関係を解除したあとにマイグレートできます。

• ディザスタリカバリ vFiler ユニット

ディザスタリカバリ vFiler ユニットのソースボリュームはマイグレートできますが、ディザスタリカバリ
vFiler ユニットは移行されません。ディザスタリカバリ vFiler ユニットのデスティネーションボリューム
は、ディザスタリカバリ関係を削除したあとにマイグレートできます。

• NDMP の設定

移行の完了後、移行したボリュームのバックアップポリシーを ONTAP で手動で設定する必要がありま
す。

"テープバックアップによるデータ保護"

• 同期 SnapMirror 関係

ONTAP ではこの機能はサポートされていません。ただし、この関係に含まれているボリュームは移行で
きます。

SnapMirror を使用した移行に関する考慮事項

データコピースケジュールを作成し、既存の 7-Mode から 7-Mode への SnapMirror 処理
や SnapVault 処理に影響を与えずに、移行処理用に SnapMirror データ転送をカスタマイ
ズすることができます。
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SnapMirror 同時転送の最大数

移行時に、 7-Mode システムおよび ONTAP システムでサポートされる同時に実行可能な SnapMirror 転送の
最大数は、使用中のストレージシステムモデルでサポートされる Volume SnapMirror レプリケーション処理
数によって決まります。

ご使用のシステムモデルで同時に実行可能な Volume SnapMirror 転送の最大数については、を参照してくだ
さい "『 Data ONTAP データ保護：オンラインバックアップおよびリカバリガイド』を参照してください 7-

Mode"。

データコピースケジュール

• ツールでの SnapMirror 処理で同時に実行される SnapMirror 転送（ベースライン、更新、再同期）の数
は、プロジェクト作成時に設定するスケジュールによって決まります。

• 複数のプロジェクトで同じ 7-Mode コントローラからボリュームを移行する場合は、データコピースケジ
ュールがプロジェクト間で重複しないようにする必要があります。

• 既存のバックアップ処理とディザスタリカバリ（ DR ）処理が 7-Mode Transition Tool の移行処理の影響
を受けないようにする方法は以下のとおりです。

◦ プロジェクトの SnapMirror データコピースケジュールを、既存の 7-Mode SnapMirror または
SnapVault のスケジュールと重複しないように作成します。

◦ 既存の 7-Mode SnapMirror または SnapVault スケジュールが失敗しないように、同時に実行される
SnapMirror 転送数を設定する必要があります。

アクティブなスケジュールを編集し、同時に実行可能な Volume SnapMirror 転送の最大数をゼロに変
更することによって、一部の転送を解除することもできます。

• 同時に実行される SnapMirror 転送数と、各処理（カットオーバー前、カットオーバー、オンデマンド更
新）に設定されたスロットルを、処理の全期間にわたって 7-Mode ストレージシステムで確保する必要が
あります。

プロジェクトのいずれかのボリュームで最後の差分更新処理が失敗すると、カットオーバー処理は失敗し
ます。

• セカンダリプロジェクトの場合、カットオーバー後の、 7-Mode のプライマリボリュームと ONTAP のセ
カンダリボリュームの間の SnapMirror 関係に対する SnapMirror 差分更新は、 7-Mode と 7-Mode の
SnapMirror 関係のスケジュールに基づきます。

7-Mode プライマリコントローラで、これらの更新に対応できる十分な数の SnapMirror 同時転送数が設定
されていることを確認する必要があります。

複数のパスを移行に使用する

データコピー IP アドレスとマルチパス IP アドレスを使用して、移行用に 2 つのパスを指定できます。ただ
し、どちらのパスも負荷分散には使用できますが、フェイルオーバーには使用できません。

• 関連情報 *

データコピースケジュールの作成に関する考慮事項

SnapMirror 転送のデータコピースケジュールを作成します
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カットオーバーの実行タイミングを決定する際のガイドライン

移行のカットオーバーはクライアントの停止を伴うため、ダウンタイムを最小限に抑え
るように計画する必要があります。カットオーバーは、システムの利用頻度が低い時間
帯にスケジュールする必要があります。ダウンタイムを削減するために、 ONTAP ボリ
ュームを更新し、転送が完了してから、クライアントを切断してストレージカットオー
バーを開始する必要があります。

各ボリュームの SnapMirror ステータスを継続して監視する必要があります。ボリュームに対する過去数回の
更新の最後の転送時間が許容範囲内であれば、ボリューム内のデータ変更のほとんどはコピーが完了してお
り、カットオーバー中の最終データ更新に要する時間は許容範囲内に収まるはずです。

移行するボリューム数に応じて、おおよそのダウンタイムを算出できます。

カットオーバー時間を最小限に抑えるには、 7-Mode Transition Tool とストレージシステムの間のネットワー
クレイテンシが最小であることが必要です。Volume SnapMirror 関係を移行する場合は、ツールとプライマリ
システムの間のネットワークレイテンシが最小であることが必要です。

• 関連情報 *

SnapMirror 更新をオンデマンドで実行

テイクオーバーとギブバックが移行に与える影響

移行の準備、開始、一時停止、再開、完了などの移行処理 コントローラのテイクオーバ
ーまたはギブバックの実行中に失敗した場合

テイクオーバーが原因で移行処理が失敗した場合は、ギブバックの終了を待ってから再度移行処理を実行する
必要があります。

ベースライン転送中にコントローラのテイクオーバーが発生すると、転送は失敗します。中断されたポイント
からベースライン転送を再開するには、ギブバックの終了を待つ必要があります。

設定したスケジュールに基づいてデータコピーが再開されます。

7-Mode ボリュームからデータと構成をマイグレート

7-Mode Transition Tool を使用してボリュームまたは Volume SnapMirror 関係をマイグレ
ートするには、まずプロジェクトを設定し、ベースラインコピーを開始して、プロジェ
クトを完了する必要があります。

• 移行対象に含める 7-Mode のコントローラとクラスタに、ツールがインストールされている Windows ホ
ストからアクセスできる必要があります。

• 移行プロジェクトに含めるコントローラとクラスタに対する管理者レベルのすべての権限が必要です。

• 7-Mode Transition Tool サービスをインストールしたマシンで、サービスが実行されている必要がありま
す。

このサービスはデフォルトで自動に設定されており、マシンを再起動すると開始されます。
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• コントローラで評価処理とマイグレーション処理を同時に実行しないでください。

• 事前確認で報告されたエラーと警告を修正したあとに、 7-Mode のコントローラとクラスタでオブジェク
ト（ボリューム、 IP アドレス、システム情報など）を変更しないでください。

• 複数の Web インターフェイスセッションで同時に同じ SVM に書き込まないでください。予想外の結果が
発生する可能性があります。

• 移行プロセスの実行中にコントローラとクラスタのパスワードを変更しないでください。

• ツールは Web ブラウザのナビゲーションをサポートしておらず、原因が望ましくない結果を招く可能性
があるため、 Back および Forward ブラウザボタンは使用しないでください。

• 移行の実行中はブラウザをリフレッシュしないでください。原因に望ましくない結果が生じる可能性があ
ります。

次の図はマイグレーションプロセスを示しています。

• 関連情報 *

スタンドアロンボリュームの移行方法

SnapMirror 関係にあるボリュームの移行方法

移行準備チェックリスト

移行を開始する前に、移行の前提条件をすべて満たしていることを確認する必要があり
ます。

ONTAP のバージョンの要件

項目 はい。

サポートされる 7-Mode バージョン "NetApp

Interoperability Matrix Tool で確認できます"

クラスタで次のいずれかのバージョンの Data

ONTAP が実行されている必要があります。

• Data ONTAP 8.2.x の場合

• Data ONTAP 8.3.x
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項目 はい。

次のいずれかの ONTAP リリースに移行する必要があ
ります。

• 7-Mode Transition Tool 3.3 の使用：

◦ ONTAP 9.8 以前のサポートされているリリー
ス

• 7-Mode Transition Tool 3.3.2 の使用：

◦ ONTAP 9.7P2 以降 9.7 P リリース （以前の
9.7 リリースはサポートされません）

◦ ONTAP 9.6P7 以降 9.6 P リリース （ 9.6 よ
り前のリリースはサポートされません）

◦ ONTAP 9.5 以前の ONTAP 9 リリース

◦ clustered Data ONTAP 8.1.4P4 以降の 8.x リ
リース

• 7-Mode Transition Tool 3.3 の使用：

◦ ONTAP 9.5 以前の ONTAP 9 リリース

◦ clustered Data ONTAP 8.1.4P4 以降の 8.x リ
リース

ライセンス要件

項目 はい。

7-Mode システムで SnapMirror のライセンスが有効
になっている

プライマリクラスタとセカンダリクラスタで
SnapMirror ライセンスが有効になっている Volume

SnapMirror 関係を移行する場合

7-Mode システムで CIFS ライセンスが有効になって
いれば、クラスタで CIFS ライセンスが有効になって
います

7-Mode システムで NFS ライセンスが有効になって
いれば、クラスタで NFS ライセンスが有効になって
います

7-Mode システムで iSCSI ライセンスが有効になって
いれば、クラスタで iSCSI ライセンスが有効になり
ます
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項目 はい。

7-Mode システムで FC ライセンスが有効になってい
れば、クラスタで FC ライセンスが有効になっていま
す

7-Mode システムで使用可能なその他の機能のライセ
ンスがクラスタに追加されている

7-Mode システムでの SnapMirror の要件

項目 はい。

SnapMirror ライセンス

options snapmirror.enable on `

options interface.snapmirror.blocked""

次のいずれかに該当することを確認します。

• 「 napmirror.access 」オプションは「 all 」に設
定されています

• 「 napmirror.access 」オプションはの IP アドレ
スに設定されています クラスタのすべてのクラ
スタ間 LIF

• 「 napmirror.access 」オプションが「 legacy 」
に設定され、「 napmirror.checkip.enable` 」オプ
ションが「 off 」の場合、 SVM 名は「
/etc/snapmirror.allow 」ファイルに追加されます

• 「 snapmirror.access 」オプションが legacy に設
定され、「 napmirror.checkip.enable` 」オプショ
ンが「 on 」である場合は、クラスタ間 LIF の IP

アドレスが「 /etc/snapmirror.allow 」ファイルに
追加されます

7-Mode システムでのボリューム設定

項目 はい。

ボリュームはオンラインです

ボリュームが制限されていません
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項目 はい。

次のボリュームオプションが無効になっています。

• no_i2p を実行しています

• 「 read_realloc 」のように表示されます

• 「 nvfail`

クラスタへのアクセスの管理

項目 はい。

SSL が有効になります

「 system services web show 」をご覧ください

クラスタ管理 LIF で HTTPS が許可されている

「 system services firewall policy show 」を参照して
ください

7-Mode システムへのアクセスの管理

項目 はい。

HTTPS が有効になっている

options httpd.admin.ssl.enable on `

SSL が有効になります

'ecureadmin setup ssl

オプション ssl.enable on

SSLv2 と SSLv3 が無効になっている

「 options ssl.v2.enable off 」を参照してください

「 options ssl.v3.enable off 」を参照してください

ネットワーク要件

項目 はい。

クラスタ管理 LIF を使用してクラスタに到達できる
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項目 はい。

マルチパスを使用するために、クラスタの各ノード
で 1 つ以上のクラスタ間 LIF がセットアップされて
います。各ノードには 2 つのクラスタ間 LIF が必要
です

クラスタ間 LIF 用に静的ルートが作成されている

Windows システムから 7-Mode システムおよびクラ
スタに到達できる 7-Mode Transition Tool がインスト
ールされているシステム

NTP サーバが設定され、 7-Mode システムの時間が
になっている必要があります クラスタ時間と同期さ
れています

ポート要件

項目 はい。

7-Mode システム

• 10565/TCP

• 10566 / TCP

• 10567 / TCP

• 10568 / TCP

• 10569 / TCP

• 10670/TCP

• 80 TCP

• 443 tcp

クラスタ

• 10565/TCP

• 10566 / TCP

• 10567 / TCP

• 10568 / TCP

• 10569 / TCP

• 10670/TCP

• 11105/TCP

• 80 TCP

• 443 tcp
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NFS の要件

項目 はい。

NFS のライセンスがクラスタに追加されている

で AD ドメイン用に DNS エントリが設定されている
必要があります SVM

で許可されるプロトコルの一覧に NFS が追加されて
いることを確認します SVM

KDC とクラスタの間のクロックスキューがより小さ
くなっています 5 分以上

CIFS の要件

項目 はい。

CIFS のライセンスがクラスタに追加されている

MultiStore ライセンスが有効になっている場合は、移
行対象のボリュームが属する vFiler ユニットで許可
されるプロトコルの一覧に CIFS が追加されているこ
と

7-Mode システムで CIFS がセットアップされて実行
されていること

7-Mode での CIFS の認証タイプが Active Directory

（ AD ）である またはワークグループ

CIFS は、許可されるプロトコルの一覧に追加されて
います SVM

SVM 用に DNS が設定されている

SVM 用に CIFS サーバが設定されている

SVM で CIFS が実行されている

• 関連情報 *

Copy-Based Transition の準備をしています
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コントローラとクラスタを追加する

移行を開始するには、移行に必要な 7-Mode コントローラとクラスタを追加する必要が
あります。評価対象に含まれている 7-Mode コントローラは、自動的に移行対象として
追加されます。

• ユーザが指定した 7-Mode コントローラとクラスタの情報は、永続的に保存されるわけではありません。

7-Mode Transition Tool サービスが再起動されると、アクティブプロジェクトに含まれるコントローラと
クラスタの情報を入力するようツールから要求されます。プロジェクト作成時に指定したホスト名を入力
する必要があります。

• 7-Mode コントローラが HA ペアの一部である場合は、 HA パートナーが別のアクティブプロジェクトに
含まれていないかぎり、 7-Mode コントローラの HA パートナーのクレデンシャルがツールから要求され
ることはありません。

a. 上部ペインで、 * ストレージシステム * をクリックします。

b. [Hostname] フィールドに、 7-Mode コントローラまたは ONTAP システムの FQDN または IP アドレ
スを入力します。

クラスタの場合は、クラスタ管理インターフェイスの IP アドレスまたは FQDN を指定できます。7-

Mode コントローラの場合、個々の vFiler ユニットの IP アドレスは指定できないため、デフォルトの
vFiler ユニットの IP アドレスを指定する必要があります。

手順

1. 指定したホストの管理者クレデンシャルを入力し、 * Add * をクリックします。

7-Mode コントローラは「 7-Mode Controllers 」テーブルに追加され、クラスタは「 Clustered Data

ONTAP Systems 」テーブルに追加されます。

2. 手順 2 と 3 を繰り返して、移行に必要なすべてのコントローラとクラスタを追加します。

3. Status 列に、システムのクレデンシャルがないこと、またはツールで最初に入力したクレデンシャルが変

更されたことが示されている場合は、をクリックします  アイコンをクリックし、クレデンシャルをも
う一度入力します。

移行プロジェクトの作成

移行プロジェクトの作成では、 7-Mode ボリュームの選択と Storage Virtual Machine （
SVM ）へのマッピング、インターフェイスのマッピング、および SnapMirror 関係のデ
ータコピースケジュールの作成を行います。

必要な SVM をクラスタ上に作成しておきます。

プロジェクト内のすべてのボリュームが同じ SVM にマイグレートされます。ボリュームを別々の SVM にマ
イグレートする場合は、複数のプロジェクトを作成する必要があります。

ターゲットクラスタが Data ONTAP 8.3.1 以前を実行していて、 NAS ボリュームに対して読み取り / 書き込
みモードでカットオーバー前処理を実行する場合は、 NAS ボリュームと SAN ボリュームで別々のプロジェ
クトを作成する必要があります。これは、カットオーバー前読み取り / 書き込みモードはプロジェクトに
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SAN ボリュームがあるとサポートされないためです。

プロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームが含まれている場合に、非 SnapLock Compliance ボリュ
ームに対して読み取り / 書き込みモードでカットオーバー前処理を実行するには、 SnapLock Compliance ボ
リュームと非 SnapLock Compliance ボリュームで別々のプロジェクトを作成する必要があります。これは、
カットオーバー前読み取り / 書き込みモードはプロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームがあるとサ
ポートされないためです。

手順

1. ホームページから * Copy-Based Transition * 移行方法を選択し、 * 計画の開始 * をクリックします。

新しいプロジェクトに必要なコントローラとクラスタが追加されていない場合は、 [Enter Device

Credentials] ペインに詳細を入力できます。

2. 必要な Data ONTAP 7-Mode システムと ONTAP システムがすべてツールに追加されていることを確認
し、 * Next * をクリックします。

ソースボリュームの選択ページが表示されます。

3. 移行する 7-Mode ボリュームを選択します。

a. 7-Mode コントローラペインで、ボリュームを追加する 7-Mode コントローラまたは vFiler ユニットを
選択します。

b. プロジェクトグループに含めるボリュームを追加します。

移行対象 作業

スタンドアロンボリューム 移行するボリュームに対して、 * スタンドアロン
で移行 * を選択します。

この列で最初のボリュームを選択すると、スタン
ドアロンプロジェクトが作成されます。

Volume SnapMirror 関係 i. すべてのプライマリボリュームに対して、「
* SnapMirror 関係に移行」を選択します。

2 つのプロジェクトが作成されます。 1 つは
プライマリボリューム用のプライマリプロジ
ェクト、もう 1 つはセカンダリプロジェクト
です。

ii. * オプション： * セカンダリコントローラが
プロジェクトに含まれていない場合は、 [ 追
加のストレージシステムクレデンシャルが必
要です ] ダイアログボックスにコントローラ
の詳細を入力します。

ボリュームに LUN が 1 つでも含まれている場合、ボリュームタイプは SAN と表示されます。

ボリューム名に設定されたハイパーリンクをクリックすると、ボリューム内の qtree と LUN およびそ
れらの属性を表示するダイアログボックスが開きます。
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同じプロジェクトに含まれるボリュームはすべて同じ定義（スタンドアロン、プライマ
リ、またはセカンダリ）にすることがベストプラクティスです。たとえば、プロジェクト
にスタンドアロンボリュームと SnapMirror 関係が混在した状態にするのではなく、すべて
のボリュームをスタンドアロンにします。

a. プロジェクトに含めるすべてのボリュームを選択したら、「 * プロジェクトを作成して続行 * 」をク
リックし、表示されたダイアログボックスでプロジェクト名とプロジェクトグループの詳細を入力
し、「 * 保存 * 」をクリックしてプロジェクトを作成します。

4. SnapMirror データコピーに使用する 7-Mode IP アドレスとマルチパス IP アドレスを選択します。

a. 7-Mode のデータコピー IP アドレスを入力します。

デフォルトでは、 7-Mode システムの管理 IP アドレスがあらかじめこのフィールドに入力されていま
す。必要に応じて、この IP アドレスをデータコピー権限のある任意の有効な IPv4 アドレスに変更で
きます。

b. データ転送のロードバランシングに複数のパスを使用する場合は、 [IP Configuration] ペインに IP ア
ドレスを入力し、 [Next] をクリックします。

5. Select SVM ページで、ターゲットクラスタと SVM を選択し、次の手順を実行します。

a. [Select a Clustered Data ONTAP System] ドロップダウンリストでクラスタ名をクリックして、ターゲ
ットクラスタを選択します。

SVM が Select SVM ペインにロードされます。

b. Select SVM ペインから、ボリュームを移行するターゲット SVM を選択します。

c. 「 * 次へ * 」をクリックします。

7-Mode ボリュームを ONTAP の MetroCluster 構成に移行する場合は、 SVM のサブタイプが「 sync-

source 」であることが必要です。

+ clustered Data ONTAP 8.2 の SVM を選択すると、 7-Mode ストレージシステムでローカルユーザとロ
ーカルグループ、 CIFS 共有、または CIFS ファイルが設定されているかどうかを確認するダイアログボ
ックスが表示されます。7-Mode Transition Tool では、ローカルユーザとローカルグループを clustered

Data ONTAP 8.2 に移行することができません。ローカルユーザとローカルグループがある場合は、
ONTAP 8.2.1 以降のサポートされるリリースの SVM を選択してください。

6. SVM 監査ログデスティネーションパスのダイアログボックスで、デスティネーション SVM へのパスを入
力して、 7-Mode ストレージシステムからの監査構成の移行を有効にします。

このパスは、 ONTAP システムで監査ログを保存する際に使用されます。

7. Map Volumes ページで、移行先のボリュームを選択して、各ソースボリュームを目的のアグリゲートにマ
ッピングします。

a. Map Origin Volumes to Aggregates on Target ペインで、 7-Mode ボリュームをコピーするアグリゲー
トを選択します。

b. クラスタのターゲットボリュームの名前を変更するには、 * Target Volume * フィールドに別の名前を
入力します。

c. 「 * 次へ * 」をクリックします。
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プロジェクトに含まれるすべてのボリュームと qtree が NFS 要求のみを処理するように設定されてい
る場合は、監査構成の移行が実行されないため、監査パスを指定する必要はありません（指定しても無視
されます）。

8. Network Configuration ペインで、 SVM 上に作成する必要がある LIF に関する情報を指定します。

FC LIF と iSCSI LIF は移行できません。これらの LIF は SVM に手動で作成する必要があり
ます。

状況 作業

既存の 7-Mode IP アドレスを移行する a. Select 7-Mode LIF * をクリックします。

b. 必要な 7-Mode IP アドレスを選択し、ターゲッ
トノードとターゲットポートの詳細を入力しま
す。

c. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

新しい LIF を作成 a. Add New LIF * をクリックします。

b. 表示されるダイアログボックスで、新しい LIF

の詳細を入力します。

c. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

移行完了後にネットワーク接続を確保するには、 7-Mode IP アドレスを ONTAP 内の同様のネットワーク
トポロジに移行する必要があります。たとえば、 7-Mode IP アドレスが物理ポート上に設定されている場
合は、それらの IP アドレスを ONTAP 内の適切な物理ポートに移行する必要があります。同様に、 VLAN

ポートまたはインターフェイスグループ上に設定された IP アドレスは、 ONTAP 内の適切な VLAN ポー
トまたはインターフェイスグループに移行する必要があります。

9. 必要なすべての IP アドレスを追加したら、「 * 次へ * 」をクリックします。

10. Configure Schedule （スケジュールの設定）ページで、ベースライン転送と差分転送のデータコピースケ
ジュール、 Volume SnapMirror の同時転送数、および移行の SnapMirror 転送のスロットル制限を設定し
ます。

データコピースケジュールとスロットル制限を指定することで、 DR 処理とデータコピー処理を効率的に
管理できます。複数のスケジュールを作成し、各プロジェクトに最大 7 つのスケジュールを設定できま
す。たとえば、平日用と週末用にカスタマイズしたスケジュールを作成できます。

スケジュールはソース 7-Mode コントローラのタイムゾーンに基づいて実行されます。

a. Configure Schedule （スケジュールの設定）ペインで、 * Create Schedule （スケジュールの作成） *

をクリックします。

b. Create Data Copy Schedule ダイアログボックスで、新しいスケジュールの名前を入力します。

c. Recurring Days ペインで、 * Daily * または * Select Days * を選択して、データコピー処理を実行する
曜日を指定します。

d. Time Interval ペインで、データ転送の開始時間 * と時間 * を指定します。

e. [ 時間間隔 ] ペインで、増分転送に * 更新頻度 * を指定するか、 * 連続更新 * を選択します。
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継続的な更新を有効にすると、 SnapMirror の同時転送数に応じて、 5 分以上の間隔で更新が開始され
ます。

f. Parameters for Transition Data Copy Operations （ based on Volume SnapMirror ）ペインで、
Volume SnapMirror 同時転送の最大数（実行時と数に対する実行可能な SnapMirror 転送の割合）とス
ロットル制限（プロジェクト内のすべてのボリュームの最大帯域幅）を指定します。

フィールドにあらかじめ入力されているデフォルト値は推奨値です。デフォルト値を変
更する場合は、 7-Mode の SnapMirror スケジュールを分析し、指定する値がこれらの
スケジュールに影響しないようにしてください。

g. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

新しいスケジュールが Transition Schedule ペインに追加されます。

h. 必要なデータコピースケジュールをすべて追加したら、「 * 次へ * 」をクリックします。

11. SnapLock ボリュームを移行する場合は、ボリュームに対する移行後の CoC 検証を計画します。

a. CoC 検証が必要なソース SnapLock ボリュームを選択します。

CoC 検証プロセスは、読み書き可能な 7-Mode SnapLock ボリュームでのみサポートされ、読み取り
専用ボリュームではサポートされません。CoC 検証は、名前に ASCII 文字のみを含むファイルが格納
されている SnapLock ボリュームでのみサポートされます。

b. CoC 検証処理で生成されるフィンガープリントデータを格納する ONTAP ボリュームの詳細を入力し
ます。

指定した SVM 上の既存の ONTAP ボリュームを指定する必要があります。

c. 「 * 次へ * 」をクリックします。

▪ 関連情報 *

データコピースケジュールの作成に関する考慮事項

SnapMirror 転送のデータコピースケジュールを作成します

SnapMirror 転送およびスケジュールの管理

CLI を使用した 7-Mode 構成の移行のカスタマイズ

論理インターフェイスを管理する

プロジェクトからボリュームを削除する

7-Mode 構成の移行のカスタマイズ

7-Mode から ONTAP への構成の移行は、計画時に 2 つの方法でカスタマイズできま
す。1 つ以上の構成の移行は無視するかスキップできます。7-Mode NFS エクスポート
ルールを統合し、既存の NFS エクスポートポリシーと Snapshot ポリシーをターゲット
SVM で再利用できます。
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この作業は、構成（カットオーバー前）フェーズの適用前に実行する必要があります。これは、このフェーズ
の後に、変更に対して [ 計画構成 ] ペインが無効になっているためです。カットオーバーフェーズで適用され
る構成を除外するには、 7-Mode Transition Tool のコマンドラインインターフェイス（ CLI ）を使用します。

7-Mode Transition Tool では、除外した構成の事前確認は実行されません。

デフォルトでは、すべての 7-Mode 構成が移行対象として選択されます。

最初にすべての構成の事前確認を実行してから、以降の事前確認の実行の際に 1 つ以上の構成を除外するこ
とを推奨します。これにより、移行対象から除外される構成とスキップされる事前確認を把握できます。

手順

1. Plan Configuration （計画の設定）ページで、 * SVM Configuration * （ SVM の設定）ペインから次のオ
プションを選択します。

◦ 構成を移行対象から除外するには、該当する構成のチェックボックスを選択解除します。

◦ 同様の 7-Mode NFS エクスポートルールを ONTAP の単一のエクスポートポリシーに統合して、移行
したボリュームまたは qtree に適用できるようにするには、 * Consolidate NFS Export Policies on 7-

Mode * チェックボックスを選択します。

◦ ツールによって作成されるエクスポートポリシーに一致する、 SVM 上の既存の NFS エクスポートポ
リシーを再利用して、移行したボリュームまたは qtree に適用できるようにするには、 * Reuse

Export Policies of SVM * チェックボックスを選択します。

◦ 同様の 7-Mode Snapshot スケジュールを ONTAP で 1 つの Snapshot ポリシーに統合して、そのポリ
シーを移行後のボリュームに適用する場合は、「 * Consolidate 7-Mode Snapshot Policies * 」チェッ
クボックスを選択します。

◦ ツールによって作成される Snapshot ポリシーに一致する、 SVM 上の既存の Snapshot ポリシーを再
利用して、移行後のボリュームに適用するには、 * Reuse Snapshot Policies of SVM * チェックボック
スを選択します。

2. [ 保存 ] をクリックし、 [ ダッシュボード ] に移動します。 *

◦ 関連情報 *

ONTAP への移行対象としてサポートされる CIFS 構成とされない CIFS 構成

NFS の移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

ネームサービスの移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

SAN の移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

の NFS エクスポートルールと Snapshot スケジュールの統合例 移行

移行対象から除外可能な構成

事前確認を実行

移行を開始する前に、事前確認を実行して問題を特定することができます。事前確認で
は、ソースの 7-Mode 、ターゲットの ONTAP 、および構成が移行対象として適切かど
うかが検証されます。事前確認は何度でも実行できます。
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事前確認では 200 以上のチェックが実行されます。たとえば、ボリュームがオンラインかどうか、システ
ム間にネットワークアクセスが存在するかどうかなどがチェックされます。

手順

1. ダッシュボードで、事前確認を実行するプロジェクトを選択します。

2. 「 * 事前チェックを実行 * 」をクリックします。

事前確認が完了すると、結果の概要がダイアログボックスに表示されます。

一般に事前確認は数分程度で終了しますが、解決が必要なエラーや警告の件数と種類によ
って実行時間は変わります。

3. [ タイプフィルタを適用（ Apply Type Filter ） ] でオプションを選択して、結果をフィルタ処理します。

◦ セキュリティに関連するすべてのメッセージを表示するには、 * エラー * 、 * 警告 * 、 * 情報 * 、およ
び * セキュリティのみ * を選択します。

◦ セキュリティに関連するすべてのエラーメッセージを表示するには、「 * エラー * 」および「 * セキ
ュリティのみ * 」を選択します。

◦ セキュリティに関連するすべての警告メッセージを表示するには、 [ 警告  （ Warning ** ） ] および [

セキュリティのみ * （ Security Only * ） ] を選択します。

◦ セキュリティに関連するすべての情報メッセージを表示するには、 * 情報 * および * セキュリティの
み * を選択します。

4. 生の結果をカンマ区切り値（ CSV ）形式で保存し、結果をエクスポートするには、 * CSV として保存 *

をクリックします。

移行中に実行された移行処理を、処理のタイプ、ステータス、開始時刻、終了時刻、結果とともにダッシ
ュボードペインの Operation History タブで確認できます。

データコピーを開始する前に、事前確認で検出されたエラーをすべて解決する必要があります。また、マイグ
レーションプロセスに進む前にすべての警告を解決しておくことを推奨します。解決策としては、警告メッセ
ージのソース問題を解決するか、回避策を実装するか、問題の結果を受け入れます。

事前確認メッセージの重大度レベル

移行の事前確認処理を実行して、 7-Mode ボリュームが移行可能かどうかを検証できま
す。移行の事前確認では、移行に関する問題がすべて報告されます。移行の問題には、
問題が移行プロセスに与える影響に応じて重大度レベルが割り当てられます。

事前確認で検出された問題は、次のカテゴリに分類されます。

• * エラー *

移行できない構成。

1 つでもエラーがあると移行を続行できません。以下は、原因でエラーが発生した 7-Mode システム上の
構成例です。

◦ トラディショナルボリューム
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◦ SnapLock ボリューム

◦ ボリュームをオフラインにします

• * 警告 *

移行後に原因で小さな問題が発生する可能性がある構成。

ONTAP でサポートされるものの、 7-Mode Transition Tool では移行されない機能についても、警告メッセ
ージが生成されます。警告が生成されても移行は続行できます。ただし、該当する構成は移行後に
ONTAP で失われたり、または有効にするために手動タスクが必要となったりする場合があります。

以下は、警告を生成する 7-Mode システム上の構成例です。

◦ IPv6

◦ NFSv2

◦ NDMP 構成

◦ インターフェイスグループおよび VLAN

◦ Routing Information Protocol （ RIP ）

• * 情報 *

正常に移行された構成。

ベースラインデータコピーを開始しています

プロジェクトを作成し、事前確認処理が完了したら、 7-Mode ボリュームから ONTAP

ボリュームへのデータコピーを開始します。ベースラインデータコピー処理は、プロジ
ェクトごとに開始できます。データコピー中は、不要なシステムプロセスとネットワー
クアクティビティを停止する必要があります。

データコピースケジュールを少なくとも 1 つ作成しておく必要があります。

テストマイグレーションを実行することで、使用する環境でのベースライン転送の所要時間を見積もることが
できるほか、 Volume SnapMirror 転送のパフォーマンスを評価できます。パフォーマンスに影響する可能性
がある要因の一部を次に示します。

• 移行データコピースケジュールに対してオプションが選択されました

このスケジュールでは、 SnapMirror 同時転送の最大数と転送に使用される最大帯域幅の両方が制御され
ます。

• でサポートされる Volume SnapMirror 同時転送の最大数 7-Mode ソースコントローラ

• ソースの 7-Mode コントローラとデスティネーションの ONTAP コントローラの間のネットワーク帯域幅

マイグレーション処理に関係のないネットワークトラフィックを最小限に抑えることで、ソースシステム
とデスティネーションシステム間のスループットを最大化して、応答時間を最小限に抑える必要がありま
す。

• ソースとデスティネーション両方のコントローラのパフォーマンス機能
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ソースシステムとデスティネーションシステムの CPU 使用率と使用可能メモリが最適である必要があり
ます。

• データ中に実行される 7-Mode Volume SnapMirror 転送数 コピー

手順

1. ダッシュボードで、ベースラインデータコピーを開始するプロジェクトを選択します。

2. [ ベースラインの開始 ] をクリックします。

バックグラウンドで事前確認が再度実行され、エラーが検出されなければ、データコピースケジュールに
基づいてベースライン転送が開始されます。処理の進捗状況ダイアログボックスには、ベースラインデー
タコピー中に実行された事前確認処理のステータスに関する情報が表示されます。

3. 「 * Volumes * 」タブをクリックして、ベースライン転送のステータスと進行状況を表示します。

各ボリュームの SnapMirror の詳細を表示するには、 * View Transition Details * をクリックしま
す。SnapMirror の同時転送数は、現在アクティブなスケジュールの入力内容に基づいています。アクティ
ブなスケジュールは、ダッシュボードの Data Copy Schedule タブで追跡できます。

ベースラインデータコピー処理が完了したら、プロジェクト作成時に指定したスケジュールに基づいて、
SnapMirror 差分更新が開始されます。

◦ 関連情報 *

SnapMirror 転送のデータコピースケジュールを作成します

7-Mode 構成の適用

ベースラインデータコピーが完了したら、 7-Mode システムのすべての構成（プロトコ
ルとサービスの構成を含む）を ONTAP ボリュームにコピーして適用することができま
す。ターゲットクラスタで ONTAP 8.3.2 以降のサポートされるリリースのいずれかのバ
ージョンが実行されている場合は、このフェーズで SAN 構成が移行されます。

SAN ボリュームを移行する場合は、クラスタ内のすべてのノードに対して該当するプロトコル（ iSCSI また
は FC ）のデータ LIF を少なくとも 1 つ作成しておく必要があります。

• 構成は、構成の適用（カットオーバー前）フェーズで適用されます。このフェーズには 2 つのモード（カ
ットオーバー前読み取り専用モードとカットオーバー前読み取り / 書き込みモード）があります。

プロジェクトに次の要素が含まれている場合、カットオーバー前読み取り / 書き込みモードはサポートされま
せん。

• SAN ボリュームとターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.1 以前が実行されている。この場合、次の構成
はカットオーバー前フェーズでは適用されず、カットオーバーフェーズで適用されます。

◦ SAN 構成

◦ Snapshot スケジュールの設定

• SnapLock Compliance ボリューム。

プロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームが含まれている場合は、 Snapshot スケジュールの設定
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はカットオーバー前フェーズでは適用されず、カットオーバーフェーズで適用されます。

を参照してください SnapLock Compliance ボリュームの移行に関する考慮事項。

手順

1. ダッシュボードでプロジェクトを選択します。

2. 構成を適用します。

すべての構成を適用する場合のモード 作業

読み取り専用モード [ 構成の適用 *] をクリックします。

読み取り / 書き込みモード a. [ テストモード *] チェックボックスをオンにし
ます。

b. [ 構成の適用 *] をクリックします。

ONTAP ボリュームが読み取り / 書き込み可能
となり、構成とデータアクセス処理をテストで
きます。

c. 構成の適用（カットオーバー前）ダイアログボ
ックスで、テストモードでの構成の適用 * を選
択します。

3. SnapMirror データコピー処理数とスロットル制限を指定するには、 [ この処理の同時 SnapMirror 転送数
とスロットル制限をカスタマイズする * ] チェックボックスを選択します。

a. 移行中に実行する SnapMirror 同時転送の最大数を入力します。

b. SnapMirror 転送に使用できる使用可能なストリームの割合を入力します。

デフォルトでは、実行可能な Volume SnapMirror 転送の 50% が使用されます。

c. スロットル制限を入力するか、 * 最大 * を選択して最大帯域幅を使用します。

デフォルトでは、構成の移行には最大スロットルが使用されます。

4. 移行する UNIX ベースまたは Microsoft AD ベースの Kerberos サーバ構成の詳細を指定するには、 *

Transition Kerberos Configuration * チェックボックスを選択します。

このオプションは、ソース 7-Mode ストレージシステムで Kerberos が設定されている場合
にのみ有効になります。

a. Kerberos サーバのホスト名、 IP アドレス、ユーザ名、パスワードなどの詳細を入力します。

Kerberos 構成を移行する場合は、少なくとも 1 つの LIF をプロジェクトの一部として
移行する必要があり、かつその LIF がホスト名に解決できることが必要です。

5. [* Continue （続行） ] をクリックします
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Operation Progress ダイアログボックスが表示され、設定のコピー処理が開始されます。

6. 構成の移行が読み取り / 書き込みモードで実行される場合は、構成のテストと検証が完了したら、「 * テ
ストを完了」をクリックします。

このモードはテスト目的でのみ使用してください。テストモードでマイグレートしたボリューム上のクラ
スタに書き込まれたデータは、すべて失われます。

SnapMirror 関係が再確立され、 ONTAP ボリュームが（その時点でのそのプロジェクトのアクティブスケ
ジュールに基づいて）再同期されます。7-Mode に書き込まれたすべてのデータが、 ONTAP ボリューム
と再同期されます。

再同期が成功するためには、 7-Mode ボリュームと clustered Data ONTAP ボリュームに共
通の Snapshot コピーが存在する必要があります。共通の Snapshot コピーは手動で削除し
ないでください。削除すると再同期が失敗します。

7-Mode IP アドレスは動作したままとなります。Storage Virtual Machine （ SVM ）上で LIF が次のように設
定されます。

• 既存の 7-Mode IP アドレスは管理状態が down で作成されます。

ストレージカットオーバーの実行中に、これらの IP アドレスが 7-Mode システムから削除され、対応す
る Storage Virtual Machine （ SVM ） LIF の管理状態が up になります。カットオーバー前読み取り / 書
き込みモードを選択した場合は、別の LIF を使用して、クラスタにマイグレートするボリュームにアクセ
スする必要があります。

• 新しい IP アドレスは管理状態が up で作成されます。

カットオーバー前読み取り / 書き込みモードを選択した場合は、これらの LIF を使用して、クラスタにマ
イグレートするボリュームへのアクセスをテストできます。

• 関連情報 *

論理インターフェイスを管理する

クォータに関する考慮事項

"7MTT v2.0/Transitioned Data ONTAP の機能"

FC ゾーン計画を使用したゾーンの設定

SAN FC 環境を移行する前に、 FC ゾーンプランナーを使用してイニシエータホストと
ターゲットをグループ化し、ゾーンを設定する必要があります。

• クラスタとイニシエータホストがスイッチに接続されている必要があります。

• FC ゾーンのスクリプトファイルにアクセスできる必要があります。

手順

1. 7-Mode システムの igroup 構成が変更されている場合は、 FC ゾーン計画を変更して再生成します。

7-Mode にシステムを追加することによる評価レポートの作成 移行ツール
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2. スイッチの CLI にログインします。

3. 必要なゾーンコマンドを 1 つずつコピーして実行します。

次の例では、スイッチに対して zone コマンドを実行します。

switch1:admin>config terminal

# Enable NPIV feature

feature npiv

zone name auto_transition_igroup_d31_194bf3 vsan 10

member pwwn 21:00:00:c0:dd:19:4b:f3

member pwwn 20:07:00:a0:98:32:99:07

member pwwn 20:09:00:a0:98:32:99:07

.......

.......

.......

copy running-config startup-config

4. テスト用イニシエータホストを使用して、クラスタからのデータアクセスを確認します。

5. 検証が完了したら、次の手順を実行します。

a. テスト用イニシエータホストを切断します。

b. ゾーン設定を削除します。

SnapMirror 更新をオンデマンドで実行

カットオーバー処理の前にすべてのボリュームに対して SnapMirror 差分更新を実行し、
カットオーバーにかかる時間を短縮できます。

• ベースラインデータコピーのあと、およびカットオーバー前処理のあとに差分データ転送がスケジュール
されている場合は、 SnapMirror 更新をオンデマンドで実行できません。

• これはオプションのタスクです。

a. Update Now * をクリックして、 SnapMirror の手動更新を実行します。

Transition Update （移行の更新）ダイアログボックスが表示され、この処理の SnapMirror 転送数およ
びスロットル制限を選択できます。

b. SnapMirror データコピー処理の数とスロットル制限を指定するには、「この処理の同時 SnapMirror

転送数とスロットル制限をカスタマイズする」チェックボックスを選択します。

i. 移行中に実行する SnapMirror 同時転送の最大数を入力します。

ii. ツールが SnapMirror 転送に使用できる使用可能なストリームの割合を入力します。

デフォルトでは、実行可能な Volume SnapMirror 転送の 50% が使用されます。

iii. スロットル制限を入力して、最大帯域幅を指定します。
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デフォルトでは、構成の移行には最大スロットルが使用されます。

c. [* Continue （続行） ] をクリックします

• 関連情報 *

ベースラインデータコピーを開始しています

SnapMirror 転送のデータコピースケジュールを作成します

移行プロジェクトの完了

移行を完了するには、個々のプロジェクトを完了します。この処理はシステムの停止を
伴うため、実行するタイミングを検討する必要があります。SnapMirror 関係にあるボリ
ュームを移行する際には、プライマリプロジェクトの移行を実行する前にセカンダリプ
ロジェクトが完了している必要があります。

ストレージカットオーバーは数分で完了します。データの再マウントに必要な時間は、クライアントによって
異なります。ストレージカットオーバーのタイミングやシステム停止時間は、次の要因によって異なります。

• 最後の更新

データの最終更新は、前回の更新以降にソースデータで行われた変更量によって異なります。差分転送に
よって、カットオーバー時に転送しなければならないデータ量が最小限に抑えられます。

• クライアントの再接続

クラスタに接続するために各クライアントを更新する必要がある場合は、更新が必要なクライアントの数
によってカットオーバー時間が決まります。

停止されるのは、マイグレート中のボリュームのみです。ソースの 7-Mode ストレージシステム全体をシャッ
トダウンする必要はありません。ソースシステム上のマイグレート対象でないボリュームはオンラインのまま
であり、引き続きアクセス可能です。

1. 移行ダッシュボードで、完了するプロジェクトを選択します。

2. クライアントアクセスを手動で切断

3. 「 * 移行完了 * 」をクリックします。

a. 移行後に 7-Mode ソースボリュームをオンラインのままにする場合は、移行後にソースボリュームを
オフラインにする * チェックボックスをオフにします。

デフォルトでは、このオプションが選択され、ソースボリュームがオフラインになります。

b. CoC 検証の対象として SnapLock ボリュームを選択した場合は、 CoC 検証 * チェックボックスを選
択して、移行後に SnapLock ボリュームをオンラインのままにしておく必要がある SnapLock 7-Mode

ボリュームをオフラインにしないことを確認します。

c. ONTAP 9.3 以降のサポートされるリリースを実行しているクラスタ間で SnapMirror 関係の移行を選
択した場合は、「 SnapMirror 関係のタイプを data_protection から extended_data_protection * に手
動で変換する必要があることを確認しています」チェックボックスをオンにします。

d. SnapMirror データコピー処理の数とスロットル制限を指定するには、「この処理に対する SnapMirror
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同時転送数とスロットル制限をカスタマイズ」チェックボックスを選択します。

e. [* Continue （続行） ] をクリックします

カットオーバー処理の結果が表示されます。

移行用に選択した 7-Mode の IP アドレスが 7-Mode ストレージシステムで設定解除され、カットオーバー前
に作成された関連 LIF の管理状態が up になります。7-Mode ボリュームはオフラインになります。

クラスタで、 vserver check lif-multitenancy run コマンドを実行して、移行後の LIF を使用してネームサーバ
に到達できることを確認します。

新しい LIF を作成した場合は、すべてのプロジェクトが完了したあとに、新しい IP アドレスと
ポートを使用して、移行したボリュームのユーザとアプリケーションをドライブに再マッピン
グする必要があります。

ONTAP 9.3 以降のサポートされるリリースを実行しているクラスタ間の SnapMirror 関係の移行が完了した
ら、 SnapMirror 関係のタイプを DP から XDP に変換する必要があります。

"データ保護"

• 関連情報 *

カットオーバーの実行タイミングを決定する際のガイドライン

CoC 検証の実行

CoC 検証の対象として選択されている SnapLock ボリュームがある場合は、 CoC 処理
を実行して CoC レポートを作成する必要があります。

プロジェクトの移行が完了している必要があります。

SnapLock の CoC 処理は、名前に ASCII 文字のみを含むファイルが格納されているボリュームでサポートさ
れます。

1. 移行ダッシュボードで、 * CoC * を開始します。

CoC 検証の完了後に 7-Mode SnapLock ボリュームをオンラインのままにする場合は、 CoC 検証処理の
完了後に CoC 検証の対象として選択されている * 7-Mode SnapLock ボリュームをオフラインにする * チ
ェックボックスをオフにする必要があります。

2. [* Continue （続行） ] をクリックします

CoC 検証処理が開始されます。SnapLock ボリュームのファイル数によっては、この処理にはかなりの時
間がかかることがあります。[ バックグラウンドで実行（ Run in Background ） ] をクリックすると、バ
ックグラウンドで処理を実行できます。

CoC 検証処理の進捗状況は、 Migration Dashboard ウィンドウで SnapLock Chain of CoC タブをクリッ
クすることで追跡できます。このタブには、 CoC 処理の進行状況がボリュームごとに表示されます。

3. CoC 処理が完了したら、 SnapLock CoC 検証レポートをダウンロードするために、 CoC タブの *

Download Report * をクリックします。
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CoC 検証レポート SnapLock には、 CoC 検証の成否に関する詳細が記載されています。CoC 処理の対象
として選択されている 7-Mode SnapLock ボリュームごとに、ファイルの総数と WORM 以外のファイル
の数が示されます。また、フィンガープリントが一致するファイルと一致しないファイルの数も確認でき
ます。さらに、 CoC 検証が失敗した WORM ファイルの数と、その理由も記載されます。

7-Mode Transition Tool CLI を使用したボリュームの移行

7-Mode Transition Tool では、コマンドを使用して 7-Mode ボリュームを移行できま
す。7-Mode Transition Tool を Linux システムにインストールした場合は、 CLI を使用し
て移行を実行する必要があります。

ツールによって、 7-Mode ストレージシステムのボリュームと IP アドレスの情報が収集され、 7-Mode 構成
が検証され、クラスタとのやり取りを通じて SVM に構成が適用されます。

さまざまなシナリオを使用してプロジェクトのボリュームを選択します

プロジェクトの構成を適切に計画し、 1 回の処理で移行する 7-Mode ボリュームを決め
ておくと、アプリケーションのダウンタイムを最小限に抑えることができます。いくつ
かのシナリオ例について理解しておくと、実際の環境でプロジェクトを作成する際に役
立ちます。

双方向の SnapMirror 関係

双方向の SnapMirror 関係を移行するには、ボリュームごとに移行プロジェクトを作成する必要があります。

たとえば、次の図のように、システム 1 の vf1 ： vol1 （プライマリ）とシステム 2 の vf2 ： vol1 （セカンダ
リ）の間に Volume SnapMirror 関係が存在するとします。同様に、システム 2 の vf2 ： vol2 （プライマリ）
とシステム 1 の vf1 ： vol2 （セカンダリ）の間にもう 1 つの Volume SnapMirror 関係が存在します。

ボリューム vf1 ： vol1 と vf1 ： vol2 を 1 つの移行プロジェクトで関連付けることはできません。同様に、ボ
リューム vf2 ： vol1 と vf2 ： vol2 を 1 つの移行プロジェクトで関連付けることもできません。Volume
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SnapMirror 関係を移行するには、ボリュームごとに個別の移行プロジェクトを作成する必要があります。

CIFS 構成のボリューム

CIFS 構成を含むボリュームは、 CIFS に関するすべての構成が漏れなく SVM に移行されるよう、 1 つのプ
ロジェクトにまとめる必要があります。

たとえば、 7-Mode システム内または vFiler ユニット内の 10 個のボリュームに、 CIFS 共有、ホームディレ
クトリ検索パス、および監査構成が設定されている場合は、 10 個のボリュームを 1 つのプロジェクトで移行
する必要があります。これにより、移行後にすべてのボリュームと CIFS 構成が SVM に適用されます。

1 つのプライマリボリュームと複数のセカンダリボリュームの間の SnapMirror 関係

1 つのプライマリボリュームと複数のセカンダリボリュームの間に SnapMirror 関係があり、すべてのセカン
ダリボリュームが同じ 7-Mode コントローラ上にある場合は、すべてのセカンダリボリュームを 1 つのセカン
ダリプロジェクトにまとめ、そのプロジェクトですべてのセカンダリボリュームを移行することができます。
その後、プライマリプロジェクトを作成してプライマリボリュームを移行し、 SnapMirror の移行を完了しま
す。

7-Mode Transition Tool CLI を使用したボリュームの移行

7-Mode Transition Tool では、コマンドを使用して 7-Mode ボリュームを移行できま
す。7-Mode Transition Tool を Linux システムにインストールした場合は、 CLI を使用し
て移行を実行する必要があります。

ツールによって、 7-Mode ストレージシステムのボリュームと IP アドレスの情報が収集され、 7-Mode 構成
が検証され、クラスタとのやり取りを通じて SVM に構成が適用されます。

移行プロジェクトの作成

移行対象の 7-Mode オブジェクトと ONTAP オブジェクトへのマッピング方法を指定し
て、移行プロジェクトを作成します。プロジェクトを作成すると、 7-Mode Transition

Tool によって移行オブジェクトに関する情報が収集され、保存されます。このプロジェ
クト情報を使用して、移行を段階的に実行できます。

次の情報を収集しておく必要があります。

• プロジェクトタイプ： stand-alone 、 primary 、または secondary

• MultiStore のライセンスがある場合は、 7-Mode ストレージシステムの FQDN または IP アドレス、ある
いはデフォルトの vFiler ユニット

• 7-Mode ストレージシステムの管理ユーザ名とパスワード

• 7-Mode ボリュームのリスト

• クラスタの FQDN またはクラスタ管理の IP アドレス LIF

• SVM 名

手順

1. 「 * Start * 」メニューから「 * All Programs * > * NetApp 7-Mode Transition Tool * > * NetApp 7-Mode

Transition Tool （ CLI ） 3.0 * 」をクリックして、 7-Mode Transition Tool コマンドプロンプトを開きま
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す。

2. 移行プロジェクトに追加するシステムのユーザ名とパスワードを追加します。

'transition credentials add -h host_name --u_user_name_

host_name は、 7-Mode システムまたはクラスタの FQDN または IP アドレスです。

user_name はシステムの管理ユーザ名である。

この手順は、移行プロジェクトに追加するストレージシステムごとに繰り返す必要があり
ます。

7-Mode Transition Tool>transition credentials add -h system1.example.com

-u root

Enter password for 'root@system1.example.com':

3. 移行プロジェクトを作成します。

transition cbt create -p_project_name>-t_project_type -n_7-Mode_system_c

data_data-copy-ipaddress [-f_vfiler_name][-hy_cluster_V-V_name_

project_name は、移行プロジェクトの名前です。

`_project_type は ' プロジェクトタイプです有効な値は standalone 、 secondary 、または primary です。

7-Mode_system は、 7-Mode システムの FQDN または IP アドレスです。

cluster はクラスタの FQDN かクラスタ管理 LIF の IP アドレスである。

7-Mode システムとクラスタのホスト名は、プロジェクト作成時に指定したものと同じであ
ることが必要です。

data-copy-ipaddress は、データのコピー時に経由する IP アドレスです。

vfiler_name は、デフォルト以外の vFiler ユニットの名前です。

`_vserver_name _ は SVM の名前です

新しい SVM の場合は、「 -g 」オプションを使用して SVM のルートボリュームのアグリゲ
ート名を指定する必要があります。

7-Mode Transition Tool>transition cbt create -p sample_project -t

standalone -n system1.example.com -n 10.238.55.33 -h

cluster1.example.com -v vs2

移行プロジェクトが準備状態になります。
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4. 7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームをプロジェクトに追加します。

`*transition cbt volumepair add -p project_name _-v_7-Mode_volume -c_vserver_volume _ -g_aggr_name-t

*

「 7-Mode_volume」 は、 7-Mode ボリューム名です。

vserver_volume は、 SVM 上の ONTAP ボリュームです。

ベースライン転送が完了した ONTAP ボリュームを追加することもできます。このような
ボリュームを準備フェーズで追加すると、データコピーフェーズでは差分転送のみが実行
されます。

aggr_name は、開始操作中に ONTAP ボリューム「 vserver_volume` が作成されるアグリゲートです。

--t_ は、 SnapMirror 関係にあるボリュームをスタンドアロンボリュームとして移行する必要がある場合
に使用されます。

ボリュームをスタンドアロンボリュームとして移行した場合、 SnapMirror 関係は維持され
ません。

SnapMirror 関係 SnapLock にある SnapLock Compliance ボリュームの場合、 SnapMirror 関係を 7-Mode

Transition Tool で移行することはできません。SnapMirror 関係にあるすべての SnapLock Compliance ボ
リュームは、スタンドアロン、プライマリ、またはセカンダリのプロジェクトに含めてスタンドアロンボ
リュームとして（フラグ -t を指定して）移行する必要があります。移行後に、該当するボリューム間で
SnapMirror の再同期処理を手動で実行する必要があります。

を参照してください SnapLock Compliance ボリュームの移行に関する考慮事項

7-Mode Transition Tool>transition cbt volumepair add -p sample_project

-v vol1 -c vol1 -g aggr1

5. 移行対象の IP アドレスをプロジェクトに追加します。

`* transition cbt lif add -p project_name [-i_ip-address[-m_netmask_] [-g_default-gateway_] [-

p_home_port_][-n_home_node] *

移行プロジェクトにはほかにも、未設定またはストレージカットオーバー時に 7-Mode システムから削除
される既存の IP アドレス、および 7-Mode と ONTAP のどちらにも設定されていない新しい IP アドレス
を追加できます。

FC LIF と iSCSI LIF は 7-Mode Transition Tool では移行されません。

7-Mode Transition Tool>transition cbt lif add -p sample_project -i

192.0.2.250 -m 255.255.255.128 -g 192.40.0.1 -p e0a -n cluster1-01

新しい IP アドレスは、構成の適用（カットオーバー前）処理の up 状態のときに ONTAP システムに設定
されます。
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6. プライマリプロジェクトとセカンダリプロジェクトに情報を追加するには、次の手順を実行します。

追加する情報 入力するコマンド

プライマリ 7-Mode システムからセカンダリプロジ
ェクトへ

`transition cbt add-primary-7-mode -system

-p_project_name_-h_source

-host_f_management-ipaddress _-d _data-copy-

ipaddress _[-m_multipathing-ipaddress _]

詳細については、を参照してください "CBT ：特定
のセカンダリプロジェクトに必要なプライマリ 7-

Mode の詳細をすべて提供する方法"。

セカンダリクラスタまたは SVM ：プライマリプロ
ジェクトに追加します

transition cbt add-secondary-cluster-

mode-system-p_project_name_-h_c-mode-

host-name v_vserver-name

詳細については、を参照してください "CBT ：必要
なセカンダリクラスタの詳細をプライマリプロジェ
クトに追加する方法"

project_name は、移行プロジェクトの名前です。

「 source-host 」は、セカンダリ 7-Mode システムの「 napmirror status 」コマンド出力に表示される、
プライマリ 7-Mode ストレージシステムのホスト名または IP アドレスです。

7-Mode プライマリシステムの詳細を指定する場合の考慮事項については、マニュアルページを参照して
ください。

management-ipaddress は、ソースホストの管理 IP アドレスです。

data-copy-ipaddress は、データのコピー時に経由する IP アドレスです。

「 multipathing-ipaddress 」は、データコピーに使用する追加の IP アドレスです。

c-mode-host-name は、プロジェクト内のセカンダリボリュームの移行先クラスタの FQDN または IP

アドレスです。

`_vserver-name _ は、セカンダリボリュームをホストする SVM の名前です。

7. データコピースケジュールを作成します。

transition cbt schedule add -p project_name>-n _sschedule_name _-d_d_d_d_days

-range -b_start -time_-e duration _-u _update -frequency -t available-

transfers-percentage _c_max-cap-concurrent-transfers _ -x_project-snapmirror

-throttle

次のコマンドでは、実行可能な SnapMirror 同時転送を 100% 使用するスケジュールを追加しています。
ただし、どの時点においても同時転送数は 25 を超えない範囲に設定しています。

transition schedule add -p sample_project-n dr_active -d 1-5 -b 23:30-e 03:00-c 25-x 200-u 00:30
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8. 作成した移行プロジェクトに関する詳細情報を表示します。

transition cbt show -p_project-name_`

CLI を使用した 7-Mode 構成の移行のカスタマイズ

デフォルトでは、すべての 7-Mode 構成が ONTAP に移行されます。7-Mode Transition

Tool CLI を使用して、ボリューム、 NFS 、 CIFS 、 SAN 、ネームサービスの構成の一
部または全部を移行から除外することができます。また、 7-Mode の NFS エクスポート
ルールや Snapshot スケジュールを統合することや、既存の NFS エクスポートポリシー
や Snapshot ポリシーをターゲット SVM で再利用することもできます。

この作業は設定を適用する前に実行する必要があります。その後は変更はすべて無視されます。

7-Mode Transition Tool では、除外した構成の事前確認は実行されません。

デフォルトでは、すべての 7-Mode 構成が移行対象として選択されます。

最初にすべての構成の事前確認を実行してから、以降の事前確認の実行の際に 1 つ以上の構成を除外するこ
とを推奨します。これにより、移行対象から除外される構成とスキップされる事前確認を把握できます。

手順

• 構成を除外して検証する

a. 構成を除外します： +* transition cbt property-set-p_project_name_-n

_config_property_name _-v true *

config_property_name は除外する構成です

移行対象から除外可能な構成

a. 構成を除外するために設定したプロパティの値を検証します。

transition cbt property-get-p_project_name>-n_config_property_name_

• 移行対象の NFS エクスポートルールを統合します。

◦ 7-Mode の類似する NFS エクスポートルールを統合して、 clustered Data ONTAP の単一のエクスポ

ートポリシーにまとめます。これを移行後のボリュームまたは qtree に適用できます。 +*

transition cbt property-set -p project_name _-n nfs_consolidate-similiar-

7mode-exports -v true *

「 nfs-consolidate-similiar-7mode-exports 」プロパティを「 false 」に設定すると、 7-Mode の NFS

エクスポートルールごとに新しい NFS エクスポートポリシーが ONTAP に作成されます。

◦ ツールによって作成されるエクスポートポリシーに一致する、 SVM 上の既存の NFS エクスポートポ

リシーを再利用します。これを移行後のボリュームまたは qtree に適用できます。 +* transition

cbt property-set -p project_name -n nfs_reuse-matching-svm-export-policies

-v true *

• 移行対象の Snapshot スケジュールを統合します。
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◦ 同様の 7-Mode Snapshot スケジュールを統合して、 ONTAP の 1 つの Snapshot ポリシーにまとめま

す。これを移行後のボリュームに適用できます。 +* transition cbt property-set -p

project_name _-n consolidate-similar-7mode-snapshot-policies _ -v true *

「 consolidate-similar-7mode-snapshot-policies 」プロパティを false に設定すると、 Snapshot スケ
ジュールごとに新しい Snapshot ポリシーが ONTAP に作成されます。

◦ ツールによって作成される Snapshot ポリシーに一致する、 SVM 上の既存の Snapshot ポリシーを再

利用します。これを移行後のボリュームに適用できます。 +* transition cbt property-set

-p project_name _-n reuse-matching-svm-snapshot-policies _ -v true *

移行対象から除外可能な構成

7-Mode Transition Tool CLI の「 transition cbt property-set 」コマンドでプロパティ名を
指定することで、 NFS 、 CIFS 、 SAN 、およびネームサービスの一部の構成を移行か
ら除外することで、構成の移行をカスタマイズできます。

NFS

除外する 7-Mode 構成 プロパティ名

エクスポートポリシー 「 ignore-nfs-exports-transition 」を参照してくださ
い

NFS オプション 「 ignore-nfs-options -transition 」を参照してくださ
い

すべての NFS 構成 「 ignore-all-nfs-configurations -transition 」を参照し
てください

CIFS

除外する 7-Mode 構成 プロパティ名

ローカルユーザとローカルグループ 「 ignore-local-users-groups-transition 」を参照して
ください

ホームディレクトリパス 「 ignore-cifs-home-directory-paths-transition 」を指
定します

シンボリックリンク 「 ignore-cifs-symlinks-transition 」を参照してくださ
い

ワイドリンク 「 ignore-cifs-wideline-transition 」を参照してくださ
い

共有および共有 ACL 「 ignore-cifs-shares-and -ACLs-transition 」を参照し
てください
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除外する 7-Mode 構成 プロパティ名

CIFS オプション 「 ignore-cifs-options -transition 」を参照してくださ
い

ネームマッピング 「 ignore-cifs-name-mapping-transition 」を参照して
ください

監査設定 「 ignore-cifs-audit-transition 」を参照してください

優先ドメインコントローラリスト 「 ignore-cifs-preferred-domain-controllers -list

-transition 」

すべての CIFS 構成 「 ignore-all-cifs-configurations -transition 」を参照し
てください

ネームサービス

除外する 7-Mode 構成 プロパティ名

ネットグループ 「 ignore-netgroups-transition 」を参照してください

UNIX ユーザおよびグループ 「 ignore-unix-users-groups-transition 」を参照して
ください

NIS 「 ignore-nis-transition 」

DNS 「 ignore-dns-transition 」を参照してください

LDAP 「 ignore-ldap-transition 」を参照してください

/etc/nsswitch.conf ファイル 「 ignore-nsswitch-transition 」を参照してください

LDAP ベースのユーザマッピング 「 ignore-nmswitch-transition 」を参照してください

/etc/hosts ファイル 「 ignore-etc/hosts.transition 」を参照してください

すべてのネームサービス設定 「 ignore-all-nameserveservices-configurations

-transition 」を参照してください

SAN
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除外する 7-Mode 構成 プロパティ名

igroup と LUN マッピング 「 ignore-igroup-and -lunmapping -transition 」を参照
してください

すべての構成 「 ignore-all-san-configurations -transition 」を参照し
てください

Snapshot スケジュール

除外する 7-Mode 構成 プロパティ名

Snapshot スケジュール snapshot-schedule-transition を無視します

このオプションが true に設定されてい
る場合は、「デフォルト」の Snapshot

ポリシーが移行したボリュームに適用
されます。

• 関連情報 *

ONTAP への移行対象としてサポートされる CIFS 構成とされない CIFS 構成

NFS の移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

ネームサービスの移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

SAN の移行：サポートされる構成とされない構成、必要な手動手順

の NFS エクスポートルールと Snapshot スケジュールの統合例 移行

ONTAP で同様の 7-Mode エクスポートルールと 7-Mode Snapshot スケジュールを 1 つ
の NFS エクスポートポリシーおよび 1 つの Snapshot ポリシーに統合する例を確認でき
ます。ターゲット SVM で一致する既存のポリシーを再利用するかどうかに関係なく、
移行したボリュームまたは qtree に統合ポリシーがどのように割り当てられるかについ
て理解しておくこともできます。

移行のための NFS エクスポートルールを統合する例

• 移行前の 7-Mode と ONTAP の NFS エクスポートルール *

• 7-Mode エクスポートルール *

/vol/vol1       -sec=sys,rw,nosuid

/vol/vol2       -sec=sys,rw,nosuid

/vol/vol3       -sec=sys,rw,nosuid
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• ONTAP * に存在するエクスポートポリシー

cluster-2::> vserver export-policy show -vserver vs1

Vserver          Policy Name

---------------  -------------------

vs1              default

vs1              export_policy_1

既存のエクスポートポリシー export_policy_1 には次のエクスポートルールがあります。

cluster-2::> vserver export-policy rule show -vserver vs1 -policyname

export_policy_1

             Policy          Rule    Access   Client                RO

Vserver      Name            Index   Protocol Match                 Rule

------------ --------------- ------  -------- ---------------------

---------

vs1          export_policy_1 1       nfs      0.0.0.0/0             sys

• 移行後の ONTAP のエクスポートポリシー（統合あり、再利用なし） *

7-Mode のボリューム vol1 、 vol2 、 vol3 には、同様のエクスポートルールがあります。そのため、移行後に
は、新しく統合されたエクスポートポリシーである transition_export_policy_1 がこれらのボリュームに割り
当てられます。

cluster-2::> vserver export-policy show -vserver vs1

Vserver          Policy Name

---------------  -------------------

vs1              default

vs1              export_policy_1

vs1              transition_export_policy_1

3 entries were displayed.

cluster-2::> vserver export-policy rule show -vserver vs1 -policyname

transition_export_policy_1

             Policy          Rule    Access   Client                RO

Vserver      Name            Index   Protocol Match                 Rule

------------ --------------- ------  -------- ---------------------

---------

vs1          transition_export_policy_1

                             1       nfs      0.0.0.0/0             sys
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cluster-2::> volume show -vserver vs1 -volume vol1,vol2,vol3 -fields

policy

vserver volume policy

------- ------ --------------------------

vs1     vol1   transition_export_policy_1

vs1     vol2   transition_export_policy_1

vs1     vol3   transition_export_policy_1

3 entries were displayed.

• 移行後に ONTAP のエクスポートポリシーを統合および再利用 *

7-Mode のボリューム vol1 、 vol2 、 vol3 には、同様のエクスポートルールがあります。そのため、移行後に
は、統合されたエクスポートポリシーがこれらのボリュームに割り当てられます。7-Mode エクスポートポリ
シーと一致するエクスポートポリシー export_policy_1 が SVM にすでに存在します。そのため、このポリシ
ーがこれらのボリュームに適用されます。

cluster-2::> vserver export-policy show -vserver vs1

Vserver          Policy Name

---------------  -------------------

vs1              default

vs1              export_policy_1

2 entries were displayed.

cluster-2::> vserver export-policy rule show -vserver vs1 -policyname

export_policy_1

             Policy          Rule    Access   Client                RO

Vserver      Name            Index   Protocol Match                 Rule

------------ --------------- ------  -------- ---------------------

---------

vs1          export_policy_1 1       nfs      0.0.0.0/0             sys

cluster-2::> volume show -vserver vs1 -volume vol1,vol2,vol3 -fields

policy

vserver volume policy

------- ------ --------------------------

vs1     vol1   export_policy_1

vs1     vol2   export_policy_1

vs1     vol3   export_policy_1

3 entries were displayed.
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移行のための Snapshot ポリシーの統合例

• 移行前の 7-Mode と ONTAP の Snapshot スケジュール *

• 7-Mode スケジュール *

7-Mode ボリューム 7-Mode Snapshot スケジュール

vol1 0 2 4@8 、 12 、 16 、 20 （週単位 Snapshot コピー
： 0 、日単位 Snapshot コピー： 2 、時間単位
Snapshot コピー： 6 （ 2 、 4 、 8 、 12 、 16 ） 20

時間）

vol2 0 2 4@8 、 12 、 16 、 20

（ 3 ） vol3 0 2 4@8 、 12 、 16 、 20

Vol4 1 2 3@8 、 12 、 16 （週単位 Snapshot コピー： 1

、日単位 Snapshot コピー： 2 、時間単位 Snapshot

コピー： 3 （ 8 、 12 、 16 時間））

vol5 2 2 3@8 、 12 、 16 （週単位 Snapshot コピー： 2

、日単位 Snapshot コピー： 2 、時間単位 Snapshot

コピー： 3 （ 8 、 12 、 16 時間））

• ONTAP * に存在する Snapshot ポリシー

Snapshot ポリシー名 ポリシーの詳細

スケジュールの週次 週単位、 count ： 1

スケジュール DailyHourly4 • スケジュールの詳細 *

• Schedule1 ：日単位、 count1 ： 2

• Schedule2 ：時間単位、 count2 ： 4 （ 8 、 12

、 16 、 20 時間ごと

スケジュール時間 1 毎時 8 、 12 、 16 、 20 時間、 count ： 4

• 移行後の ONTAP の Snapshot ポリシー（統合あり、再利用なし） *
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7-Mode ボリューム 7-Mode Snapshot スケジュール ONTAP の Snapshot ポリシー

vol1 0 2 4@8 、 12 、 16 、 20 （週単
位 Snapshot コピー： 0 、日単位
Snapshot コピー： 2 、時間単位
Snapshot コピー： 4 （ 8 、 12 、
16 、 20 時間））

• vol1 、 vol2 、 vol3 * の統合さ
れたポリシー

• 名前：
transition_snapshot_policy_0

• スケジュールの詳細

◦ Schedule1 ：日単位、
count1 ： 2

◦ Schedule2 ：時間単位、
count2 ： 4 （ 8 、 12 、
16 、 20 時間ごと

vol2 0 2 4@8 、 12 、 16 、 20 （ 3 ） vol3

0 2 4@8 、 12 、 16 、 20 Vol4 1 2 3@8 、 12 、 16 （週単位
Snapshot コピー： 1 、日単位
Snapshot コピー： 2 、時間単位
Snapshot コピー： 3 （ 8 、 12 、
16 時間））

• 名前：
transition_snapshot_policy_1

• スケジュールの詳細

◦ Schedule1 ：週単位、
count1 ： 1

◦ Schedule2 ：日単位、
count2 ： 2

◦ スケジュール 3 ：毎時、
count3 ： 3 個、 8 、 12 、
16 時間

vol5 2 2 3@8 、 12 、 16 （週単位
Snapshot コピー： 2 、日単位
Snapshot コピー： 2 、時間単位
Snapshot コピー： 3 （ 8 、 12 、
16 時間））

• 移行後の ONTAP の Snapshot ポリシー。統合および再利用あり *

7-Mode ボリューム 7-Mode Snapshot スケジュール ONTAP の Snapshot ポリシー

vol1 0 2 4@8 、 12 、 16 、 20 （週単
位 Snapshot コピー： 0 、日単位
Snapshot コピー： 2 、時間単位
Snapshot コピー： 4 （ 2 、 4 、 8

、 12 、 16 ） 20 時間）

既存の ONTAP ポリシーが再利用
される vol1 、 vol2 、 vol3 の統合
されたポリシー

名前： ScheduleDailyHourly4

vol2 0 2 4@8 、 12 、 16 、 20 （ 3 ） vol3
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7-Mode ボリューム 7-Mode Snapshot スケジュール ONTAP の Snapshot ポリシー

0 2 4@8 、 12 、 16 、 20 Vol4 1 2 3@8 、 12 、 16 （週単位
Snapshot コピー： 1 、日単位
Snapshot コピー： 2 、時間単位
Snapshot コピー： 3 （ 8 、 12 、
16 時間））

• 名前：
transition_snapshot_policy_1

• スケジュールの詳細

◦ Schedule1 ：週単位、
count1 ： 1

◦ Schedule2 ：日単位、
count2 ： 2

◦ スケジュール 3 ：毎時、
count3 ： 3 個、 8 、 12 、
16 時間

vol5 2 2 3@8 、 12 、 16 （週単位
Snapshot コピー： 2 、日単位
Snapshot コピー： 2 、時間単位
Snapshot コピー： 3 （ 8 、 12 、
16 時間））

事前確認を実行

移行セッションを作成したら、「 transition precheck 」コマンドでセッションを検証し
て、 7-Mode 環境が移行可能かどうかを確認できます。7-Mode ストレージシステムと
SVM の間で、機能やセキュリティ設定などの要素に互換性があるかどうかを確認できま
す。

移行セッションが準備状態にあることが必要です。

transition cbt precheck コマンドは ' 詳細なエラー・メッセージ・レポートを生成しますレポートで特定された
問題には、移行プロセスに問題が与える影響に応じて重大度レベルが割り当てられます。一部のエラーは移行
を妨げる可能性があるため、エラーと警告に対しては対処策を実施する必要があります。また、移行処理に進
む前に、他の重大度レベルのメッセージについてもその影響を確認する必要があります。

手順

1. 移行の互換性を確認します。

transition cbt precheck -p project_name
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7-Mode Transition Tool>transition cbt precheck -p project_finance

[1/14 ] Project status checks

[    Errors     ]

Operation summary:

------------------

The 'precheck' operation on the project 'project_finance' has failed.

 1  Errors - Failed!

Do you want to see a detailed report {yes, no} [yes]:

1 Errors:

---------

90202: Checking whether any of the 7-Mode volumes are in 'offline'

state.                              [     Error     ]

  > Following volumes are in 'offline' state.

  > CORRECTIVE-ACTION: Bring offline volumes online by using the

following command: 'vol online

  > <volume_name>'.

  > AFFECTED-OBJECTS: { vol2 }

Next suggested steps:

---------------------

1. Review the 'precheck' operation results, fix all blocking errors and

run the 'precheck' operation again.

2. Use the 'transition job-results -j 6e33e0a7-bb36-49df-91f3-

2e52cbfa3074' command to see the results of this

operation.

Ran precheck for project 'project_finance'.

7-Mode ボリュームからのデータコピーを開始する前に、移行時に原因の問題が発生する可能性があるエラー
をすべて解決する必要があります。

移行プロジェクトのデータコピーを開始します

ベースライン転送のために、 7-Mode ボリュームから ONTAP ボリュームへのデータコ
ピーを開始することができます。ベースライン転送は、プロジェクトで設定されている
データコピースケジュールがアクティブになると開始されます。ベースライン転送の完
了後は、データコピースケジュールに基づいて定期的に ONTAP ボリュームが更新され
ます。

• プロジェクトに対して事前確認を実行し、エラーをすべて解決しておく必要があります。
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• データ転送用のソースシステムとデスティネーションシステムの間に、広帯域幅、低レイテンシの専用ネ
ットワークを設定しておく必要があります。

SnapMirror マルチパスを使用して、データ転送の負荷を 2 つのパスに分散させることがで
きます。

• セッションに対してデータコピースケジュールを設定する必要があります。

既存の SVM に移行する場合は、この処理の実行中にボリュームが作成されます。新しい SVM に移行する場
合は、この処理の実行中に SVM とそのボリュームが作成されます。

7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームの間に SnapMirror 関係が作成されます。

手順

1. データコピーを開始します。

transition start -p project_name

開始操作が失敗し ' データ・コピーが開始されていない場合は ' 問題を解決し ' もう一度 transition start コ
マンドを実行する必要があります

7-Mode Transition Tool>transition start -p project_finance

[1/17 ] Project status checks                                      [

Ok       ]

[2/17 ] Validating 7-Mode system information                       [

Ok       ]

[3/17 ] Validating 7-Mode volumes information                      [

Ok       ]

[4/17 ] Validating Cluster-Mode system information                 [

Ok       ]

[5/17 ] Validating Cluster-Mode volume information                 [

Ok       ]

[6/17 ] Validating LIF information                                 [

Notifications ]

[7/17 ] WAFL prechecks                                             [

Ok       ]

[8/17 ] UNIX users and groups prechecks                            [

Warnings    ]

[9/17 ] SnapMirror prechecks                                       [

Notifications ]

[10/17] NFS prechecks                                              [

Warnings    ]

[11/17] Networking prechecks                                       [

Notifications ]

[12/17] CIFS prechecks                                             [

Warnings    ]

108



[13/17] Name services prechecks                                    [

Warnings    ]

[14/17] SAN prechecks                                              [

Ok       ]

[15/17] Creating Cluster-Mode volumes                              [

Ok       ]

[16/17] Establishing SnapMirror relationships between the 7-Mode and

Cluster-Mode volumes

[      Ok       ]

[17/17] Initializing SnapMirror relationships between the 7-Mode and

Cluster-Mode volumes

[      Ok       ]

Operation summary:

------------------

The 'start' operation is completed with warnings and notifications.

 0  Errors - No action required

22  Warnings - Need your attention!

16  Notifications - Please review

102  Informational messages

Do you want to see a detailed report {yes, no} [yes]:

22 Warnings:

------------

20362: Checking whether 7-Mode UNIX groups' names are in use in the

Vserver 'vs2'.  [    Warning    ]

  > The following 7-Mode UNIX groups' names are already in use in the

Vserver 'vs2'.

  > AFFECTED-OBJECTS: { daemon }

20372: Checking whether 7-Mode UNIX groups' ids are in use in the

Vserver 'vs2'.    [    Warning    ]

  > The following 7-Mode UNIX groups' ids are already in use in the

Vserver 'vs2'.

  > AFFECTED-OBJECTS: { daemon }

プロジェクトが copy-baseline 状態になります。ベースライン転送が完了すると、プロジェクトは copy-

update 状態になります。

ONTAP ボリュームに構成を適用する

ベースラインデータコピーが完了したら、 7-Mode システムのすべての NAS 構成（プロ
トコルとサービスの構成を含む）を ONTAP ボリュームにコピーして適用することがで
きます。ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.2 以降が実行されている場合は、この
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フェーズで SAN 構成が移行されます。

• 構成はカットオーバー前フェーズで適用されます。このフェーズにはカットオーバー前読み取り専用モー
ドとカットオーバー前読み取り / 書き込みモードの 2 つのモードがあります。

• プロジェクトに次の要素が含まれている場合、カットオーバー前読み取り / 書き込みモードはサポートさ
れません。

◦ SAN ボリュームとターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.1 以前が実行されている。この場合、次の
構成はカットオーバー前フェーズでは適用されず、カットオーバーフェーズで適用されます。

▪ SAN 構成

▪ Snapshot スケジュールの設定

◦ SnapLock Compliance ボリューム。

プロジェクトに SnapLock Compliance ボリュームが含まれている場合は、 Snapshot スケジュールの
設定はカットオーバー前フェーズでは適用されず、カットオーバーフェーズで適用されます。

を参照してください SnapLock Compliance ボリュームの移行に関する考慮事項。

• ターゲットクラスタが Data ONTAP 8.3.1 以前を実行していて、プロジェクト内のいずれかのボリューム
に LUN が含まれている場合、カットオーバー前フェーズの読み取り / 書き込みモードはサポートされま
せん。

• ターゲットクラスタが Data ONTAP 8.3.1 以前を実行していて、 SAN ボリュームと NAS ボリュームの両
方がプロジェクトに含まれている場合、カットオーバー前フェーズでは NAS 構成のみが移行され、移行
された NAS 構成は読み取り専用モードでのみテストできます。

SAN 構成はストレージカットオーバーフェーズで移行されます。

SAN LIF は設定されません。

• ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.1 以前が実行されていて、 SAN ボリュームがプロジェクトに含
まれている場合、構成の適用（カットオーバー前）フェーズでは Snapshot スケジュールの設定が適用さ
れません。

これらの設定はカットオーバーフェーズで適用されます。

• ターゲットクラスタで Data ONTAP 8.3.1 以前が実行されていて、 SAN ボリュームがプロジェクトに含
まれている場合、構成の適用（カットオーバー前）フェーズでは Snapshot スケジュールの設定が適用さ
れません。

これらの設定はカットオーバーフェーズで適用されます。

手順

• 読み取り専用モードで移行処理を実行します。

'transition cbt precutover -p project_name -m ro_test -c max_cap_concurrent_transfers

_snapmirror_throttle`

• 読み取り / 書き込みモードで移行処理を実行します。
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a. ONTAP に構成を適用します。 +* transition cbt precutover -p project_name -m

rw_test -c max_cap_concurrent_transfers -b _snapmirror_throttle*

b. ONTAP で構成を手動でテストして検証します。

c. 再同期操作を開始します +* transition cbt resync -p _project_name *

移行を完了します

完了処理はシステムの停止を伴うため、実行するタイミングを検討する必要がありま
す。SnapMirror 関係にあるボリュームを移行する際には、プライマリプロジェクトの移
行を実行する前にセカンダリプロジェクトが完了している必要があります。

手順

1. 7-Mode ボリュームから ONTAP ボリュームへのデータコピーを実行します。

*transition cbt update -p _project_name --t_available-transfers-percentage -c

_snapmirror-throttlemax-cap-concurrent-transfers _-x -r interactive *

これにより、ストレージカットオーバー時のダウンタイムを削減できます。

2. 手動：クライアントアクセスを切断します。

3. 移行プロセスを完了します。

`*transition cbt cutover -p _project_name --t_available-transfers-percentage -c _max-cap-concurrent-

transfers  x _snapmirror-throttle -r interactive -o [true | false] *

デフォルトでは 7-Mode ボリュームがオフラインになります。7-Mode ボリュームをオンラインのままに
するには、「 -o 」オプションを「 false 」に設定します。

一部の理由でカットオーバーが失敗した場合（ 7-Mode システムまたはクラスタに到達で
きない場合など）は、問題を解決して「 transition cutover 」コマンドを再度実行する必要
があります。

コマンドの詳細については、マニュアルページを参照してください。

移行セッションがカットオーバー状態になります。カットオーバーが成功すると、セッションは完了状態
になります。

移行後のタスクを実行し、クライアントを ONTAP ボリュームに再接続する必要があります。

移行管理用のコマンド

「 transition cbt 」コマンドを使用して、移行プロジェクトの作成、変更、削除、表示な
どの機能を管理することができます。

次のオプションはすべてのコマンドで使用できます。

-r no: コマンドの対話的な性質を無効にします。デフォルトでは、このオプションは有効になっています。
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詳細モードを有効にする -v オプションを 'transition version' および transition cbt menu' コマンドとともに使
用することもできます

移行処理を管理するコマンド

状況 使用するコマンド

移行プロジェクトを作成 「 transition cbt create 」のようになります

指定したプロジェクトにクラスタ情報を追加します 「 transition cbt add-cluster-info 」を実行します

移行プロジェクトを変更 「 transition cbt modify 」のように変更されます

ONTAP ストレージシステムへの移行を完了する 移行の CBT カットオーバー

プロジェクトに対して事前確認を実行します 「 transition cbt precheck 」のようになりました

ONTAP ストレージシステムに構成を適用します 移行 CBT precutover

7-Mode ボリュームと ONTAP 間の SnapMirror 再同
期を開始します プロジェクト内のボリューム

「 transition cbt resync 」のように実行されます

ONTAP ボリュームに対して SnapMirror 更新処理を
開始する

「 transition cbt update 」のように表示されます

7-Mode Transition Tool のバージョンを表示する 「 transition cbt version 」のように表示されます

7-Mode ボリュームから ONTAP へのベースラインデ
ータコピーを開始する プロジェクト内のボリューム

「 transition cbt start 」のように表示されます

7-Mode ボリュームから ONTAP ボリュームへのデー
タコピーを一時停止します プロジェクト内

transition cbt pause （移行の CBT 一時停止

7-Mode ボリュームから ONTAP へのデータコピー転
送を再開します 一時停止中のプロジェクトのボリュ
ーム

「 transition cbt resume 」のようになります

移行プロジェクトを中止する 「 transition cbt abort 」のように表示されます

移行プロジェクトを削除する 「 transition cbt delete 」のように表示されます

移行プロジェクトのリストを表示するか、に関する
情報を表示します プロジェクト

「 transition cbt show 」のように表示されます
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Volume SnapMirror 関係を管理するコマンド

状況 使用するコマンド

7-Mode プライマリシステムに関する情報をセカンダ
リに追加する プロジェクト

「 transition cbt add-primary-7-mode-system` 」

"CBT ：特定のセカンダリプロジェクトに必要なプラ
イマリ 7-Mode の詳細をすべて提供する方法"

ONTAP セカンダリシステムに関する情報をプライマ
リに追加する プロジェクト

transition cbt add-secondary-cluster-mode-system`

"CBT ：必要なセカンダリクラスタの詳細をプライマ
リプロジェクトに追加する方法"

7-Mode プライマリシステムに関する情報をセカンダ
リから削除する プロジェクト

transition cbt remove-primary-7-mode-system`

ONTAP セカンダリシステムに関する情報をプライマ
リから削除する プロジェクト

transition cbt remove-secondary-cluster-mode-

system`

セカンダリプロジェクトに追加された 7-Mode プライ
マリシステムを一覧表示します

「 transition cbt show -primary-7-mode systems 」を
参照してください

プライマリプロジェクトに追加された ONTAP セカン
ダリシステムを一覧表示します

transition cbt show-ssecondary-cluster-mode-

pSystems 」のように表示されます

Data ONTAP システムのクレデンシャルを管理するコマンド

状況 使用するコマンド

クレデンシャルの保存（ユーザ名とパスワード） 移
行サーバ内のホスト

移行クレデンシャルには、「 add 」が追加

ホストのユーザ名を取得します 移行クレデンシャルは「取得」されます

ホストのユーザ名またはパスワードを変更します 「 transition credentials modify 」を参照してください

ホストのクレデンシャルを移行サーバから削除する 移行クレデンシャルは削除されます

プロジェクトのボリュームペアを管理するコマンド

状況 使用するコマンド

7-Mode ボリュームと ONTAP ボリュームを追加（ボ
リュームペア） をプロジェクトに追加します

transition cbt volumepair add
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状況 使用するコマンド

プロジェクトの ONTAP ボリュームを変更する transition cbt volumepair modify 」のように表示され
ます

プロジェクトからボリュームペアを削除する 「 transition cbt volumepair remove 」のように表示
されます

プロジェクトのボリュームペアをリストします transition cbt volumepair show

LIF の詳細を管理するコマンドです

FC LIF と iSCSI LIF は 7-Mode Transition Tool では移行されません。

状況 使用するコマンド

SVM データ LIF をプロジェクトに追加する 「 transition cbt lif add 」のように変更されました

プロジェクトの SVM データ LIF を変更する 「 transition cbt lif modify 」のように変更されます

プロジェクトから LIF を削除する 「 transition cbt lif remove 」のように表示されます

プロジェクトに追加したすべての LIF を一覧表示し
ます

「 transition cbt lif show 」のように表示されます

プロジェクトプロパティを管理するコマンド

状況 使用するコマンド

特定のプロジェクトプロパティの値を設定します transition cbt property-set`

特定のプロジェクトプロパティの値をクリアします 「 transition cbt property-reset 」のように指定します

特定のプロジェクトプロパティの値を取得します 「 transition cbt property-get 」のように指定します

移行ジョブを管理するコマンド

状況 使用するコマンド

特定ので実行されたジョブまたは実行中のジョブを
一覧表示します プロジェクトと運用

「ジョブの移行」

ジョブのステータスを表示します 「 transition job-status 」を参照してください
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状況 使用するコマンド

ジョブの結果を表示します 「 transition job-results 」を参照してください

移行スケジュールを管理するコマンド

状況 使用するコマンド

SnapMirror 転送を帯域幅とともに管理するスケジュ
ールを追加してください

「 transition cbt schedule add 」のようになります

プロジェクトの SnapMirror スケジュールを変更しま
す

「 transition cbt schedule modify 」のように変更され
ます

プロジェクトから SnapMirror スケジュールを削除し
ます

「 transition cbt schedule remove 」のように表示さ
れます

プロジェクトのすべての SnapMirror スケジュールを
一覧表示する

「 transition cbt schedule show 」のように表示され
ます

ツールログを収集するコマンド

状況 使用するコマンド

7-Mode Transition Tool ログのログファイルを収集す
るには、サーバの 7-Mode Transition Tool インストー
ルパスの「 asup 」ディレクトリにログファイルを保
存します。

transition bundle-tool-logs 」のように入力します

これらのコマンドの詳細については、 7-Mode Transition Tool CLI のマニュアルページを参照してください。

• 関連情報 *

7-Mode ボリュームからデータと構成をマイグレート

移行後の手動タスクを実行

ストレージカットオーバーが終了して移行が完了したら、 ONTAP ボリュームにクライ
アントがアクセスできるようにする前に、移行されなかった機能を設定するタスクを実
行する必要があります。

手順

1. 手動：事前確認レポートで報告された、移行されなかった機能を設定するために必要な手順を実行しま
す。

たとえば、 IPv6 と FPolicy は移行後に手動で設定する必要があります。
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2. 移行された構成を削除または統合します。

7-Mode Transition Tool は、 7-Mode から移行されるすべての構成に対して新しいインスタンスを作成しま
す。そのため、 cron スケジュールなどの一部の構成は、手動で統合または削除しなければならない場合
があります。

3. SAN の移行：ホストを手動で再設定します。

"SAN ホストの移行および修復"

4. 次の点を検証し、 SVM がクライアントにデータを提供できる状態であることを確認します。

◦ SVM 上のボリュームがオンラインであり、読み取り / 書き込み可能である。

◦ SVM 上の IP アドレスが有効になっており、ネームサーバから到達可能である。

5. クライアントアクセスを ONTAP ボリュームにリダイレクトします。

◦ 関連情報 *

"ネットアップのマニュアル： ONTAP 9"

FC ゾーン計画を使用したゾーンの設定

移行が完了したら、 FC ゾーン計画を使用してゾーンを設定し、イニシエータホストと
ターゲットをグループ化してクラスタからのデータアクセスを提供する必要がありま
す。

• クラスタとイニシエータホストがスイッチに接続されている必要があります。

• FC ゾーンのスクリプトファイルにアクセスできる必要があります。

手順

1. スイッチの CLI にログインします。

2. 必要なゾーンコマンドを 1 つずつコピーして実行します。

次の例では、スイッチに対して zone コマンドを実行します。

switch1:admin>config terminal

# Enable NPIV feature

feature npiv

zone name auto_transition_igroup_d31_194bf3 vsan 10

member pwwn 21:00:00:c0:dd:19:4b:f3

member pwwn 20:07:00:a0:98:32:99:07

member pwwn 20:09:00:a0:98:32:99:07

.......

.......

.......

copy running-config startup-config
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イニシエータホストがクラスタのデータにアクセスできます。

LUN 移行が失敗した場合のリカバリ

LUN を含むボリュームの移行が失敗した場合は、 lun transition 7-mode show コマンド
を使用して、 ONTAP に移行されなかった LUN を確認してから、対処方法を特定できま
す。

手順

1. advanced 権限レベルに切り替えます。

「 * set -privilege advanced * 」のように指定します

2. 失敗した LUN を確認します。

'lun transition 7-mode show

3. EMS ログを確認して、必要な対処方法を特定します。

4. EMS メッセージに表示されている必要な手順を実行して、エラーを修正します。

5. サポートされている LUN の移行に失敗した場合は、移行を完了します。

「 * lun transition start * 」のように入力します

6. ボリュームの移行ステータスを確認します。

「 * lun transition show * 」を参照してください

移行ステータスは、次のいずれかの値になります。

◦ アクティブ：ボリュームはアクティブな SnapMirror 移行関係にあり、まだ移行されていません。

◦ complete ：このボリュームのサポートされているすべての LUN が移行されます

◦ failed ：ボリュームの LUN 移行に失敗しました

◦ 'none` ： 7-Mode システムから移行する LUN がボリュームに含まれていませんでした。

cluster1::*> lun transition show

Vserver              Volume             Transition Status

-------------------- ------------------ -----------------

vs1                  vol0               none

                     vol1               complete

                     vol2               failed

                     vol3               active

移行された SAN 構成を表示する

SAN ボリュームの LUN シリアル番号と LUN ID は、移行後に変更されます。移行され
た SAN 構成を表示するには、 7-Mode Transition Tool CLI を使用して以前の LUN から
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移行後の LUN へのマッピングを生成し、その情報を「 .csv 」ファイルにエクスポー
トします。

ストレージカットオーバーが正常に完了している必要があります。

手順

1. LUN マッピング情報を生成するには、 CLI から次のコマンドを実行します。

transition cbt export lunmap -p project_name -o file_path`

C:\Program Files\NetApp\7-Mode Transition Tool>transition cbt export

lunmap -s SanWorkLoad -o c:/Libraires/Documents/7-to-C-LUN-MAPPING.csv

Successfully exported 7 to C LUN mapping for 'SanWorkLoad'

次に、 LUN マッピングファイルの例を示します。

7-Mode Storage System,192.168.43.49,

vfiler,finance,

cDOT Storage System,192.168.32.97,

SVM,finance,

LUN#,Source LUN Path,7-Mode Serial Number,Source Igroups,Source mapping

LUN ID,Destination LUN Path,Serial Number,Destination Igroup,Destination

mapping LUN ID

LUN#1,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

inventory,dtY5B4tFAaAF,WinGrp,0,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

inventory,7SQ8p$DQ12rX,WinGrp,0

LUN#1,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

inventory,dtY5B4tFAaAF,WinGrp2,3,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

inventory,7SQ8p$DQ12rX,WinGrp2,3

LUN#1,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

inventory,dtY5B4tFAaAF,WinGrp3,4,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

inventory,7SQ8p$DQ12rX,WinGrp3,4

LUN#2,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

payroll,dtY5B4tFAaAC,LnxGrp1,2,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

payroll,7SQ8p$DQ12rT,LnxGrp1,4

LUN#2,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

payroll,dtY5B4tFAaAC,LnxGrp2,2,/vol/vol_SANdataset_sm_0/lun-

payroll,7SQ8p$DQ12rT,LnxGrp2,4

移行した ONTAP ボリュームへのアクセスをリストアする前に、必要な移行後のタスクをホスト上で実行する
必要があります。

"SAN ホストの移行および修復"
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SnapDrive で管理される LUN の 7-Mode Snapshot コピーに関する制限事項 および
SnapManager への移行後の対応を示します

clustered Data ONTAP 8.3 に移行すると、移行した 7-Mode Snapshot コピーに対する
SnapDrive と SnapManager のバックアップ検証処理とリストア処理が失敗しま
す。clustered Data ONTAP 8.3.1 に移行すると、移行した 7-Mode Snapshot コピーに対
する SnapManager for Microsoft Exchange Server （ SME ）のバックアップ検証処理と
SnapManager for Hyper-V （ SMHV ）のリストア処理が失敗します。

7-Mode システムに接続されているホストで使用している SnapDrive または SnapManager 、およびクラスタ
で実行している Data ONTAP のバージョンに応じて、事前確認時にこの制限に関する警告メッセージが表示
されます。

clustered Data ONTAP で新たに作成した Snapshot コピーに対しては、 SnapDrive と
SnapManager のバックアップ検証処理とリストア処理がすべてサポートされます。

回避策： SnapDrive と SnapManager を使用したバックアップとリストアの処理 clustered Data ONTAP
8.3 でサポートされています

次のいずれかを実行します。

• 7-Mode Snapshot コピーの有効期限が切れるまで 7-Mode システムを維持します。

必要に応じて、 7-Mode システムを使用して 7-Mode Snapshot コピーの LUN からファイルをリストア
し、そのファイルを clustered Data ONTAP に移行することができます。

• ONTAP の単一ファイルの SnapRestore を使用して 7-Mode Snapshot コピーからアクティブなファイル
システムに LUN をリストアし、リストアした LUN を単一ファイルリストアの対象としてマウントしま
す。

回避策： SME と SMHV を使用したバックアップとリストアの処理に使用します ONTAP 8.3.1 以降ではサポ
ートされるリリース

次のいずれかを実行します。

• ONTAP へのストレージカットオーバーを実行する前に、 7-Mode で作成した SnapManager バックアッ
プが有効であることを確認します。

• 移行した 7-Mode Snapshot コピーから ONTAP でボリュームのクローンを作成し、そのクローンボリュー
ムに LUN をマウントしてバックアップ検証処理とリストア処理を実行します。

7-Mode Snapshot コピーの有効期限が切れるまで 7-Mode システムを維持することを推奨します。

"ネットアップのマニュアル： SnapManager for Microsoft Exchange Server"

"ネットアップのマニュアル： SnapManager for Hyper-V"

"ネットアップのマニュアル： SnapManager for SAP"

"ネットアップのマニュアル： SnapManager for Oracle"

"ネットアップのマニュアル： SnapDrive for UNIX"
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"ネットアップのマニュアル： SnapDrive for Windows （現在のリリース）"

"ネットアップのマニュアル： SnapManager for Microsoft SQL Server"

"ネットアップのマニュアル： SnapManager for Microsoft SharePoint"

移行後にリモートサイトで cron ジョブスケジュールを設定 MetroCluster 構成

移行中に作成された cron ジョブスケジュールはリモートサイトにレプリケートされない
ため、移行後のネゴシエートスイッチオーバーは失敗します。移行後にリモートサイト
で cron ジョブスケジュールを手動で作成する必要があります。

7-Mode アクティブサイトのストレージカットオーバーが正常に完了している必要があります。

手順

1. リモートサイトにレプリケートする必要があるジョブスケジュールを特定するために、ストレージカット
オーバーで生成された cron ジョブメッセージを記録しておきます。

2. リモート・サイトのクラスタ CLI から ' に記録されている job schedule cron create コマンドを実行します
手順 1.。

移行したボリュームから 7-Mode ボリュームの Snapshot コピーを削除する

7-Mode ボリュームの Snapshot コピーは移行したボリュームから自動的に削除されない
ため、移行処理の完了後に手動で削除する必要があります。

7-Mode 環境と clustered Data ONTAP では、 Snapshot コピーの命名規則が異なるため、 7-Mode の
Snapshot コピーを clustered Data ONTAP 環境の Snapshot コピーで自動的に上書きすることはできません。

スペースを効率的に使用するには、不要な 7-Mode Snapshot コピーを削除します。 7-Mode と 7-Mode の
SnapMirror 関係および 7-Mode と clustered Data ONTAP の SnapMirror 関係の Snapshot コピーも削除しま
す。

手順

1. ストレージカットオーバー処理が完了したあとに、不要な 7-Mode Snapshot コピーを削除します。

* snap delete -vserver <svm_name> -volume <volume_name> -snapshot

<snapshot_name> *
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ボリューム移行後の cron スケジュールの統合

7-Mode Transition Tool は、移行したボリュームごとに固有のスケジュールを生成しま
す。そのため、移行後に大量の cron スケジュールが生成される可能性があるため、移行
後の cron スケジュールの統合方法を把握しておく必要があります。

手順

1. job schedule cron コマンドを使用して ' 移行後に cron スケジュールを統合します

移行プロジェクトの管理

7-Mode Transition Tool （ Web インターフェイス）を使用して、移行プロジェクトを管
理することができます。編集、一時停止、再開、中止、削除、 さらに、プロジェクトに
対して事前確認を実行できます。

プロジェクトを編集する

プロジェクトを編集して、ボリュームの追加や削除を行ったり、移行設定を変更したり
することができます。

• プロジェクトを作成しておく必要があります。

• 編集するプロジェクトが開始されていない状態である必要があります。

プロジェクトを編集して、移行対象に選択したボリュームを変更することができます。また、 SVM マッピン
グ、ボリュームマッピング、インターフェイスマッピング、およびデータコピースケジュールを変更すること
もできます。プロジェクトの編集時に、プロジェクトタイプや vFiler ユニットを変更することはできません。

手順

1. [ * ダッシュボード * ] ウィンドウで、編集するプロジェクトを選択します。

2. [ プロジェクトの編集 ] をクリックし、ドロップダウンリストから必要なステップを選択します。

3. ウィザードの手順に従ってプロジェクトを編集します。

SnapMirror 転送およびスケジュールの管理

データコピーフェーズでは、データコピースケジュールに基づいて clustered Data

ONTAP ボリュームが 7-Mode ボリュームのデータで定期的に更新されます。SnapMirror

のベースラインコピー処理、更新処理、および再同期処理に使用されるデータコピース
ケジュールの作成、編集、削除を行うことができます。

複数のデータコピースケジュールを指定して、移行対象として選択したすべてのボリュームのコピー処理を管
理することができます。このスケジュールは、開始時刻、実行時間、更新頻度、スケジュール内で実行する
SnapMirror の同時転送数、スロットル制限などの詳細情報で構成されます。

平日、週末、営業時間、営業時間外など、さまざまな期間に複数の同時転送数とスロットル制限を指定できま
す。 DR スケジュールと DR 以外のスケジュール：
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• 関連情報 *

移行プロジェクトの作成

SnapMirror 転送のデータコピースケジュールを作成します

データコピースケジュールを作成して、プロジェクト内のボリュームの移行データコピ
ー処理を効率的に管理することができます。また、 SnapMirror の同時転送数が上限に達
してレプリケーション処理が失敗することがないように、このスケジュールの実行中に
同時に実行する SnapMirror 転送の数も指定できます。

• プロジェクトが、準備フェーズ、データコピーフェーズ、または構成の適用（カットオーバー前）フェー
ズであることが必要です。

• スケジュールが機能するためには、 7-Mode Transition Tool サービスが常時稼働している必要がありま
す。

データコピースケジュールは、 SnapMirror のベースラインコピー処理、更新処理、および再同
期処理に使用されます。

• プロジェクトごとに少なくとも 1 つのデータコピースケジュールを作成する必要があります。

• プロジェクトごとに最大 7 つのスケジュールを作成できますが、 1 つのプロジェクト内でスケジュール同
士が重なることはできません。

たとえば、営業時間内用と営業時間外用、 DR 時間内用と DR 時間外用、平日用と週末用にカスタマイズ
したスケジュールを作成できます。

複数のプロジェクトで同じ 7-Mode コントローラまたはクラスタを使用している場合は、
データコピースケジュールがプロジェクト間で重複しないようにしてください。

• 設定したスケジュールは、 7-Mode コントローラのタイムゾーンに基づいて適用されます。

• スケジュールの実行中に使用する SnapMirror の同時転送数は、 SnapMirror の同時ストリーム数に対する
割合と、設定されている最大数に基づいて実行時に決定されます。

• スケジュールの実行中に使用する SnapMirror の同時転送数は、スケジュールで指定した SnapMirror 転送
をツールが使用することによって既存の 7-Mode DR スケジュールが影響を受けないように指定する必要
があります。

• ツールが使用している SnapMirror の同時転送数が、設定したスケジュール実行中の同時 SnapMirror 転送
数よりも少ない場合は、新しい転送がスケジュールされて残りの転送数が使用されます。

• スケジュールが終わりに近づいている場合や、 7-Mode ストレージシステムで SnapMirror の同時転送数
が削減された場合は、設定数の転送のみが使用されるようにするために余分な転送が中止されます。

ベースラインコピーが進行中で、かつ Snapshot チェックポイントがまだ作成されていない
場合は、 Snapshot チェックポイントが作成されるのを待ってから転送が中止されます。

手順

1. ダッシュボードの [ データのコピースケジュール ] ページで、 [ プロジェクトの編集 ] をクリックし、 [ ス
ケジュールの構成 ] を選択してスケジュールを作成します。
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2. 新しいスケジュールの名前を入力します。

3. Recurring Days ペインで、データコピー処理を実行する曜日を選択します。

データコピー処理を実行するタイミング 作業

毎日 「 * Daily * 」を選択します。これがデフォルト値で
す。

特定の日のみ a. [ * 日の選択 * ] を選択します。

b. 曜日を選択します。

4. Time Interval ペインで、データコピースケジュールの開始時刻、期間、および頻度を指定します。

a. データコピー処理を開始する時間と分を * Start Time * ドロップダウン・リストから選択して、開始す
る時間を入力します。

有効な値は、 00 ： 00 から 23 ： 30 までです。

b. データコピー処理を実行する期間を入力し、期間（ * Duration * ）ドロップダウンリストから時間と分
を選択します。

スケジュールの実行時間は、 1 週間（ 167 時間 30 分）以内にします。

たとえば、「 20 ： 30 」と指定すると、開始時刻から 20 時間 30 分 SnapMirror 処理が実行されま
す。

c. ベースライン転送の完了後（設定したスケジュール実行時間内）に差分転送を実行する頻度を選択す
るには、次のいずれかの手順を実行します。

▪ [ 頻度の更新 *] ドロップダウンリストから時間と分を選択します。

▪ [ 継続的な更新 ] を選択します。

連続する更新間の最小遅延は 5 分です。

デフォルトでは 30 分ごとに SnapMirror 更新が実行されます。

5. [Parameters for Transition Data Copy Operations] ペインで、 SnapMirror パラメータを入力します。

a. データコピーで使用する SnapMirror 同時転送の最大数を指定するには、次のいずれか、または両方を
実行します。

▪ データコピーに使用する Volume SnapMirror 転送の割合を指定します（スケジュールがアクティ
ブな場合）。これには、 [* Maximum Number of Concurrent VSM Transfers * （同時 VSM 転送の
最大数 * ） ] フィールドに割合を入力します。

実行可能な Volume SnapMirror 転送数は、実行時に計算されます。

このペインには、プラットフォームでサポートされる SnapMirror 同時転送の最大
数が表示されます。
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▪ このスケジュールの実行中に実行できる Volume SnapMirror 同時転送の最大数を * not conなら い
* フィールドで指定します。両方の値を入力した場合は、小さい方の値が同時転送数として使用さ
れます。

移行で使用される同時転送数は、スケジュールおよび設定されている同時転送数に基づいて実行
時に計算されます。

+ 使用するプラットフォームがサポートする Volume SnapMirror 同時転送の最大数が 100 であ
り、現在実行できる転送数は 60 で、次の値を指定しているとします。

▪ 実行可能な Volume SnapMirror 転送数に対する割合は 50%

この割合に基づく同時転送の最大数は、 60 の 50% で 30 となります。

▪ Volume SnapMirror 同時転送の最大数は 25このシナリオでは、 Volume SnapMirror 同時転送
の最大数は、この 2 つの値の少ない方である 25 に設定されます。

i. 次のいずれかを実行して最大帯域幅を MB/s 単位で指定します（スロットル）。

状況 作業

使用可能な帯域幅をすべて使用します 「 * 最大 * 」を選択します。これがデフォ
ルト値です。

スロットル値を指定します [ * 次の値を超えない * ] フィールドに値を
入力します。入力できる最大値は 4194303

です。

[+]

スロットル値は、プロジェクト内のすべてのアクティブな転送間で均等に分配されます。

各転送のスロットルは、実行可能な Volume SnapMirror の同時転送数に基づいて実行時
に決定されます。

アクティブなスケジュールに設定されているスロットル値が 200MB/s 、実行可能な同時転送数が 10 であ
る場合は、それぞれの転送で 20MB/s の帯域幅が使用されます。

スケジュールは、プロジェクトがデータコピーフェーズまたは構成の適用（カットオーバー前）フェーズのと
きにのみ実行されます。

データコピースケジュールを計画する例

100 個の SnapMirror 同時転送と 75 個の DR 関係をサポートする 7-Mode コントローラがあるとします。業務
上の要件として、 SnapMirror 処理を次のタイミングで実行する必要があります。

日 時間 現在使用されている SnapMirror
転送数

月曜日から金曜日まで 午前 9 時から午後 5 時までです 実行可能な転送数の 50%
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日 時間 現在使用されている SnapMirror
転送数

月曜日から金曜日まで 午後 11 時 30 分午前 2 時 30 分ま
で

DR に 75 個の転送を使用

月曜日から金曜日まで 午前 2 時 30 分午前 9 時までおよ
び

午後 5 時午後 11 時 30 分まで

実行可能な転送数の 25%

土曜から月曜 午前 2 時 30 分（土曜）から午前 9

時（月曜）まで
実行可能な転送数の 10%

次のデータコピースケジュールを作成して、移行のデータコピー処理を管理できます。

スケジュール オプション 価値

peak_hours 日数範囲 月曜日から金曜日まで

開始時間 09:30 期間

8 ： 00 最大同時転送数の割合 50

同時転送の最大数 スロットル（ MBps ）

100 頻度を更新します 0 ： 00

dr_active 日数範囲 月曜日から金曜日まで

開始時間 23 時 30 分 期間

3 ： 00 最大同時転送数の割合

同時転送の最大数 25 スロットル（ MBps ）

200 頻度を更新します 0 ： 30

non_peak_non_dr1 日数範囲 月曜日から金曜日まで

開始時間 17:00 期間

6 ： 30 最大同時転送数の割合 75

同時転送の最大数 スロットル（ MBps ）
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スケジュール オプション 価値

300 頻度を更新します 1 ： 00

NON_PEK_NON_DR2 日数範囲 月曜日から金曜日まで

開始時間 02:30 期間

6 ： 30 最大同時転送数の割合 75

同時転送の最大数 スロットル（ MBps ）

300 頻度を更新します 1 ： 00

week_ends 日数範囲 土曜日

開始時間 02:30 期間

53 ： 30 最大同時転送数の割合 90

同時転送の最大数 スロットル（ MBps ）

500 頻度を更新します 2 ： 00

データコピースケジュールの作成に関する考慮事項

7-Mode Transition Tool では、アクティブなスケジュールをチェックするスケジューラが
5 分ごとに実行されます。データコピースケジュールをアクティブにするための要件を
確認しておく必要があります。データコピースケジュールの各種パラメータを設定する
際に次のベストプラクティスに従うと、 SnapMirror 転送を効率的に管理できます。

データコピースケジュールをアクティブにするための要件

• 7-Mode Transition Tool サービスが実行中であることが必要です。

7-Mode Transition Tool サービスを再起動した場合は、クレデンシャルが追加されるまで SnapMirror 処理
が実行されません。

• SnapMirror データコピー処理を実行するには、少なくとも 1 つのデータコピースケジュールが必要です。

特定の期間に該当するスケジュールがない場合、その期間は SnapMirror データコピー処理が実行されま
せん。

• SnapMirror 関係が休止状態にある場合は、データコピー処理は実行されません。

• データコピースケジュールに従って差分転送を実行するには、 7-Mode とクラスタのシステム時間を同期
する必要があります。
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7-Mode のシステム時間がクラスタ時間より遅れている場合は、指定した頻度よりも頻繁に更新がスケジ
ュールされます。7-Mode のシステム時間がクラスタ時間より進んでいる場合は、指定した頻度よりも更
新間隔が長くなります。

データコピー時のベストプラクティス

SnapMirror レプリケーションのパフォーマンスを高めるには、ソースシステムとデスティネーションシステ
ムの CPU 利用率と使用可能メモリが最適であることが必要です。また、マイグレーション処理に関係のない
ネットワークトラフィックを最小限に抑えることで、ソースシステムとデスティネーションシステム間のスル
ープットを最大化して、レイテンシを最小限に抑える必要があります。

データ転送の優先度

データコピー処理をスケジュールする際には、ベースライン処理または再同期処理が差分転送より優先されま
す。

SnapMirror 転送を解除するためにデータコピー処理を中止すると、まず差分転送が中止され、次にベースラ
イン処理または再同期処理が中止されます。

差分転送では、前回の更新からの経過時間に基づいて、ソースボリュームとの時間差が大きいボリュームが優
先されます。

SnapMirror 転送のデータコピースケジュールを編集または削除する

他の DR スケジュールを設定または変更した結果、移行のデータコピースケジュールの
変更が必要になった場合は、 SnapMirror のベースラインコピー処理、更新処理、および
再同期処理に使用するデータコピースケジュールを編集または削除できます。

プロジェクトが、準備フェーズ、データコピーフェーズ、または構成の適用（カットオーバー前）フェーズで
あることが必要です。

• 編集したスケジュールが有効になるまでに最大 5 分かかります。

• アクティブな転送があるときにスケジュールのスロットル制限を変更した場合、実行中の SnapMirror 転
送に新しいスロットル制限は適用されません。

ある SnapMirror 関係に対する転送が完了すると、その SnapMirror 関係に対する以降の処理には新しいス
ロットル制限が適用されます。

• 実行中の SnapMirror 転送に新しいスロットル制限をただちに適用するには、プロジェクトを一時停止し
て再開する必要があります。

手順

1. ダッシュボードでプロジェクトを選択し、 [ スケジュールの設定 ] をクリックします。

プロジェクトの既存のスケジュールがすべて表示されます。

スケジュールの設定オプションからスケジュールを編集または削除することもできます。

2. スケジュールを編集または削除します。

127



状況 作業

既存のスケジュールを編集します a.
をクリックします 。

Modify Schedule （スケジュールの変更）ダイ
アログボックスが表示されます。

データコピー処理のスケジュー
ルおよび SnapMirror パラメータ
を編集できます。

b. 必要な変更を行い、 [ 保存 ] をクリックしま
す。

スケジュールを削除します a. をクリックします 。

ペインからスケジュールが削除されます。

データ転送には少なくとも 1 つ
のスケジュールが必要です。そ
のため、スケジュールをすべて
削除しないでください。

例

次の例は、プロジェクトにアクティブな SnapMirror 転送がある場合にスロットル制限がどのように適用され
るかを示しています。

スケジュール ボリューム数とデー
タコピーの状態

SnapMirror
同時転送の最大数

スロットル制限 各転送で使用される
スロットル

変更前 5 つのボリュームが
ベースラインコピー
待ち

5 つ 500 Mbps 100 Mbps
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スケジュール ボリューム数とデー
タコピーの状態

SnapMirror
同時転送の最大数

スロットル制限 各転送で使用される
スロットル

変更後 • 2 つのボリュー
ムで、 100MB/s

のスロットルを
使用してベース
ラインコピーが
進行中

• 3 つのボリュー
ムで、ベースラ
インコピーが完
了して更新待ち
です

5 つ 250 Mbps • ベースラインコ
ピー進行中の 2

つのボリューム
は、引き続きを
使用します
100MB/s のスロ
ットル

• ベースラインコ
ピーが完了した
3 つのボリュー
ムは、を使用し
ます 更新時の
50MB/s のスロ
ットルを変更

2 つのボリュームのベースラインコピーが完了すると、次のデータコピー処理をスケジュールする際に新しい
50MB/s のスロットル制限がこれらの Volume SnapMirror 関係に使用されます。

論理インターフェイスを管理する

プロジェクトに対して、 7-Mode IP アドレスを追加、編集、または削除することができ
ます。

LIF は、構成の適用（カットオーバー前）フェーズで SVM 上に設定されます。

• 既存の 7-Mode IP アドレスは、管理状態が「自身の」状態で作成されます。

• 新しい IP アドレスは ' 管理状態がアップ状態で作成されます

FC LIF と iSCSI LIF は 7-Mode Transition Tool では移行されません。

手順

1. 次のいずれかを実行します。

状況 作業

既存の LIF を編集する a.
をクリックします  。

b. Modify LIF ダイアログボックスで、必要な変更
を行い、 * Save * をクリックします。
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状況 作業

既存の LIF を削除する a. をクリックします  をクリックします。

LIF を削除できるのは、プロジェ
クトが準備状態、ベースライン
データコピー状態、一時停止状
態、カットオーバー前状態、ま
たは更新状態のときに限られま
す。ただし、カットオーバー処
理が失敗した場合は、 LIF を削
除できません。

b. Select 7-Mode LIF * をクリックします。

c. 移行する 7-Mode IP アドレスを選択します。

d. ターゲットノードとターゲットポートの詳細を
入力します。

e. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

7-Mode IP アドレスを追加します • Select 7-Mode LIF * をクリックします。

• 移行する 7-Mode IP アドレスを選択します。

• ターゲットノードとターゲットポートの詳細を
入力します。

• [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

新しい LIF を追加します a. テーブルの下にある * Add New LIF * をクリッ
クします。

b. 必要な値を入力します。

c. [ 保存（ Save ） ] をクリックします。

プロジェクトからボリュームを削除する

移行プロセスの実行中にプロジェクトから障害ボリュームを削除し、 Volume

SnapMirror 関係を中止することができます。

データコピーの実行中にボリュームを削除した場合、転送は中止されず、処理が完了するまで続行されます。
このボリュームはそれ以降のデータコピー処理の対象とはなりません。

1. ダッシュボードウィンドウでプロジェクトを選択し、ボリュームをクリックします。

プロジェクトの既存のボリュームがすべて表示されます。

2. をクリックします 。

ボリュームがプロジェクトから削除されます。
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ONTAP ボリュームを削除し、 SnapMirror 関係を解除することを推奨します。

1. クラスタで、移行の一環として作成された ONTAP ボリュームを削除します。

"ONTAP 9 のコマンド"

2. 7-Mode システムで、 ONTAP ボリュームとの SnapMirror 関係を解除します。

3. Volume SnapMirror 関係を中止する場合は、次の手順を実行します。

a. 7-Mode プライマリボリュームと ONTAP セカンダリボリュームの間の SnapMirror 関係を解除して削
除します。

b. プライマリ 7-Mode システムで、 ONTAP セカンダリボリュームとの SnapMirror 関係を解除します。

"clustered Data ONTAP 8.3 7-Mode 管理者向けのコマンドマップ"

プロジェクトの一時停止と再開

データコピーを開始したプロジェクトを一時停止および再開できます。

プライマリプロジェクトを一時停止すると、 7-Mode プライマリボリュームから対応する clustered Data

ONTAP プライマリボリュームへのコピー処理のみが一時停止されます。7-Mode プライマリボリュームから
ONTAP セカンダリボリュームへのデータコピーは、スケジュールに従って続行されます。これにより、プラ
イマリボリュームに対して引き続きデータ保護が提供されます。

1. ダッシュボードで、一時停止するプロジェクトを選択します。

2. [* 一時停止 * ] をクリックします

プロジェクト内のすべてのボリュームのデータコピー処理が停止します。

ボリュームのベースライン転送が実行中で、 SnapMirror 関係に対して Snapshot コピーのチェックポイン
トが作成されていない場合、そのボリュームに対する一時停止処理は無視されます。Snapshot コピーの
チェックポイントが作成されてから、一時停止処理を再度実行してください。

3. [* 再開 *] をクリックします。

一時停止したポイントからコピー処理が再開されます。

データコピー処理は、その時点で有効なアクティブスケジュールに基づいて再開されま
す。

◦ 関連情報 *

ベースラインデータコピーを開始しています

プロジェクトを中止する

コントローラやクラスタのパフォーマンスに影響が生じている場合などに、実行中のプ
ロジェクトを中止することができます。実行中のプロジェクトはダッシュボードから中
止できます。
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SnapMirror 関係にあるボリュームを移行するプロジェクトを中止する場合は、事前に次の点を考慮する必
要があります。

• 両方のプロジェクトが開始されている場合は、一方のプロジェクトを中止するともう一方のプロジェクト
も中止されます。

たとえば、プライマリプロジェクトを中止すると、セカンダリプロジェクトも中止されます。

• 現在のプロジェクトの中止が失敗した場合、もう一方のプロジェクトは中止されません。

• アクティブなプロジェクトが 1 つだけ中止されると、もう一方のプロジェクトは開始できません。

• プライマリプロジェクトを中止しても、 7-Mode のプライマリボリュームから ONTAP のセカンダリボリ
ュームへのコピー処理は中止されません。

7-Mode のプライマリボリュームから対応する ONTAP のプライマリボリュームへのコピー処理のみが中
止されます。

7-Mode プロジェクトを中止した場合、そのプロジェクトは削除するしかありません。中止し
たプロジェクトを再開することはできません。

手順

1. ダッシュボードで、中止するプロジェクトを選択します。

2. * 中止 * をクリックします。

3. クラスタで、移行の一環として作成された ONTAP ボリュームを削除します。

4. 7-Mode システムで、 ONTAP ボリュームとの SnapMirror 関係を解除します。

5. Volume SnapMirror 関係を中止する場合は、次の作業を行う必要があります。

a. 7-Mode プライマリボリュームと ONTAP セカンダリボリュームの間の SnapMirror 関係を解除して削
除します。

b. プライマリ 7-Mode システムで、 ONTAP セカンダリボリュームとの SnapMirror 関係を解除します。

"ONTAP 9 のコマンド"

"Data ONTAP 8.2 コマンド：マニュアルページリファレンス Vol.1 』を参照してください"

プロジェクトを削除する

不要になったプロジェクトはダッシュボードから削除できます。

1. DashboardProjects グループペインで、プロジェクトが属するプロジェクトグループをクリックします。

2. [ グループの概要 ] ペインで、 [* 変更 *] をクリックし、 [ 削除 *] をクリックします。

カットオーバー段階で失敗したプロジェクトは削除できません。

問題のトラブルシューティング

7-Mode Transition Tool での代表的な問題とその解決方法を理解しておく必要がありま
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す。

移行ログファイルをダウンロードしています

7-Mode Transition Tool では、システムで実行された移行評価とマイグレーション処理の
詳細が記録されたログファイルが作成されます。

1. トップ・メニューの * Logs * をクリックします。

2. [ プロジェクトログの収集 ] をクリックして、すべてのプロジェクトに関連するログを収集します。

3. 特定のプロジェクトのログを収集するには、プロジェクトリストからプロジェクトを探し、 * ダウンロー
ド * をクリックします。

ログは「 .zip 」ファイルとしてダウンロードされます。フォルダ名はタイムスタンプです。

◦ 関連情報 *

"ネットアップにファイルをアップロードする方法"

7-Mode Transition Tool のログファイル

7-Mode Transition Tool では、システムで発生した移行処理の詳細を記録したログファイ
ルが作成されます。ログファイルは、 7-Mode Transition Tool がインストールされてい
るパスの logs ディレクトリにあります。

7-Mode システムおよびクラスタの SnapMirror ログに関連した EMS メッセージを使用して、問題をトラブル
シューティングすることもできます。

次の表に、特定の移行プロジェクトに関連するログファイルを示します。

ログファイルのパス 次の情報が含まれます。

project_name_ /transition.log プロジェクト固有のデバッグメッセージ

project_name/zapi-outbound.log 実行されたすべての Data ONTAP API の出力 7-Mode

Transition Tool で特定のプロジェクトを実行する

次の表に、特定のプロジェクトには関連しないログファイルを示します。

ログファイルのパス 次の情報が含まれます。

「 transition-GUI.log 」を参照してください Web を使用して実行されるすべてのアクションのエ
ントリ インターフェイス
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ログファイルのパス 次の情報が含まれます。

「デフォルト / 監査ログ」 • 7-Mode Transition Tool を実行するたびに、ツー
ルによって使用される HTTP または HTTPS ポー
トやログディレクトリのパスなどのすべてのパラ
メータ

• 実行されたすべての移行コマンドとその出力

「デフォルト / デフォルト / トランジション .log 」 プロジェクトに固有でないデバッグメッセージ

'default/stream_management/stream_management.lo

g
スケジューラによって管理中に記録されたデバッグ
メッセージ スケジュールと、どのプロジェクトにも
属さないスケジュール

「デフォルト / デフォルト /zapi-outbound.log 」 実行されたすべての Data ONTAP API の出力 7-Mode

Transition Tool およびに属していない 任意のプロジ
ェクト

'default/stream_management/zapi-outbound.log' 実行されたすべての Data ONTAP API の出力 7-Mode

Transition Tool スケジューラとスケジュールを管理し
ます どのプロジェクトにも属さないものです

'server-console.log 7-Mode Transition Tool サーバとの間で行われたすべ
てのパケット交換のログエントリこのファイルは、
サーバクラッシュに関連する問題のトラブルシュー
ティングに役立ちます。

無視できるエラーが発生した場合の移行の続行

移行を中断するエラーが移行時に発生する場合があります。7-Mode Transition Tool CLI

で問題を承認することで、これらのエラーの一部は無視できます。移行を続行するに
は、エラーを無視したあとに、中断した処理を再実行する必要があります。

エラーを承認する場合は、エラーの影響を把握したうえで承認する必要があります。

エラーを無視したあとで、移行処理を再実行する必要があります。一部のケースでは、 Data ONTAP の確認
後に、影響を受けるアグリゲートやボリュームに対して、処理の次回実行時に問題によって対処策が実行され
ます。

手順

1. 無視できるエラーが移行処理で発生した場合は、 7-Mode Transition Tool CLI から次のコマンドを実行し
ます。

transition cbt ignorableerrors add -p project_name --c_ignorable_errorcategor`

「 ignorable_errorcategory 」は、無視できるエラーの種類です。

2. 移行処理を再実行します。
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エラーが警告に変わり、エラーが「 acknowledged 」と表示されます。警告が表示されても移行は続行で
きます。

移行時に無視できるエラーです

移行時に発生するエラーの一部は無視できます。移行を続行する前に、これらのエラー
を承認する必要があります。

7-Mode Transition Tool CLI を使用して、コピーベースの移行プロジェクトに無視できるエラーカテゴリを追
加する場合は、エラーの影響を把握しておく必要があります。エラーを無視したあとで、移行処理を再実行す
る必要があります。この時点で、エラーは警告メッセージに変わり、エラーは「 acknowledged 」と表示され
ます。警告が表示されても移行は続行できます。

カテゴリ 説明

「 acknowledge -no-ASCII-Filenames-in-source

-volumes 」を参照してください
このエラーを承認すると、 CoC 検証処理の対象とし
て選択した SnapLock ボリュームに、名前に非 ASCII

文字を含むファイルが 1 つもないことが確認された
ことになります。

「 acknowledge-snaplock-co-volume-

autocommit_period 」というメッセージが表示されま
す

このエラーをプロジェクトに追加すると、 SnapLock

の CoC 検証結果の格納先として設定された ONTAP

SnapLock ボリュームに自動コミット期間プロパティ
が設定されていても、 7- Mode Transition Tool は移行
を続行します。

「 nfs-qtrees -exported 」と表示されます このエラーを承認する場合は、 Data ONTAP 7-Mode

と ONTAP の qtree エクスポートルールの違いを理解
しておく必要があります。また、 7-Mode Transition

Tool によって NFS エクスポートルールが適用された
あとで手動で実行しなければならない手順について
も理解しておく必要があります。 "7MTT Precheck

10111 - 7-Mode ボリュームの移行方法 qtree レベル
のエクスポートを設定する"

「 ignore-cifs-ad-domain-mismatch 」 このエラーを承認すると、 7-Mode システムの CIFS

Active Directory （ AD ）ドメインがターゲット SVM

の CIFS AD ドメインと異なる場合であっても、 7-

Mode Transition Tool では CIFS 構成の移行が続行さ
れます。7-Mode システムとターゲット SVM の CIFS

AD ドメインが信頼できるドメインであることを確認
する必要があります。信頼できない場合、ターゲッ
ト SVM への CIFS 構成の移行は失敗します。 "Active

Directory ドメインがの場合の CIFS 構成の移行方法
7-Mode とターゲット SVM で CIFS サーバが異なり
ます"
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カテゴリ 説明

「 ignore-ping-check-from-ic-LIFs to -7mode` このエラーをプロジェクトに追加すると、ターゲッ
トクラスタのクラスタ間 LIF から 7-Mode ストレージ
システムへの ping の送信チェックが実行されませ
ん。https://kb.netapp.com/Advice_and_Troubleshooti

ng/Data_Storage_Software/ONTAP_OS/7MTT_cbt_-

_How_to_handle_the_scenario_where_7-Mode_data-

copy_IP_address["7MTT Copy-Based Transition - シ
ナリオの処理方法 7-Mode のデータコピー IP アドレ
スにターゲットクラスタから到達できません インタ
ークラスタ LIF"]

「 ignore-secondary-snapmirror-source-check 」を指
定します

このエラーをプロジェクトに追加すると、プライマ
リ 7-Mode の必要な詳細がすべてセカンダリプロジェ
クトに追加されたかどうかがチェックされません。
そのため、セカンダリプロジェクトの完了（カット
オーバー）処理中に、プライマリ 7-Mode ボリューム
とセカンダリクラスタボリュームの間に SnapMirror

関係が作成されない可能性があります。

「 ignore-configurion-limits-check 」 このオプションを使用して構成の制限（事前確認の
エラー）を承認し、移行を続行できます。このエラ
ーを承認すると、ストレージカットオーバーに 3~8

時間以上かかります。これには、エクスポート、停
止、インポートの各処理（自動処理）の時間と、デ
ィスクシェルフを新しいコントローラに接続するた
めの時間が含まれます。 "Copy-Free Transition での
ストレージカットオーバーの時間に関する考慮事項"

「 mount -snaplock-volumes - using -7mode-volume

-name 」のように入力します
このエラーをプロジェクトに追加すると、 7-Mode

Transition Tool では、マウントパス「 /<7-

Mode_volume-name>` 」で SnapLock ボリュームが
マウントされます

「 acknowledge-no-snaplock-audit-transition-to-MCC
」

このエラーをプロジェクトに追加すると、ターゲッ
トクラスタが MetroCluster 構成に含まれていても、
7-Mode Transition Tool は移行を続行します。

スイッチオーバーまたはスイッチオーバーが原因で失敗した MetroCluster 構成を移行
する スイッチバック

移行の準備、開始、一時停止、再開、完了などの移行処理 MetroCluster スイッチオーバ
ー中または MetroCluster スイッチバック後に失敗した場合移行を再開するには、
SnapMirror 関係を手動で再確立する必要があります。

手順

1. スイッチバックが完了するまで待ちます。

2. クラスタ CLI で「 snapmirror create 」コマンドを使用して、移行に含まれていた 7-Mode ボリュームと
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clustered Data ONTAP ボリュームの間の SnapMirror 関係を再確立します。

3. 7-Mode Transition Tool から移行処理を再実行します。

次のスケジュールがアクティブになると、データコピー処理が開始されます。

Volume selection （ボリューム選択）ペインでセカンダリボリュームを選択できない

ボリュームがオンラインでない場合や SnapMirror 関係が解除されている場合は、ボリュ
ーム選択ペインでセカンダリボリュームを選択して、 Volume SnapMirror 関係として移
行することはできません。

回避策

ONTAP コマンドラインを使用して、次のいずれかの対処方法を実行します。

• セカンダリボリュームがオフラインになっている場合はオンラインにします。

• SnapMirror 関係が解除されている場合は修正します。

ツールで障害が発生した場合、移行対象のボリュームを選択できません ボリューム情報
を取得します

ボリュームを選択しようとすると ' ボリューム選択ペインに ' ボリューム情報の取得に失
敗しましたというエラーメッセージが表示されます通常このエラーは、コントローラが
ビジーである場合に発生します。

回避策

コントローラがビジーでなくなってから、もう一度ボリュームを選択します。

選択した場合、ボリュームマッピングペインから続行できません SVM にアグリゲート
がありません

「 VM にアグリゲートが割り当てられていません。」というエラーメッセージが表示さ
れます。選択した SVM にルートノードアグリゲート以外のアグリゲートがない場合
は、一部のアグリゲートを SVM に割り当て、「 * ボリュームマッピング * 」ペインで更
新ボタンをクリックしてください。

回避策

clustered Data ONTAP の SVM にアグリゲートを追加します。

Data ONTAP 7.3.x からの移行後に圧縮は有効になりません

Data ONTAP 7.3.x を実行しているシステムの 32 ビットボリュームを、 64 ビットアグ
リゲートに含まれる ONTAP に移行した場合、移行後の ONTAP ボリュームで圧縮は有
効になりません。ボリュームが 32 ビットから 64 ビットにアップグレードされるまで、
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圧縮を有効にすることはできません。

回避策

1. アップグレードが完了するまで待ちます。

volume show -fields block-type -volume vol_name _ ` コマンドを使用すると、ボリュームのブロックタイ
プが 64 ビットに変わったかどうかを確認できます。

2. volume efficiency modify コマンドを使用して ' 圧縮を有効にします
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